
国立国語研究所学術情報リポジトリ

方言談話資料（4） : 福井・京都・島根

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2019-10-23

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 国立国語研究所, The National Language

Research Institute

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.15084/00002273URL



麟：灘織ll灘纏縫灘。譲，

　　鑓’・購1灘・灘雛離．懸欝欝縢趣雛

纏懸盤購講i…講・難聴灘灘
　　f‘■、’陰　’・え1　　　■　：．　　　t　．　歴　，
　　　　　　　ロ　ロ　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　よ

　　tl’・’＾　灘　簾．．、1，騒摯，、瀦

灘灘灘騨懇懇器・鍵灘、

灘鑛1羅灘雛灘・灘灘懇懇
　　譲灘灘　灘澱漁縢｛雛・獺亀
　　驚饗　　，擁・’、藍蕊蜘　澱灘’灘

難叢羅灘灘灘灘i懸，1

　　　　ド　9　　、ζ，

，，b　・繋
　線’　述　∵　　慧　　　　ぐ　　職　　　　‘聰礎←
　　駐　　　P辱　　隊
　　　　　　ミ
膿騰黙輌・重　　　　　、
　　　　の’　　　奪帯　》

　　懸蝶
　　　　だし　　ビ　　設　．・
　　　　　コ
　　　　　　らし
　　　｝　

3

　　　　　¢　　　　　　｛
　　　　rf，
　　　　虚“、’
　　　　　瀧た’
　　　　F

　　　　　　！　　　継顕で　　　　　り騨、
　　　　豪蔦駅
　　　　　　さ、
　　　　　　乳
　　　　等1　，　　　　　惑
　　　　、　べ『

　　　　ヤf　　う

　　・一繭欝灘　籔轍，講磯．懸鵬
僅鞍敷　，撒　　寵　），．　　・、・，　i憲、
鞍｝’SSiV

E　’、，．　鱒t　灘“　、・」ン
　建1・懸騨、　，羅羅、舜㌧．・蜜伽，盤・
　　幅t3鹸、誓懸e識＿‘騰、｛WWl
　　　，　　　　　る　‘1　鎚　　、纏　　．畷轟写　 、鴨

羅。灘灘1．灘羅＿一灘雛騨

，

　ト

’　三省r　’」　制

愚織
　、　　　→

　矯，
　・L．，鍵

・　ミ・
・｝

w灘醐
　　、　ぐ91驚鍵
　　」
慧響・翻、・｝斯

　　　σ　　」：
　　　噸　

ゴ

　　　　　る　　紀聖梶　「胃
　　　6　　刈・箪，讃
　。，　・§
リ　　　　　　　　ヨ

　　　て　　　
レ

　の　　
へ

奪
’曳 �

　　　サロ
、‘ @燃’氏’
　ゆ　　　　コ

　・獺，，、

く　　　　も
　　㌧御　“㌧　 騰

　晶　　 ．　　W

麟
．幽
雅
轍灘譲幽畿

蒲
・
，

応編曲ふ、
　
呼

　
レ
陣

　
　
　
　
　
ご

灘
謝

撚鶴．繍

’

　
◎
’取

“醒
ヤ　
「
匿

揮

韓
圃

v

，　剛

｛勇

甲

i

拝
覧

ゐ
、

雪

良
亀

－
　
窮‘

　
　
箆

　
㌣

竃

’

醗
．
毎
灘
㌦
．
鰍
，
雛
雛
，
鱗
、
璽

　
　
　
　
　
ド
　
と
カ
　
　
　
　
　
　
ど
　
　
ぢ

謙
・
鍼
，
・
吼
獲
函
・
臆

　
　
　
　
ノ、
縫
マ
吸
…
、
塵
　
わ
騨
暫
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
溜
　
　
　
　
　
．

￥
、

　卜
xsu

、

ノ
う

灘
，

’灘
i　　fi　Tlj．rV．lt

顯灘，

〆㍊コ‘

、巨 �u翼

や　　♂
　，　　爆　　「

　
毒
神
童
　
、
守
，
一
叫

　
醒
　
　
　
　
　
　
「
」

　
電
　
　
p

一
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
し

6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宝

　
　
’

T　　　　　1「　　　　　‘唖唐　　　　　’ 賦．

欝
i
1

1

糠鑛．・　’　脅螺



国立国語研究所資料集　10－4

方言言炎話資料（4）

一福井・京都・島根

国立国語研究所

1980



刊行のことば

　国立国語研究所では，昭和49年度から同51年度にかけて，「「各地方言資料の収集および文字化2

のための研究」という題目の下に，全国各地で方言による談話を録音し，その文字化（標準語訳

・注つき）を行った。この研究は，急速に失われつつある方雷を現時点で録音・文字化し，国語

研究の基本的資料とすることを目的としており，当研究所地方研究員の協力を得て実施された。

　その成果は，機を得て，順次刊行する予定であり，昨年度までに，『方言談話資料（1）一山形・群

馬・長野一』『方書談話資料（2）一奈良・高知・長崎調を刊行した。本年度は，その第三集および第

四集（本書）を刊行する。

　本書に収めた録音・文字化資料は，もっぱら，佐藤茂幅井県掻当地方研究買・福井大学教授）

・加藤和夫（同協力者・当時福井大学学生），佐藤虎男（京都府撞当地方研究員・大阪教育大学教

授），広戸惇（島根県担当地方研究員・京都家政短期大学教授）の四氏の尽力によるものである。

また，話者もしくは司会者として，加藤久子，山本仁太郎（以上福井県〉，坂本アイ，坂本ヨシ

ノ，渋谷計二，山釜二郎，山室富江，渡辺信一，渡辺久子（以上京都府），渋谷徳右衛門，杉原清

一，長瀬マス子，藤原安太郎（以上島根県）の各氏の協力を得たほか，有志の助力があった。記

して深く感謝の意を表する。

昭和55年1月

国立国語研究所長 林 大
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方言談話資料作成のための担当者
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ま　え　が　き

　研究の経過

　この硯究は，昭和49年度から同51年度にかけて行った。

　昭和49年度は準備期間とし，全国47都道府県で各種の実験的録音・文字化を行い，その結果に

基づいて，次年度以除の計画を立案した。

　50年度は，全国的視野のもとに重点地域を定め，23の府県から各1地点を選定して，老年層の

男性と同女性との対話，もしくは，男女を含む老年層話者3人の会話を録音し，文字化すること

とした。

　録音・：文字化を実施した府県は次の通りである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　み　　　　　　　　　　　　　　　な

　青森，岩手，窟城，山形，群馬，千葉，新潟，石川，福井，長野，静岡，愛知，京都，奈良，

鳥取，島根，広島，愛媛，高知，長崎，宮崎，鹿児島，沖縄

　51年度は収録地点を4地点滅らし（・印の県を割愛した），19の府県について，原則として50年度

と同一の地点で，（a）目上・匿下の関係にある老年層の男性2人による対話，（b）老年層の男性

と若年層の男性との対話，もしくは，爾者を含む3人の話者の会話，（c）場面設定の会話，の3

項目についての録音・文字化を行い，なお，このほかに収録可能な地域では，付録として，民話

の収録・文字化も実施することとした。（c）については，「品物を借りる」「（旅行などに）誘う」「新

築の祝いを述べる！「隣家の主入の所在をたずねる」「けんかをする∫道で知人に会う」「道で目上の

知人に会う」「うわさ話をする」の八場面を，全地点共通の場面として設定した。

　以上の録音・文字化資料は，すべて国立国語研究所で整理し，保管しているが，当研究所では，

このうち，50・51両年平分について逐次刊行していく予定である。本書は，50年度に収録・文字

化を行った老年層話者による談話資料のうち，「福井県武生市下中津原町」「京都府綾部市高槻町字

観音堂・桜」「島根県仁多郡横田町大字大馬木」の3地点分についてのものである。

　謡者の条件

話者には次の条件の人を選ぶこととした。

　1。老年層話者による談話（50年度）

　その土地で生まれ育ち，よその土地に住んだことのない，あるいは，その期間が比較的短い人

で，日常の生活ではもっぱら方響を用い，また，録音機を前にしても方言色豊かなおしゃべりが

可能な人。したがって，よその土地から嫁入り，婿入りした人は採らない。ただし，女性につい

ては，他に適当な人が得られないときには，近隣地から嫁入りした人でも，収録地点との間に大

きな方書の違いが認められない場合は可とする。話者の年齢は，原則として収録時において60歳

以上とし，やむをえないときは，55歳以上も可とする。発音その他の障害がなければ，高齢者で
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も差し支えないが，話者梱互の年齢が離れすぎるのは好ましくない。また，話者稲互の地位・身

分関係も，ほぼ対等であることを原則とする。

　2．目上・昌下の関係にある老年層の男性2人による対話（51年度〉

　話者の年齢は上記1に準ずる。この項は，改まった表現や種々の敬語形式などを得ることをね

らって設定したものであり，対話の異体的な人物像として，たとえば，旧地主階層の人物対旧小

作階層の人物，僧侶対その壇家にあたる人物，その土地出身の教員（校長：など）対その±地の一

般的職業（農業・漁業など）に従事している入物などを候補として青したが，地域の事情もある

と思われるので，この点は各地の担当者（地方研究員）に一任した。なお，目上にあたる人物と

して，在外期間の比較的長い人物を登場させなくてはならない場合もあると考えられるので，在

外歴に厳しい条件はつけないことにした。

　3．老年層男性と若年贋男性との談話く51年度）

　老年層については原則として60歳以上，若年層については原則として20～30歳台とする。話者

三士の地位・身分関係は，ほぼ対等であることが望ましい。職業は老若ともにその土地における

一般的なものであること。在外歴については1に準ずる。

　4．場面設定の会話（51年度）

　上記1に準ずる条件を備えた老年層の男女に，場面に応じて，種々の演技的対話をしてもらっ

た。

　5．民話

　特に条件はつけず，その土地で生まれ育った民話の語り手であれば可とした。

　司会者

　主たる話者のほかに，話の引き出し役としての司会者が同席することとした。司会者はこの研

究の主旨を理解し，かつ，司会役としての能力を有する地元方書の話し手が蔓ましい。司会者の

年齢・居住幅出に，特に条件はつけなかった。

　録音量・文字化量

　50年度・51年度ともに各約60分程度の録音量（51年度については，各項目平均20分，合計60分

程度）について文字化を行うこととした。また，内容の豊かな文字化資料を得るために，文字化

すべき録音量の数倍を録音し，その中から適切な部分（話がとぎれず，しかも添書が特定の話者

にかたよっていないこと。話の流れ，話題の展開が自然であること，など）を選択して文字化す

ることとした。

　文字化原稿の作成・袈記

1．将来のオフセットによる複製印行に備えて，一定の様式の文字化用紙を作成し，担当地方研

　究員に配布した。

2．文字化は原則として表音的カタカナ表記によることとした。これは，利用者の便宜，文字化
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作業の能率などを考慮してのことである。ただし，対象とする方言の性格によって，カナ表記

　では特殊な字母を多数必要とし，かえって煩雑になると判断される場合は，国際音声字母によ

　る表記も可とした。なお，それぞれのカナで表わす具体的音声の範囲・内容については，各担

　当者が「解説」の中で説明することとした。

3．アクセント，文末イントネーションの記述の有無は，その表記法を含めて担当者の判断にま

　かせた。

4　聴き取りが困難な箇所や，雷いよどみ，言い重なり，書い直し，笑い声などについては，こ

れらを一定の符号で表わすことにした（凡例参照）。

　文字化には，標準語訳，および，場面，文脈，特徴的音声，方言形の意味・用法などについ

ての注をつけることとした。なお，標準語訳はあくまでも内容理解のための手がかりの一つと

考え，訳が問題となるような箇所については，できるだけ詳しい注をつけることを担当者に求

　めた。

　収録方書・褻記・収録内容についての解鋭

　文字化源稿とは別に，収録方言・表記・収録内容についての解説を担当者に求めた。解説には，

原則として次の事項を記すこととした。

　A．収録地点とその方言について

　　1．地点名

　　2。収録地点の概観（位置・交通・地勢・行政区画の変動・戸数・人口・主な産業など）

　　3．収録した方言の特色

　　　①方言区画上の位置・隣接諸方書との関係

　　　②音声・音韻上の特色

　　　③文法上の特色

　B，表記について

　　　それぞれの符号（カナ・音声符号）で表わす具体音声の範囲，特殊な表記についての説明

　　など。

　C．収録内容の概説

　　1。タイトル

　　2．録音年月日

　　3．録音場所

　　4．話し手の氏名・性・生年・職歴・役職歴・居住歴・言語的特徴など

　　5．録音環境（岡席織・話の進行状況・場の雰囲気など）
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凡 例

1．場面，文脈，特微的音声，方書形の意味・用法などについての注は各章の末尾にまとめて記

　し，該当箇所を本文のそれぞれの位置に番号（かっこつき）で示した。

2．発言や録音が不明瞭なため聴き取りが困難な箇所には　　　線をつけた。

例　クズレル　カンシテ〈27ページ3段＞

3．最終的に聴き取り不能の箇所には　　　線のみを記した。

4，書いよどみは，その来尾に……一一一線をつけた。

5．複数の発言が重複した場合には，重複部分に　　　線をつけた。

例　Y　オワンテナ　（Kヒトリデワ　オカ。マレン）〈27ページ7段＞

6．言いかけて，それを書いなおした場合には，雷いかけた部分に　　　　をつけた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　xxxxxxx
例　クサ　クサラント〈26ページ6段＞
　　xxxxx
7．笑い声，咳ばらいなどは，（笑〉，（咳）のように示した。

8．同席者の短い発欝や突然の訪問者のことばなどは文字化していない場合がある。その際や，

録音テープを編集して談話内容の一部を削除した際には，該当箇所に・の符号をつけた。
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　　　　たけふ　　　しもなかつ　はらちょう
1．福井県武生市下中津原町

収録・文字化担当者佐藤茂

　同協力者加藤和夫



A．収～多柔1地。点tその労著しくついて

　ノ．地点ゐ

　　　　　　福縛・武姉一F中ラ輪町

　z．　収彦柔地点のネ既観

の位置：福坤耀（fa　Y　t　pe　lt一の南鈎1くあろ武x箭、老め武主帯の申事地よ

　　　　り南初へ約1ケKnt（詠めり）めヒニうにあろ武a；申事ワ♪也区のほ

　　　　ぼ算恥・位置すろ，静袖彦引してすぐ掬掃β珂野和・脅する。

ω拠孟夙物輌街地より・・’ス得》3・獄、a［・刑癩し唄いYの
　　　　iX・又で摘疹町（磁ワ地区め后疎」のx｝’心地）下重、豪｛く紅若女

　　　　ノな分で・下中律原町K老ぐ，直蹄副司町から動く向かう豪豊が試！1；

　　　　希勧野町鱒取固豊腸働・也ずろ．し・t・・し・め鋤づ盗㈱・舳

　　　　舗帳されておらす、ひt一いっっ％薪つの惣壕めf・朗司氾彦以タト

　　　　め人、4N”2あまつ／11用5承f」い．疹fく同町炉ら襖ヒく向かう幌造．け

　　　　美～重のラ易疹側て一碧ルビ別れ、南1i；訊饗Φ中翁町（yk　v地走）セ

　　　　勧ラ鰭の陶細飼野浦聖衆蜘・・盈じ、凋鎮側側連，～乞町、

　　　　同忙種纐町∫∫ご’セ鱗て武2年￥多frdiくじ盈じている・！o弄緯前ま

　　　　で移千中穿；原動’匂民ス幻㌦盈っでくが呂各線憂更のf（あ多駐存け／全く・盈，

　　　　らf∫い，従・て多＃v’め券庭が、つのようh’女盈め不便を補’うて（

　　　　あち獺幹即していろ。
C）VtE．　ag　l繭から幽Kかビアてのう岳斧ふ照尺越えれtTでぐ越削ラ毎解しいう

　　　　位翻・ありノ’がら、稗島細3・処ヒ三吟しPt　x希愚心部より約／・・

　　　　匹為・・山険・・め処であろブくあ、動勃塾しく角細裂市でe一茅

　　　　め箱留図解で智aヅfiい矛でわ17rrt琶下るつ口k夢ずブ」い。Pt

　　　　to　tz寸べて糠高3〃・～卿勉のt．Lyk　1・圃3れて劾、鯉山思いの

　　　　、、・鉦処にク｝くPt・畑をわずvに廟／む申堤Y、試t｝；帝のsじでva野

　　　　）、口（慰撫すろtてろの吉’野鼠）孕｝の受机旬・耽れている。

al）粁政区画の竣動：ラエア賭イベに翁tブる、XEI藩頒口、福井県¢漁び福紫県

　　　　南糸那託い・すれも著％）1くよゐz、商．尾端（多珂・M乎9cの

　　　　霧（嚥才薯の塊ワ地区湘め千別タκ町、勾当療町、場谷町t同糠）

　　　　　　　　　　　　　　　一13一



　　　　Z　ri。て・弓謂彫膨物房繍置県、・よ。て昂初西尾県の鷲

　　　　ヒ畠イが’、／め弁理噴県の所鐘ヒ属し、3仁誉詞／7矛7月の地

　　　　労駕甚潤め茅と茨K、叡町村以レ1〈一ア町Y置く画くノ∫り、ゼ

　　　　鋤蜘彩既の伽弛稼硝・して一毎毎聯淑・す縛
　　　　穿烹・下別朔・湯1谷tとも1〈現托め試疹市多争保地E3甥寸、

　　　　南網焼野和イM・計8喉τて・・／っの殺’三一1・A・あ・齢し

　　　　々・し朗勉上弓のIP町肘剃溌輌・より、丹甥再りee・dN・勾

　　　　当旅両対が南像急激v剃K編〉＼され、現βの承、クグ也彦ζt7’■ぐa

　　　　楽蜥獄筋1珍。鶴’t　L・戦履め麟・・房凋に曾穿
　　　　原質他の今フ〃）紳ノ多b同碕〔く試窪Φi〈編〉＼され硯βの試tliヤギ

　　　　吻ラ蓼肩町ヒ密・てい乃。

・クygx・人定：圃ラ翻ゾノ来恩錬化の・蓬んτぐ轍・三鷹の中で・tづ吻らしく

　　　　当千め鞘町口翔隠び人Vの・宴蜘が。期賎分・ゆf申∫源

　　　　町が励弛匡の申で訓穿氏，財t・位置し一フkva．畑ブ」顕・も愚

　　　　ま哲て窪ラ皆が薯劃していでく：でく‘めと葱わ1れろ．

　　　　　ンソ下、明ラ時明糧：の人ロ豫ザ’ア｝差ぞの・宴勧、ノ∫らぴ1く多昆，｛ちめdズラ兄、

　　　　tZ審す。

　　嫉ウ牽原）＿、一．

K・cgL豊

　36

／49

寒寒ケ寿

36
／　3　ク

「．　耐　「㎜『

わを・sk業：　il＄　・”が鱗撫男峯篠磁む．レvし翫闘え移転や

　　　　L）、　faいめ、ト盆弛ヒいう工地糸梓琶豫映して、．慰め専業男劾づ

　　　　～斬もず」く劣ん／どd’象輕ピ1愚存脅tもtく・五くや武2的め甲1じ激～ノJ

　　　　t一の含骸・工揚1（勧あていみ。歩蓬1豪n’どの冒彦い罫紙bイ愚人

　　　　　　　　　　　　　　　一14一



η・おり、3ブ（ブ（エ・彦宮・アK遺P事アμ・a鼻門職に従事する嗜、

’ム務簗匂クク…　ニ起動弄衆・ドQめ劾地諺廻が’細み、蚕業の夫型

犠祇’化ヒよるM”to化が動く吃め女向を纏レ諺あていろようで協

ろ。イめ蔦て・博羅象と悔茗いア∫がらも当の霧糞け／含く副業イeし

ていうと茗1し（うてレある．フK頃ltおけるフド身絶栽熟めほv・（・a、一μ田

℃自雰謹め野・藻ig作ろ鴛穫で茅野く旨梶っ彦導けプiい。ブくゼー嘗

め易磯て凶悪次馬翻しfくレク又栽堵、レい仁け薮畑、無識堵

存日熱れていろ帆劉ぐまずぞ軌動劉燦。て・・fエい。山プ伽

剣劇翫戦静窃～軽きが盛んであ。　くが現捌李なく馴れす“、

彩や才乞め未鋤株が物・枢われる鴛履で・＃k・1く目13“しいもat－9ア∫い。

　3、旧事しf〈労斜め蔚邑・

①力蓄｛多画エ・4｝位覆・鱗才薯諾z葛との闇イ糸

　　　　　まずセカ東区虜よ二の位謬1くっいて．労彰膨彦Lth位置を謬う場

　　　　含、Rの回帰函の即応イ藍蝋学説あみのて・問絢獺福が、一

　　　　融二二でLi平ム．va男氏の区画に依つrくいと思う。　それ1（よれt飢

　　　　つのPt　％申ギ彰畑町ie制づ、本工鎮めウのaSP　z蓄、その

　　　　うちで1匂北隆が葛にイ出置すろ．福甘県け：禾乞身ム孝乞境に同県で

　　　　ありfJがら、毛4衆・地乃19適，畿力蓄K彦薩ムされる。縦i。て、試劣

　　　　印千申擦鎌町乃彰口北隆ti5謬thうちて・む、最e南よつの兇域に

　　　　入る力彰x縫うてとが歩来る。二の区直しめ位置t・r、穿爺操氏

　　　　の感量〔3画（豪券橡編orE本力著導8貝召和23昇、33貿）にお、・

　　　　ても乏し「つtが」争える．

　　　　　憐旙魚袋彰tの関孫Kついて。亦z舞戸tz境して陶a芳母地

　　　　1・ラ獺畑地か施畿万訓・トるのて“、いうんf絢τカ・ずの異

　　　　巡る　酋わあるが、　同じ’西部乃蓄として茨aRl．点．（メ寺K音老量・ヌ〉改

　　　　徊）b量られろ。豪の故阜県け餌壷乃著ヒ入り、その甚，いt餌豹

　　　　漁り肋・∫の明らかμ巧。さてnれて唱同じ北重職の中
　　　　で〃）関係けt“うであろうか。吃グ｝｝つの手が・かりヒし仁い．二

　　　　湾で塞侵担呼山輝男氏や知魯魚報叡・よると、皇基
　　　　　　　　　　　　　　　一15一



　　　　｝tr　f・｝’ラ孝旅町汚彰、づ一s’　一fフeンB也蜘く入ろ、二の一型ア

　　　　ブ・kZ7ト、づAzoの帥＼ti’tより麺の鯖ラ即・福甘ft・足朋

　　　　ep・丹砂物一細・あ孔芽膨坤てv　．Z3。林で隅才物

　　　　南三世餌じつη・いつ・評歩知齢初東冷卿些
　　　　＞tit田とヒも1〈・涼F硬式アブ¢ントめ色象多が’強いじしている。　’（の

　　　　絶、試舜照しの脅甥戸の一部とpk・9多IS、乏れに吉醐P・・勃

　　　　革め一部に口調9家ア7eン｝一、　享仁ブ（野郡石循1白〈多駐彦故卑陶

　　　　〉〈7　i司疹再矯・上・矯1・1煉京武アフe・トが、物伽六野

　　　　㍗騰ab・？r・　rE　・・で1つ蘇式と沸及武アフe汁膨蹄していう

　　　　と卑彫ざれている．つ豹アブeントのみ聖％kうと篇導撫横

　　　　」晒物弱瞠1・霧獅躍S，3・していうと翫・〈うである．（つ

　　　　ti　it・　iz．粗で＼fO　・1　ve留瞭キ島の一部望蘇く）t勧蜘蘇阪

　　　　武マワeントであ6）。　しかし諦量・～〔％面でtiある物是の」屯

　　　　藪を1珠いてし一iF、ほ1㍗同慈で’あろt秀1してよいように思う．

②暫騒しめ物色（モーラ表．・盾声的芽ξ徴）

　　［モーラ表〕
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（竜戸的特修文〕

　　1．4フがf’（の1別ノ」（、ズ㌧ズ露一弁でもt∫い。

　　2．詰ヰ・藷尾卿吻賭1つ〔り｝である．

　　3・　セ：・弍ご’の争SeP［づ〔5〕　，　〔3〕て“あろ、

　　4、〔kw〕，〔gw〕LI　fiい．

　　ζ　 ．　　ノ　　ニ音　表や　き吾　の　泉：老「　イヒニ　か・ご　見　ら　　をrし　る　 。　　　　イ多塗）　　 〔　ki：　　〕　　（　木　）

　　6．長Se！？誹の短昔化bし1ゴし1’ゴ理；われろ。　イ列）！7ンンヨー〉

　　　　りンラ3（勲賛）

　　7・　（・r〕ヒ〔d〕め｝屍同多髪L象つぐあ’る・　イ多tl）　（二∂a：310〕（ラジ

　　　　才）

　　曾．・細看〔ai）　li、彦蜘・〔ai〕が’みらyt　8が＼〔ε：〕1・度

　　　　イ。しr二も（のも，99い　．　　イ多り）　〔eve：〕　（エ　ラ　イ　）　，　〔．　na：〕

　　　　（ナイ）．

　　q．連揖せtau〕ンto：〕、（ei〕〉・〔e：〕も一霰的i

③誕シ宏」二の特｛鉱

　　　　　1　．　くとaいう　＞tくあr．ろ普芦軽しづeeど／らてくッそrコ．一　＞O・、　ま・てく

　　　　　　　1さ短墾∫イヒ、しτ二〈・ソテユ＞1くねる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　一17一



2．！21ffr是の助勤詞「7圏’J　lす「ジ。ヤ」、「ニャ」、　「ヤjヒ．・夏わ

　　ろ．　昂1の3つ1つ、固一人物でむ併用の雑態にありsくf犀断

　　是．の助勤詞「デス」1二亨寸言る13どの脅遇レ的毒禦・けがし・t甦

　　われる’が、町費の秀翼が』認あられろ。rエ」b轟1る硬われ

　　ろ．　そしてこれらに悉乾くとき、彦般1く機盾イ6が起ろ・

3・ヰ丁ラ肖の質力動詞「ナイAlづ「ソ」とで」ること・が’7ク〈、 「書ラ・

　　ナン9コのよう回軸れて、司能や能刀a　ig是を裟わす．

4．端抽助地堺・r釦レ、t」・ナ1・，一iレ、ま帽づ・づコレ」【σ’

　　ろ 二とカv’ Xタい。

5牽敏の意の助動詞tvて「サラス・te・・イ計れる．・マプ物

　　ヒ1司葱．．

6．袖助動詞tしてld、急薩続イ本rテイル」が「テ1レ」、その店

　　も　　是掃珍が’「テイン」じtjろ。　まτ（士気イ本田彦糸絶tさ「テナ’＼｝レ」，

　　「ラ’プコレJとず」ろ。兇3態．て”践1「テシ．「マウ」が’「テマウ」

　　「ランマヅ7・が「テe．9」ヒ．守備態「テ・／フ」｛？r

　　ト7」、イ茨・与態，「・テ・ヤルjtづヂチvlレ」　ヒf’ろ。

マ．才若旦力言司「力“」や「ヲ」1”9彪。・れろ’二’乙がタ卜い。

8．…隼楼助調と秀1しられろrノ」臣「／」に’宴わる二tがあろ。

9拷続助抑停「テ£・b・デ毛・例軸物が、・g。ラ、
　　τカツニテ」もイ喜扉ヨさ才t．ている。　　脅・こ）　スミヤキ（ジ昊・焼き）

　　う・9－nh＿th。　　凌才（「ケレド’」ヒさrPアド’」とfjってい，る。

　　「カラ）1“「噂サブ＿1（f→ナカイuめ認‘昔）とfiる．　「ノテ）

　　｛？「ノ」わぐ〉蔭汐・才4て「「ブ」　ヒfiノる。

｛0．鴇・lsrc言上て1・ti、　「バ1ヵり」わ””「’ぐッη」　、　「フライJt？〈’「ク

　　レー」　と督っ　て　いろ．

い・誕未助詞aうち、疑問の「ηaゆrヴjず」る場倉があろ．

　　円く念幻談慧て・・ヵ㌔や・ゲ、が綾われる．　例）キタ

　　ン）て＿コニ、ナフt’ランノテ脚’ス．2Z＝

置2．、　「蓼力ぎ司　「　ヌ　［レ　」　1す　「　ン｝レ　」　1く　tJゐ　イtfli向わ寸ラ董㌧、　●

13・／ヤ免。ξ1について（婆、　「ワ．9シ・」（A常イ本「・フラ」まtくけ「7

　　　　　　　　　　　－18一



　　テ」が一般的。対象で口導倭におげゐ「才ノー」，「才メ

　　ニー」が’精膨吏白シ．

14一．　「ソノ」，「ソウj、「ソンテ」　など’の「ソj19「応」　と

　　f♂りやずい。

1！i、　気，末Kおいて断膿めヨか動詞ブざと・が頒。・れて、ゼの前4）省節

　　（ノタ”（n／にあt（ろ部分e“’　79いように思わ才tろ）が擁：者化

　　すろ二tぴあろ．　イ列）アルラン／，つララ：y9ル・ン’．

4，’｛aイ也（地，ゼ、選足の擢宙，協刀箔め偽名、協が内事なご’）

　　　　　地点選足の躍劇・ld、巷ず熱々老て・ある勲轍のく（袖坤六

　　　　導蘇蜜）4〕彰地（武ま市千中一」？原町）であ・fC乙いうでtが

　　　　あげ’られろ。鋼重ジ也蔦が’協η箔（フ）2P9で’あるという二とld一

　　　　調重石幡爾び調細螺の整多鮮鍾旨でいつ、・ろ漁礁尊、が99

　　　　い。をす。難趣く報調重織）の淫乱でその。とが彰うしろ。協力

　　　　箔副翻（千9畑原）の彪越以Vtりょくや，て捌、
　　　　3rく々回の調重内鯵・幽西前や・てee解していてくので、　Z

　　　　宅の宅んt（協〃tlc依奉ずろ時、老、で・、出来ろ才ぐtづ力茗望よく残

　　　　していて、O・っ、　マイフの酌1く歩てむ紹矛と孔馨fに固しの出

　　　　象るよう督人を髭ぷ二tが歩来ろ。　まk、当日の司念もカロ藤

　　　　が才恋し丁くが’、2人乗Zkにt，て司／？kが’・lav才物殆で、

　　　　。・つ者弄でPto．鋼勧易酋囲ロ聯宅も旧知の場所で・あ砂で、

　　　　倉詫b特K痛ろ二t∬く思いの1穿か噸調1’：tg　th、4時間分4）

　　　　構躯簿勃く終わろ．物伽調餅課Pt整理段備でb、地
　　　　％・人彩箪転じあ募易ri乙’噂の純V一力1レ的仔わのKついてけ

　　　　”轍の知識が・納即弘そめ他・〈＃（C，綜獅徽㍗K

　　　　ついてわ、庵の都屡あらfくあて即言離殆k問い酬わせるヒい

　　　　う煽雑5なクタ〈雛けろ二tが出来fく。

　　　　　重K茗うtiら、調重v9であ・tく武生帝下中津旅町1序一前・申

　　　　1・属していろ肋の、昂匂山間部のイ勘哩であるので’、力勧

　　　　保唇度6かなりののと予想さ舵たことも、地点選定め理由である。
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B．二言乙につい／

1．イ制目表記について

　く1）〔s　ee〕（d3e〕（n　ce〕一・一一t言サェ，9”エ，プ’Pのように表；iつす。

〈2）tl・さ　く　　、　わ・　す　 O・｛〈　闘　二　え　 ’るB2r　tづ　、　1ト　さ　tiでフ女臼　て・・雰（　わ　　し　T〈’　　　（イ多il）

　ソレ7g，　1／・ンデ，ナブ’ランノ7”ズヵ●f∫と“．　諺；イ旦し一切老∫表謬乙1？

　刎。

〈3）〔E〕について㌧；、でぞいf（い多穿望の表3己蔓ζしfて．イ列え，（7”〔dε〕につ

　いて、みる　ヒ、　デァ　、　デェ　，　デ（テ㌧　♪　．　　秀；　しかしネ卜し　て　二ち　ら

　の％彰で’　II（e〕が〔£氷’変わろ二とが％い．

㈲こちらOZ彰τ1つ、3S助詞「ワJがゼめまき正碓にKSvaFされうつ

　と1言あ3り有く　、　（wa〕の〔w〕が無＞ib化して　いろ．　’／it　7て　鵜引力詞「フ」

　ロあf（る部伽づ＿トさい「ア」a書いτt．（倒）デ・レトコ。，サン

　ゾ’ア，iilメァfJど㌔

（ケ）〔∫e〕〔3e〕、窪ンェ、…ジェと表わす。

の「噛、の意の「EンナJ〔mi・na〕の画〕が聞二Zゴ」いもの｛づンプ

　t表b育，

（の誕柔に断昆の助動詞の意で・、いさくrエ」のつぐ♪易倉があろので、

　髪Mtさ・1・さく　τエ」ヒ表わ育．　　α列）　ンンデ毛9ン・エ，アルイタン

　しねv、

2，音声平易表記について（但し・彦吟じおけろ音戸倉男ゑ記のh）

　・＊・しで説朗しτて二とlg二こて“　1＃矯略すろ，

　kりSk　r－　3筆く　考を」旨　さ　払　 る　老’　農や　の　節」　に　〔1〕　宮　 つ　1す’る　。　　（fb・」）　〔　neεn＝5ait，5即七e〕

　⑫）rコア」tくあ鴨る部’分落【koa〕　ヒ葱わ育。

　ゆ野中で忽じ二ti；”が盆切れfづ易信、〔？〕（戸門閉纐者）でftわしfて

　も　の　 fフぐあ　 ろ，　　　（イbV）　（sainan2七∫∪い：，　　td「　とノ1。　　〔k。a】　・グ）イ多・，rし、夕）　る　
◎

〈4）同じ「デ’一Jで1も、単fよる喜・般盾の噺后・ゆ〔de：〕ヒゑわ育が、時

　瀬｛dee〕と二重母盾に表わすB尋もあろ。t；ろべ幽く磯矯の場・含n「デ’

　、」或ll「デ・一」と2k詫しτ・．
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〈9）イ寂る表託での⑦a説S呂邪・分惇具イ庵助1く惇、〔vaOr◎むake”80〕（ハよう1二

、トさfi亀iib記男で・芸わし仁。

3．イント1一シ3ン表狛くついて

　G）L昇調イント2一：／ヨソO・千P祥調イント7一ン・ンO・でr’「の

　蓼わしカaしヒ。溜二：m力勃場、曾．acaijのイント7一ン。／の
騨（赫1⑳い）rf’・Aろのて＋・一・｝言e・1・　a・いて舜ろん｛赫・’（　・1・’

　いτt・　（イ列）〔k・d・「：1〕，〔i七S・k・m・・i「内，〔」。「：’v・・｛7〕，ゆ？・・

　n｛「：1〕。運の他非常1てク9い。
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C．収1録内疹の概説

1．ダイトル

　／．「内湾加来の佑仰一」（♂／o，「滴彦の話、

2．鉾音響月a

　　　U3／050年8月19日

3，餅昔場所

　　　袖甘園圃入選下中津旅町第ケ。易6増増，司／宏拍加藤・和夫の自宅

　　　φ彦轍。

4． 言制frmegZ・性ま昇・職摩・　／9賊励鰍主僧・言獅伊野

。ノ人け三千仁尽王氏でee　li｝、朗劣37昇＄れ。職濃口す㌧と擦業

　℃あろ．　（（9し、警考は京都ラ翻の〉画雇tしてtt：O・せぎにti：ろ）

　特lc殺三吟iGr　tjいようτぐが、現在、試空ゆ轍。地区の℃ん含の

　含ξ魂し”’（　L、ろよりである。23れてつめか当下中露原鞭て

　イiEんで・いるが伽、求殺ぐ留和12～15昇グ・づ靖’間外地（摘刃斗力面♪

　ヒい仁二とがあるヒ必二と．諮し燐きで’、7z薮という昇にbか

　わ・価すイ嫁も盛旧笥る人て噺・、・の日も臼励盈綿懐しそ

　うにポ？t諮して、も，しずら編？一のitg｛Ctmp久多さん，9聞き寺1：ま

　浮してしまゾ1く。ヴ・早veで、彰・・よビみめ場面わ9クく、7写

　／…：　di曜苦労しでく．勿レ・爆得勲づ晋・fO’』こ”あろク．仁rぞ凋じ・珍諮

　（のY｝iて“’「ワ9ン（＃ム）」と「ウラ（奔tS）」セく看昏aし’てい丁てっし

　て熔葬諺がつい出てし3うヒいう場面b冤られ六，鵜得め誕宋
　、・1｝・，・　NO　6イント7一シ・ン〈r・）のゆれ勧幡さんにttらべ

　ると，yτ」、、よう・ていあろ。

・半片・鵜独脇力伽・働・宍の親戚1当1・ろ）で々性、
　囎殉病坪＄ii’し．職豪惇や留りで・t犠蒙。殺職雇も精iくfJし．

多％卿構N砺・て”＊　r：わ1惚稲が、甥句司じ曾津
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膚町の孟端雰で、緯局睾ま躯てより千マ探原K移んでいみこと

v一　i；6。（イva．　uノケ藏一臓の剛気z恥ず’vO齢の房の弟じ

90　1〈侮々でいで・rtがあみとの・t）　二のLb．元勅磁し

セ手きの人で、てめ旨わよく諮し■（■〈1れ仁が、伺しろヰ目1め歩

藩詠があ選りに心添拍斜く諮すので、経怖り一ドされで（形，〔り・

し幻轍漁場感恩棚と芽齢が8一・惑うa　1・　P・　2て、幽・
16て・セ多（いでンゾ来、 象承ξの壬ぬ爵として疹」i〈ヒじこも・っf二きまニニ

ぎで来ているので、山添鼠の誘麹の望島さ、くついて行1すズ∫いの

1’［；（iカのfJい二と。・も知れ‘ぬ。3でくカP藤氏の場倉、臆測か・丁穿

で、闘いていて幽いへんわ。・り・ぐすかっf〈。　しeレ、ラヒ1くも著

いでくよう、〈、誕斥の七島a・・イントネーシaンで」どにつA・てヒ｝、

山留E＞9よりbさらに力言の傷為濠が艮いと昆ること｛ン歩＊ろ。

ぢ．劔音折Y，　P覧

　　　同室嗜1つ、キ望当宮盛碧彬蘇改t協fフ％風今古右）加藤穿ワ夫、そ

　　　して21（の転宿、LY・漆仁熊堅肉と加藤又暑氏のヰ名て・ある．初

　　　あのうちII、為名2人とも伍伽諸乱かけうし説旨財ろ）よう

　　　f9口調が目ゑ。r二が、慣れるr一従・て■人の、含誰嶽く入フて宕ぐ。

　　　ム；華Aが非常t｝織し幽きであ・総てくあ1く、加轟氏が貼『きキにま

　　　わっτ（つtO・’99て）・っ　f二〇“、　・二才しで・b診暫しO“ラ帯ろtいう二とltラa

　　　ガfJく、司汚名ゆ／密くtいってよい鴛、ロ暗ゆさむ必要PN一・ぢか

　　　っrて。時囎n“伍蓮ぎa過∵しや靖い頃∫ぐ・仁のて、淳激で超P・

　　　ら入。てくる風亀夢げfjがら、嘉ち老い’（彦こ諮が鐘んfぐ．同囲

　　　が亡いへん静かfδ所℃、鱗感心態勧篠督のようであろ。4時闘

　　　しいう象時短の斜暫であ。てくが、2Kの諦箔ヒも懲1“；1く詑して

　　　くれ、1緯調し二謡診4了しfく。
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1．藻師如象の信仰

話し矛

（田浦考）　〈　El’9　箔）

　Y　山本イニ尽郎

　K　刀ロ藤TS

（・1’峯♪　　（生年）

舅　明ラ＄37弄生れ

七　明ラ台4・ケ昂密れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
Y　メ旧名　く7ア　ワ9ラノ　ムラrヂフ　ソレデプが　イ今｝マン　ボづり

　　　　　まあ　 弁ムの　　　才亨では　　（れfぐけ’が’　一一審の　　収り

　　　　　　　　　　　　　　　C2）　〈3）
　　イ矛。　99り”：）7　1］ッ賀一Vソレで9　メーシンジャトカ。テ

　　↑ぐね。　孫りが’あろと彰ラt　　　それ豹く　蓬彬fぐとかと乞て
　　　　　（4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ぢ♪

　　ナ毛刀e　 ユーカ毛．　〃ランケド　r7　幻ナラズ’　ソレフ　アルラ

　　誰もかれわ　葛うかも　　知れrgいけれど毛まあ、必ずし　　それ1’｝　あろらし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く6）
　　ン。　　刀＋ラズ’　ソレフ。　ズ9刀・イニ・　トラ’ノイヅ・タ　e／フ

　　い．　・th　a“　練は。　2・｝・・t・々・』いK恥と。仁　指は

　　　　　　　　　　q）　〈g）　　ソレナプ　・ヤftマシー　 ・イー・ソヲフ・ソテ　　キ7ンヤブ．。　　7ン・マリ

　　’それヵ＼一t　　うみ5く　　　　　　言い　イ1わ，て　　　　　衆fくのて’すよ。　　　　あ　まつ

　　　　　　　　く9」　〈tO）　　ナブラン；“i…一二　〉／ヲ，t・一が　イートユー。　｛iL一　プブソマシェ

　　さ売）らで∫いようit　　し丁くliうカv一　　、・いt彰う（．3・う1く）。　モノう　 さ才つり蓼・せノし。

　　　　　　　　　　　　丸蝕）　　　　　　　　　　　　　　　　蟻2）
　　ン・煽．JF：．jzvg．v．［ZフーIx－1レ7・刈ニイッペン・i’　i・ソ

　　　　　愛れでし　U”一ヵ・く　　きあ　朝狩、りに　　一履　　　ちよつt

　　　　　　　　　　　　〈t3）
　　ト　㌧ア　Lプラ「　　ラ孝η9マ　：／＝ア　　9つ　『79”アデ’　毛．一　　グエ　・ソ　ヲイ　　　ナ’フーt

　⑱瞠竃）あ1ウて　拝まして　　もらうで（“けで’　もう　　絶対に　　さわ
　　　　　　魅4ウ　　　　　　　｛．t　5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　kl　6）　　　　k、℃

　　りン1誤ガ，　赤ヤプド　・イマダニ　ウツフシージ＝デス。　イー
　　ら拝いので’育よ。　　けれ乙『毛　　今fぐ酒く　　装しい夕也（色）でしす。　　裂しい
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K

Y

K

X，i

tトデ・・／；／　）e　す刀σ一イつトヲツrア毛。

人でオよ　　　衆い二と，　　tく。ても。

　　　　　　　　　　〈i『）　　　　　　　　〈70）
ラ〆’寸く2てフ　っ1レイうろ／ヅ◎　・二’・ソボソp＿｝

飾篠は　 篤いらしい。　　　日；本に
　　　くコユノ
グヤ’ソテ。

τぐゲ（σ

ウ＿ホ弓．ウーン。叛．キー跡や習
　　　　凝うて“すカ・。　　　　　　　　　　つくきい　　　　人て“ずれえ。

　　　　　　　　程ユ4）

ll∵！；綾乙を甑諄孟』．ネ。（㌫’

　　　　　　　　　くユの
ケントit　9イン妬一　t　1－n・ホンナ；／9ンVイド

イa／と，O＼→（珍帝t呪う　　　　　　メくON”　　　周多られてく（ク）て”すカX”

　　　　　　　　　ぽわ　　　　　やの
vコク @、ノノ　ブブイ9＿ん＿　ナ〆ラ　轟　 ソノー @ メ■’
　　　’そめ　 舞いプ’くものセ（イ司で1す）　　　・その　　目。べ

　　　むり
、ソィシ＿　じトη・　gリηxgトキ　ソノー　ソノジオ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ズメズメメズメ
と嵩う　　人が’　　塗つかえブて時　　　　　％の写を
　　　く3））　　　　　　　　　　　　　　k33）
1ま篇。．（k∵）読

　　　　　Q4）
ナンftシラン　ホノトキ2ブ
　イqカ、；｛v　hナ」いカY’　運のθ寺｛くヒ‡

　　　　　　　　　　〈3乙）
レ9”イワ　：そ一3一一…一一e

71・Ufぐしrぎヒ｝　闘いて・・一・¢

・ノリ’マ　ノ　　うノ＝才　　‘ア三／ヲーア’

即けね　穿tr　消しt・O・ら

Nノ。　　アン宇“　マ　一　 ソノ

二つ。　　　　あ茅しで・　　まあ　　　　％（の

　　　gg）
’ヲ’㌧一tフ“　’アノ　才ヤフ

」K　h　あめ　お葉
　　　　　　く一’i）

　サン9インカ　7ニン
　多イ；iiしか　　　存いん

そ偏）

　ホノ碕

話の

　　　ウラ

　　　椥く

　ツアレタ
　つこ3ぐ’れブく

k］1）

　　ケンラz
　　消し・‘（

（）ケ）

ηン8一　［・イラプンダッテー　ホ
革質是一が1　入ら∬鵜仁としi　　　（

フー　カンテープブ　’・イラプ’．／9『’ソニー

まあ鑑是が’　〉、ら励・。て（朔で・

　　　　〈37｝
　ジーザ。　フカレバ’ナ／ト々ユー

　穿さえ．　　わかれヒダ　イ司tか誇う
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　　　Bg＞　（）　7）Xヲイう／・ソケユーづト9プワ　ワη置レン！。　～ぬ該x　’ノノ

栄魯申t遭う二とでぐけ1づ　　　hかろ。　　　　　　匠（の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（aの
￥ノ　ヒトツノ毛ンヂ，i一・9ルデヌデ。　ケヤk
め　　 ひとつの　　も｝ので　 彫・てあり＃ずから。　　ネ拶・

ナニe　、t・カノ名ンヂ％一。　t　9ヲ’9プマキ

イ司・b　　旨か0物でコづt｝い．　わうアくfぐ　才季

／sYボンデ　りンラェク｝レソ。　ホゾデ　ソノ

ノ声で　　　イT・・’（あろ。　　　　乏れで亀　匠ρ

　　　　　　　　　　　（，IL　IB）
ノ　ナ／ト刀ユー　クインノ　マー　シ／エンーネ／ノ7

っ仁の　イvAとむ・いう　　プ（怠市の　　　まあ　　・ケー＃’＜らい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蜂2）

　　　　　　　　　　つ7ホーン

　　　　　　　　孝あ固望に

サ’ル・ソ身！夕gンラ；’スプド ノレズ

∫」ろt言っチくので’すけれどわ　それを

デ　毛一　フ幻ランノP。
で　　bう　　fO　P・らf∫いんです。

　　　　　　　　　　　　　　（49）
ン　アンブe／　コンザイラヲニ
Yメメ

　　あん存むのII　づのr．　Pfrヒ1・tp

プ；一。　ホヤブド　ケヤヤヤヂ　アーユー　マ9
しょう。　　　　1すれt・も　　　　ネ季　rぐ9から　　ああいう（風iく）　まτぞ’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4v
ントアーヤ、，｛i’ワッiNO　・．ア1レンヂ。アワザ

いで’　　ああ　して　　　　ミェラ序（1（　　あろのてt一。　　　　（あれ1つ

　　　　　　　（44ノ　　　　　　　　　　　　　　嬢ノ
トヤニ　ウ知一ナマエズ　ソノ

瞬K　　 イ餐の　　％kkJ　tZ　その

’ノンγケナアレ・認編“！
そうで辱育け；れ腱”あれヒ｝

Y7）

ニ　カン8一ニ　マ

　　乱足に

　9ツシが
　塗師が・

　つ／eンド

　姻　靹回
　　　　　くタs）
ナ1レン＝デラ■。

で∫るグ）Z”しょう。

ウケ切　ジオ

復の　　琴x

　　　アリヤ

　　アレ　プヤ

　　あれ博憐
　　　イ・ソボン／デ；

　　　一本で’。

　　　　　　（4／A）．
　イプー　ケヤヤ．オ

犬きい　禅を

トキ・ノ　　才イラノタ

貝身グ》　　㌧＼らっし唐

　マエノ　づ・・テ

　もク　剛グ）　　ニヒてい

＋1

@、Zズ咳　 クサラ

　　　　　腐らず∫

　　　9り」，1エ9
　　　　　　　ド
　　　塗ワかうしアく

ト“一カ　ラタ／デ

セジ’ ､わ、　　しアく（のて“

鰯♪

ホ／ナブナ　　　　　 E．ノ

’イうで’葺けれヒドあれia．

　　　トット刀レンノエネ。

　　　こ蜜いて　葺っ・か、メ／しず評いんで・すよ。　　あれid

イツ9　トキ

ikT。rく　貝2i　lく

つ7ボー二

国望ヒ

ケン9ッタン
ラ均してあ，ブくの

　　頭．該涛

の
　（ケP］

　　　マリマ
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K

Y

K

Y

K

〆　　　　　！

　　七’
　　やフ

ノ　　 リ　　
リ

フク／・

しい。

イッオ・．ワ

労は

才刀。ンi””ナハ1レン

才力んでじらフしゃろ。

ウ　ウ　イマ　チラト
メメ双　　　≠メズズ

　　　　いスノ　　ちら？乙

　　　　　　（ぢ⇔
工／ワ系丸裏）。

いき¢ん’ねえ，。

守　 ラ’デ「ニ　 コーユー
巽メμ

　　ノ　　　　　　　　　　　　　ヤ　　守て噛’　　　　ニフいう

　　　　¢の

　　　　　　　　　　　　　　　　（夕／ノ
つり庁・一〉　ナ｝レ　ラナ名ンニ’マLJ’二。　　つブll　V

国劣に　　 ∫よろ　ぷワ享勿丁でからわえ．　　あれけ

　　　　　　　　　　　　　　くダの
呈；等∴テ馳）部霊ろヲ∴∵σ（◎つ

　　　　　　　　（e3）

禦な入三都で　⇒⑭細して・・らん・勧で畜。

　　　　　　　　　　　　　く　ノ
　　　。　オがンプつト　穿エ。

　　　　　才手ん1ご’二と　　で2いで』脚、。

メス』’

砺弓

カダ

片一

ンテナハンデネェ。　ヰ・イラ’

そして

才フプンタ”コト　ア1レブド’　ヨ〆　才，すCJ一ア

aY’P’メノ1で二t　　あるけ外6’し　よく・｝宣えて
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　一着　　　　　」製ヒ　　　あ．て（んで甘からね。

　　　　　　幽）
ミ3べvリ。忍，x　デテ　イー　ウチ

‘

下端へ　　　±1　いいig　V
　　　　轄）
　　　　　　。　イトコケ／。
　　　　・…　　，　　　　、、と．zてttしてくゴフ・才つ．

7フホ』吋ントケ．

をゴくt3一ご～ん！tで’すカ、。

　　　　　　　（46」
ア1　て～1レ；々ノー　アノ

　　　九岡の

ン　ウ　ウケノ
ー　一高?－e　一一一

　　　　穿ムめ
　　　　　〈ero＞
イトコヤンノ。

いt二て“しょう。

レア

ロ

弁ンプノ．

シニナシタ

多乙tJれイく：

　　〈4S）

謙nソ灼ンノ
　　写さんの

ず」いんで・’才力・，

Ixジメノ　カー今vントケ。

蜘　 番さんとわ・い．

々ト　アソつノ　オジンF

　　　あそつの　　　あ・じいさんと．

手
・　
て
ン
れ

ホ
凌

ンウ イトコヤノ

ヤで㌧才7ニ　 マ・ソ

幽輿に　　あ．
　　　　（43）

　鰍。　イ
　　　　濁そゴ＼。

9テナン9て上
達てられブて1プれど浸ン，

　　　　　　＠72

　　　　　〈ff9）
ハジメffンノ　オッ刀手マンフ

肇さんの　　　お揖昌さんけ

　．才ツカ’ケやント。　イトコデ’

　あ・そ景さんと，。　　　　　　㌧、と，二て“

C窃）競篇ト演ノ
キン　ヨ　一　 ヲ邑’／で　三ノェ’　ノ　。

昆弟｛ぐよ．

　　〈tl）
ウーン。

いと，二て9でよ名｝．

　　　　　〈ケヌ｝

ホリャ　　ヨ〆　ヨワッテ毛9ンニ。　毛9ソリャ
晃れ冨　　　裂tく　　　困。て　しま，f（ので・す。　　　わう　それitV’

　　　　　（ぐ）♪
イ6’　iv’ンサキ。

耐暑）IL。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈r4）
ソレ幻ラ　’アト　フご一・ソト　才・マノ　ガフLjエノ。

・それη・ら　　　あと．　　　d”うっt　　　　鋒毘．6わ　　　i？・わりて”すよ．

　　（なe）

ホイ守　　ナげt9ウ9　イ・・ベン　ウ9イ％ノ　．　（妄♪　　今ヨッっ

吃れで　泉蔚歌　　一k　　教いブ∫さいよ．　　　ヴレ
　　　　　　　　　　　　　　　　k殉
ウ9／　ウ9ノ　ヒトツeいイラナ　“｝　ltン．（突）
t〃tメKL

　　　　歌の　 ひ2．つむ　入ら拝く／けい17・A’い。

ホンアe．ンウ9ウト孟アノ才河・ナニユーヤラト
”E　Lt；b　o）　吾ftうt　　　あの　あ・じさん　イ司dil診うやらt

　　　　NS一？）

才マウ寸f．

爆うP・ら。

ホンヴコト　え一。

吃んず」こと，　ずδい．
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ラ王記

d）結婚威の賭、回心の男臼ゲ亀脅入り…雨竜望豊、3ぐ履臼Yしiく。

②司な指加轟のr管の締麿式1つじ凸’んfJ一書fで㌧セん’τ・すかJtい

う結葺P・まコ1（；ii｝一え＿て◎　　　（3）玉＝＄具室ζ・3してノ・『fi　tつx’ら毒手メ：う歌。　　 （4）〔認nja〕

由〔nl・「r　1　r・〕．Acuftのイント1一ンヲン。　　（6）〔謡：』の　　（？♪

「仰山・の瓠暫・　（9）〔七・ke〕　〈q）てh。larσnσ「：1〕　q・）Z’あ

で0τ〈　、、　糸吉々管拭’IC　い　つ　「b　P唄堵夷｝9争1て　て馳’tづ　あ’ろ　tフ　N■芳々tフ　て「　き　’ろ　カ、　ら　g

（ID「ヤッIN。」のあとに「うアワiレPヤノ」1て峯豪しfくま・吾が’ジ自街音さ1’し

て　い　ろ　，　　　　　q2）　〔　七e”e　i〕　　　　　q3）　「イ本tax”か　でくい　」　で，「　イ年。・”丈　iR一（　イ遣

劇↑ぐ」電円味すろ．　q4汽git・wa両〕　U亨♪〔｝。「デもar、？〕

klζ）〔30「ゴ7urni「；n〕　　　　償）　〔warσ七ewa「：「〕　　　q幻「直1具才寿・ちにぞ｛っ

で二」　二t「区さすθ　　　qζ藍）〔ho｛（je〕　　　（zo＞｛宜」具・二芝そ重うEく舜咳｝まオ！しブく，

ゆP〔jar。n「o〕　〈22）二の牽td噛のナミノ＼帆掛さてのででろう　　　鐸）r

ホン」tf「ホンノ」の転か・　〈・4／・ニナウ・O「両肩で晴劾

〔かつぐ）」め意。　凶「ツ・とも　凶〔～・制a・e納　　㈲

「ヤ7。フ”ロニ」a「ユ」がrンjに，3・乙ん’君ど●受入．れる木秘の

タ才朋。　　（｝9）象ろ。　（79♪地ゐ。うべ峯砂丸岡（まるか♪町。　　Gの

山冠敷の宅うlq裁がヴし老でぎろので19と疑・ていろ稼与。
（3　l」〔h・七atし1・〕　Q・）画・ユ・f銃いう二飽孝燃しようヒ筋力・’

Pロ轟鼠φ昂｛くさzぎられろ．　　（33）山窟鼠の言寡がまゴ（嫁し馳られ

百いどいう墨画。　　Gの象考．山声氏の親庶。　　（ヲリ疽具椅一ち1く

后，てな靖歌望．　　〈36♪〔ai：「♂〕　　（3ワ）下中準原（7）つt。　　（ヲy）

「アン．ケマンJと考。て3rく別の「ワヵ／毛ンησ」t蓄L・直す。

「アンチマン」　をララ言と覧．識しfてか。　　　（39）「～シ∋1レ」ヒさP鶉西

餉．　　魁。｝「ホラーjとも闇Zる。　　k4VO＝の芳著で腱「ヨワ

1レ」は、「糎外ろ」　ヒO・「困ろ」　ヒO・「弱く蔦る」t｝と・いくつか

の意iく位われる．二二で［窪「頃ろ・の意ヒuY（い．　〈4・略の実家

婚3）「アつ工」ヒ毛ノ「アつ“工’」ヒも聞二え，る。　　（4・4）「工」ヒ後の

「デ」がひ乙続きで’「T’“p　」ヒも。　　綱下瞬調のイントk一》
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aン。　〈46）（n・「．1．〕　㊥（n・「：’〕。融涛のイント｝一レ・z

〈eVB）ηP薩A（ハ＃で辱けっきr）P嗣ぎとれで㌔　　 （．49）人め％．　　（タの「イ

トコヤロノ」の動，　　（タθ臼房で’（＄tV’し仁感じarウーンJ。

砂り「ヨ7Jがrヨー」に娑わっ仁，鴛覆tr　N一》乞れ1くよ・て諺rこしく

ri，ていろ。　　㈹「遼具堵ち」に関しての鍛初。　　〈¢4ノ親のカ・

籾に「壼具蒼ち」1（竹．でく．　圃・詞テ」P音盈・・／（しも

め乾．で使わをtうが㌧β寺才咋り。ういう健・・かも尾られろ。　　Cij　9］あ・

ど・けて陵いfJびら． テ’フ・にf？〈才身身ズ」を虚睾琶しろt彦っていろ。

砂？，〔O凱ObU【〕〉　〔．　O齢a田〕
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∠1一　．　　　；ネ〕乙　イ」表～　（ク）　　　言≒童　　（｛）

話し矛

　（窃多易ノ　　（9g，　箔）

　Y　　△A孝イニプ～郎

　K書〃・聯久3

（性♪　　（些昇）

易　朗ラIS　37タ毛SEれ’

々　 旨臼ラ省4・与葬L；才し

Y 　　　　　　　　　　　　　（1｝トニ刀7　 ワララノ　1＼イ：テ’

ヒ1くかく　算鞍　　［iいてね

　　（4）　〈g）グヤ’　ミ・ソカ〆7レワ　刀オ

葬免気li　 多冒くらい1つ　　珍負な

ワ． ＊ イ∀一

　　い1
キ3一
来て

ミンノヤゾノ。

尾T」い〃）で，すよ。

　　　　（6｝
デ｝レッラー

　　　　　　　　　　㌧・や　　（7兄で垂1トこ）贈るといフてもノ

ス“｛一フ　 ヲ1レケド　て7　ミ、ソカクレsア　 モ．一

　　　　’ずるし寸キへ乙“も｝　まあ　 三」∈ヨくらいしづ：　　　まコう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
毛ノ。〔喫♪＊　ミ・ソカ7レーワ　ナンジャゾ・ノ

、・めて∴ずよ9　　　　　　　　三　逆ヨ　く　らい1つ：　　　　イ司て・”ずよ

　　　　　　　　（ヲ）
ホイア　シンヤ7亀’iや
そして　〔えjLイX・　9）　dろ．のずぐけr撚と“

　　　　ヨメttンノ　rtオ

　　　　々象さんの　 善心口、

　　ソリャ　ヨ；一ト・サカ

　　吃れ1つ　栄華ga垂li

ンナtン　アフ／
そん∫iわの　／》わが

ウン　不イテ　μラジ〉　ヨンデ　ムフジ》

　　　そして　　ズ才中　　 ロ乎んで’　才守ナ

　　　C9）　　　　　　　　　　　　　）の
キ9ヒ’ワ　 ソイデ’　て2－　　9ヒ：’ノ　　i／》・一ギ。ヤラ

　　　　　　　　　　　　へ豪rくva惇　　・それで　　まあ　　 ％躯（の人．）の　　ネ兄イ籔fぐし

　　　　　　　　（”）
5ラ》一　ギ．テ’『ヌでフノ。　　ムラシ・》一㌣「　スンデ’　rt・イラ“

君祝イ薮ですよね。　　対祝｛姦が國　すんで　 そして

　　　　　　　　　りの　　　のう
惜し一プレ。ニフ　ηオ　ミル紛。桜）
けτく　2くらいtくは　　 彦黎な　見るかts、

　ヨソ　イ・ソヲ毛テ。

よン乏／＼　　　／「「？’乙し塗，て。

　　　　　（g）
ムララ》一キ．一一一一一・一。

コ≠t7髭乙イ籔・　・。9ワ　。

ア7ルビフ　u
四る日1さ

マー　　ア

まあ　朗
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ホリャ

そ略序

・ソ6

てb

㈲ソヤ’プド㌧　ウをノ　ヨメフ　N9トキ
けirc　t“も　　　うち4）　ガ雰百乙・け　零すk瞬1《

N／r．／　e

7“t一フSt　オ・ソカ手vン

Xh　Saj　s／V

ウーン。　　ンナ毛／

　　　　　イんねbの

河・ワマ　ホーヤ。　　ミ／ナ　ンナ

吃れ惇　そうZ”　G。　みんブガ　皆

ワカZ　サケP：二。

老いv・ら。

　　　　　　　　　　　　　　〈12）
ワヲララー　アノ　オッカサ／
穿ムで’と”け　　　　あ・掃5ん／が亀

　　　　　　　　くt9）
イil・ラナン9’ヲ㌧。　レ♪ギ
　　　　　　　　　　　メt瑳メノメピx
㌧、h，しゃらずSOちf：rむ、り。

　　　　　　　　　　（29）
ン「Zンne7　k2」＿ウーン．
吃人／t♂bの　　イ勇で・すよね。

今」一ノ　ラ9シイ。

のを　　　してくし。

　ミ9ヤ9ゲノ　k妥）。　ホンナ8ン　 ド＝コ　イッそ1レ1、ソ9

　箆丁くて“しょうよ。　　　　　　吃んt2も’〃）　　と”ニヘ　イ旨。ているt著っ

ヨ　ソ　　イtソ　ラ　　 トマ・ソ7ン　デフ　　 ラ←一やつテ’t。　（　：突）

よそへ　　／／1｛って　　　ラ白っ丁て（のでti　　　　　で」：いて’＋しょうカ・ら。

　　（i4）　　　　　　　　　　　kぢ｝

ドノ　じト刀。　才マ・ソ

と　”a　人が亀　翌暁さ

つ孫；ぎう寄

　　　　　　　　　　　cl　e）
　　ウフ”ナッ7ンニャ毛’／。

　　1初山ゴずぞ5ためで’すよね，

ジューハ・ケフ』’レェーヤサプP

’8〈らい丁く“カ’り

　　　　　　　　　　　（！7ノ
　　　　　　ホーヤケドー一。

　　　　　　そうでdけ乙“。

ノー。

ンプ　毛一。

ぜんθbう。

1、∵∴；鷺娠。（yfA　）

レ》ヤ．ノ　アイ9”グレフ　す一毛

え兇イ窪め　間くりいけ　　イ司わ

　昌ヘイラ’　　ムフワラ／ワ　　 ＝ゴ｝カ＝ニー毛rッ

　吃し1　盾は　　　ケ与ヨtいう
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ボーrヂ量ス。

脅です．

　　　　　k2v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （22）

イツプフメ＝ニイ　 アノ　 アノ　ブrヤ毛トエ　プフエリマフ之ン。
　　　　　　　メメメ　
ぢ日目に　　　　　　　 募冤元へ　　帰ります。

デ’　79　イツカ　ヤスン・デ　ftイ・ソヲフルン。
　　　ノ爬それ〉て“　まfく　ぢ旨　　　イ沫んで“　　　リ昂。て　来ろ。

　　　　　　　　　　　　　　　〈z3）
志イテ　トーカ　ソ》・ソカニ手》ケ　トーカ／二　井　カエツテキ
　　　　ゴメゴノメメゴメ

表して　　　　　10ケ9t壱。て　　 10E目K　　ねえ　11帝，て来封。

ぐスγ　ウン、

ム幻一レ〆〃ラ　 ’／リャ’マー　 フ　ナンデε　 イ・ソラ／ヨヤケ’ド’　イマ

看から　　　それけまあ　　まあイ司て・も　　同レ丁ぐけれど’わ　、今

　函）　　　　　　　　　　　　　　　　　（zな1

」；魚油（κ泌寅晶㍊鼠嫁∵ら協
　　　　　　　　　　　　　　　　　や6）
カ　　ンナ毛ン　　ナわ　ナカ　　ム’ソカラーデ　　ナカナカ　　ヨメ　　毛ラウ

か・　　吃んVわm　　　tsp・ブ」カ・　髪しll・すカ・しい（、人膠『）t’ごしVら　で」カ・fiカ・　一気養ζ　毛ノらう

・・ヲ　三アイ｛　シタコト　ナLl’ナ・…一一．　ワ9ララ　ナンデヌ多

ヒ観て　昆20rい匂　し化：　Ud　fJけれ1歪．…。　券ムねどけ初ですよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔功
’ノノ・メ毛ラウ・・9・斤ヒンra／Vン7・レヤコノ
託の　賜（宅　匂らう乙鳶。ても　　どん拝　碁笥・さん・が　謡うか　二の

2ヌ寸ン　711zV　 シランノやち。
修さん　　　来るか　　知躰」いんででわの．

　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
アー　庁・ンデァ　トラeリレ♪一力。　アノ　1テキテ　キメナ＞一

ああ　それでけ　昇暑り線が’　　　（縁琶）見て立て　 ラ芙あられ仁

　留）

んで禰。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ig　o）

謡　 ホヤ　 ；／一 宴Aノ’マモン・　ホィラ’　けカヤー　 イッア9デ壕ン易。

　　　sEうZ”ず　　そOらず’いんて”ずも〃）、　　そして　　　ラ｛勇ノ垂1＼　　　 7そっていt（て“し」う。

｛ガズ　・サカヤtQラ　 ラカ．’ソ’ソイ95ノ＝ニ　キ9シヤニデソ。　 rドイテ　tYyメ

　　ヲ翻雇から　　　　4月　1日に　　　　（リ帝．て）来τてのて’すからね。　　イして

　　　　　　　　　　　　　　　（31）
力　 滑ブ1ヤフγ　 っフンテ日　→プLア9”三〆・ソ　 ち・・ソト　 マ，ソノ＼．　アンラ・”　…三
翼翼メメ

　　う商7ちtiE　　　　あれて”　　ラ繭ti）し乞　　・すると　　　や（7り　　あれて●‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B）〉
カ。ツノ　いツヵコ。ロンナケナ　カ：エレンノヤ。　アゲ9”’レテ” ヵ工

相の　》噌頃で外すれば　veBれ伽ん耐．（猟℃）嶋づ鳳●縛て“　帰。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（．3　B）
・ソラ曽ヲンヤ。　ホィテ　ウ身カラ　ナン・デ毛ダ“ンネ　シηoツツ

／　％　f・　th　Z・・す。　　そして　券む・ら　伺τ’b　いい　叶昂a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　留）
イ　9今’二’　　≠つイ・ソ　ラ・コ　ナ　 ウ；チーv　　ドーモ；す’「ラ／ノマプ　　F’一＝デ庵三

、る　　　　り鞠，てttiけれけ“　劣く1・3　　と∴うヒわf」わtiいル　fc’e’ら　ViうZ’b

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ月イツテコナ　ア、々ン。　ナニづ才イテモう　9“ン1－　tマ

帰・て。ず」けれ1つ“溺煮目τく亀’。　イ司竃わ・いても　いい　　廻附　g

眉ッそつイ・・テユー．　ナe　ヨメDレトeナンt
帰。て来いt宕う，　　　　イ司わ　嬉くをと弓ども　 イ司と匂

ノ。

めれ、

　　　　　　　　　　　　　　〈3ケ）
ウーン・ホンナンV・9マ則・
　　　　　吃んf」二tTぐっ丁（ので・すか。

観∴1毛磁；誘（kウ’ン）

モ，ラウト毛　ナンη　ユヤー　く7ノ　コ・ソ手モ

勉・bらうtO　 イ¢tO・　壱z　ti｝　”　きあ　 つちらも

1漏∵．（　’　”7　一ン）磁毛
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ホーン

箔掃．（K　“7ア）

　　　　　　C39）
プフ刀サレンノヤ。　恋，

、臨自fで亀乙彰う｛t1電＄＊fiいんft’；

っ1ノヤ　 八一 Xイプコラ

＝》れけ　　禦鯵くむ・ら

うノブフ．’ソ・ソイ9イニ・・マー

奇目1頃1く1穿

ウ／一

象に

言・ンラ’”　毛一

吃れでもう

ノ1イッ9『ン’

ilg；，Tく：かウ

frvワイト

0カ　
い
、’
ρ
9
用

　　　　B7）　（3　8）
　　モン・ソニテ　ジヒィ　ノフイ・ソ

　も・て　　怪聞　　帰フて

　　ア1レンニャYり㌧　毛一
　　tあ6（mfく”v・り　　　　　　もう

　サト・ソ9VV’㌧。　’アー

　1卜？っ　r〈：｛すれとuも・才つ。　　　　　th　tう

ヨメア’e　 レレッ手ユンニや
＃易（Zi・わ　　　とれt言うんずぞ’ブ∫

　　　　　　　　　　魯0）
ナー　マー　亦ンナつ。　　　　　deヲ　マー
　　　3あ　　　そん存二tfぐ’ろうと，　　　　　思，ワて　　　　まあ

酒壷（Kウつ帆㌘翻廷アレ

〈43）

ン　ナン々　フルイつツ方イツ9ラ

ノし伽・　悪い勃・いと弓，て・ら

　　　　　　　　／　　ンフ／
　　　　　　　　ttst
　　　　　　　　　　　キeらず9い

　　　　　　。　イヤ

　　　　　　　　いや

ナ・ヤ　フルイコトッテ
伺でぐ　 悪、い争って
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もう　　二ん・f｝ア斤に　　 い幽くって

　　　　　　　σoの
　アソンデつ。一オ毛ラ。（宴♪

　泌．んで乙ようと思，て。
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　　翅サ“1く二iヨ。て

才e

面白

ミ8

夫婦

ワカ

　　　　もう若、・

カイッテつンノヤ
リ話フマ．豪fiいん・で・す「も’（7）9
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Z。　ホイテ　つ91　N”7ホF．　ftイッ・アつナンヲ“ヤロ。　 寸・イ9ラ

　　　そして　　二霞免ほし“　　1陽フて二t2Mf〈で・し♂ウ．　そし∫〈ら

一　 アンラ”“　1・ソカメフ　ムラシ》一ギ　ヌンデ　’アフルt一ヵ一一一一一

　　あyt　z’　多｛ヨ目しづ　君祝儀P・“　でんで　 囎る1ヨ々・・一甲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（’oフ）

手フオンヤ　瓢　 ウ8ノ　．オジ・ヤブ　リキγ：ア　才ジホ舳’フ（
9Pt音磯・　　マ鶏らして　穿ムの　　第は　　纏ヲ昌って　第1つ

蒙）　　レ，ンソーイ・ソテ　 ’一^ン9’　：才ジi“ワ　 イ・ソシBケンメー

　　　戦評に后，て　　多じんfでreil　　一ア昨懸命

ケワAンキ　っンナ　イッ7一　ラッハ’ツイ91一。　ムカンノ
笛ジ旨機’　　　っんtず∫　　i〈きい　　　ラ・ソ∫x・のついてくナ2え．．　　盾・の

メγ9言ンキヤニデ　v－t　フルフーrP一コトワ　フルフシ；一ノ。
喬者懐ゴぐ幻・り　　まあ　　辛くさい二tid　　　　2；〈さいね。

　　Qe8ノ
ソレオ　 テ7才ンキ　ナライヲ

吃魏　瀦機を　嶋らして
　　　　　　　　　（lo9）
ヤ・ソ　’＝ア［レトつエ　　 ヘー　　 ヨメ”7一　ン

や，ていろ酋へ　　　　修5ル
　　　　　　　　　　　　Ufo＞
寸ワ

tc｝・ら

1　X”

cカ
つ’り

ザイノ

ねえ、

’ノレ　ラーt’テミヲンヤテ。

吃れ　 出て乳化んTぐ’・て．

　才　　モ　　’ヲ　　ン　ヤ　　＝テ　　ノ　。

　恩，Tくんてぐ’。　zね．

　　　　〈．ittY）

。　ソィデ　をe－F一

　　’乏れで

ン，ンンヤケ
いん’fく“カ・リ

ウンシャケノ。
人ノ　τぐ　P、ら　つ｝つσ

　　　　　　　アワンノ
　　丁履、轡が）‘あうレね九．

　　〈iib）　〈l14｝

ホ／ア　aメ。　ホ・デウラト

司れで　 七象百　 吃れで　 穿ム　t

　　　　　　　　　　　　　〈．lt7）
．：ヨメV　ゾンデ　9一ニアウト

　＃象冨　 そ哲で　よくイ以倉うt

　　つ一　才…ジrrぐワ　イッンヨケンメ

　　2）　導け　　 一所慰、命

　　　ヲレ　ンラーント　三・ソヵメヤ

　　　それ　知房’いz“　多9習　t〈“

　　　　　　　　　〈lil）
　　ホィテ　サンゾァ　ムコサンreト

　　孔て　多k’　・“緒晒舵iづ・

　　’　　。　ウラト　ムッ’ソ　手一

　　　　　　　ケムと　　6つ　　1｝・さ
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ノ．ぽ）　ホ旨ウラー侵）　ヒ・っント酬。そキヲ名
よ．　　　栖て　匁グ　　　びょ。。舵　帰。て来ブ・もの
　　　　　　　　　　　　　　　　（u9）
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てぐから・一・。　　　そしでくら　イ穿！（惇　　あ〃）人惇　　あね∫＜め　気

一循ンヤジ属・．．，51．ノー　ムコYンヤ・ア　》一9ン・テ．　ar．イ

ちゃんで鍵　　　　　婿さん宮・・フて、　葛丁・ん偽て．　君

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　σzリ
ニナ　Q一　 ヘーヲイカラ　 ナ1イ・ソ9三／　 ゲ亀ンキ’ヤ’イー≡…／・ノ。　　才一

てまあ（神）身厚く”・ら　　　リ帝。丁くし　　元気はいいレねえ、　　畜お

　　　　　　　（li）1）・
カオワ　つロ・ソト　テn。ウサケ　ホー　アノヒトカ0　トーチャンケ

務負ゆ　　をるきり　　ちがうから　　旨う　あの人が『　’ズちゃんです炉

ノ・ソラ’。　’ノヤ、ソラ’　アノヒトカ．　ソヤッヲ　ニレー9ンニャ・ソアノ。

って。　　　凌う↑ぐらて　　あの凶炉”　　吃ラ丁ぐ・て　彦っ丁くんブぐ胃って招．

ホイ＝テ’『　フー　 アイテ’闘 @一ナ・ソP7…ン「フラランニャ．　モー　 9ツ9
イれて“　まあ　　あれて“　　寺内得し雀二らしいんで・で。　　　わう　て。きり
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毛・ニ　ソノ　熱トオ　ソノ　ヨメサン轟ムコサンカトバ『ッヵ

　　　　舳　第セ　　tのU＊　5んZ一・（？　婿さんP・　tl伽つ

ブe9ラランニャ。　ウ・ケノ　ヨメゲ「アー一一一一一一。　 ウラ　ソー　オモ，

鞭て筋い・んで・す。　　私め　修て・届一．　タ三野け思わ

っンyノ。　カヲ、，ポブ　　リキンrブ　frフ才／キ　すランチ　キカ

伊しね．　坊一力け　癩煽て　蕎音機　　鳴励て　｝閣ヵ・

ラ・トれア　右ソシ殉・メヤ。テンニャッツンブヤサプ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
せようt露．ウて　　　一戸ff懸Ag　　　　　ヤっ1るノしtく’㌧て考うん．ずぞ’ヵ・ら。

ウう・　才メ　’アスビつイッラ毛ヲ　・マー一一一。　　アホラ…ン　・アレフシ

秀ひ1言　あfi仁　遡ぴ’に贋。zしま。て　まあ一一・・。　　あi7らしいし　照れ’＜さ

シ．緊切シノモンワ・チゲ禦ッシノカ効
　　　　　　　　　　　　　　　　　ズ　ア　　　みコくアズ
いし　　　昔の’看は　　　　〕概あったしぬ　　 飼力＼うた
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集隊から
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う笏乙

d〕〔haitee「：1〕　e＞〔kiむee∵〕　（3）・ラ・レンヤプド」tも。

㈹’／賜の鴛て・14ti＜、修K耐すうr美」a意．　　（9嫁の（零細，

く6）心念彪カロ轟のrfぐん得さん，〔二i｝i）悔祝｛姦tく歩督いんで育力’」（フ）

圏、・、（這えて．　　（7）特Ki’昧1’；菖い。　　〈S）　ltえ晃イ蜜の説β同望し

よう℃してやめろ．　　（q）々caが象哲》そめ治冒。　　〈Llの艶くか弓来

∫く人蓬めr（あヒやる初臼の祝イ鍛。　　ω♪二墨金、1醜女σ）人1くi某て

もら。ての7z僚，　　い）〔gi：oWr2：niwa〕　q3）々多・の～鞠望．）

q射　「　ヰ、ヤ　‘ア　ド　」　　と　二才蒙　．　断是　の助蓼か言司　「　ダ」　の　部　！分t？　v，r　ヤ　」　P・ら

「ジャ」1て転し：’ている。　二二で状’i諸頭の「キ」逸聞二えず魯。

q分アラ」ヒ‡「1薯」の葱で禰教セ系わすので’tづ茸く、　「～t2　t“ヒ3」

という穂で輪そんしで・乳拷ちY示育。　ω・クフ・・9’．。ヲンニャ
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〈）2）〔ma5WN〕　　〈23）「’oLJ’臼JL穿「5’サ［ヨユ　で7（Dめて里ii帝りしでて召電

η“、望雰で5a緋んで、鴛姥式からio日旨1てセ審き“完1二帰る二t窯

葛う・　　暦）tiraat。o〕　　回n人妻が’互い，　　（76）当時の焼殺緩の

現多の・駐序各建言。ていろ。　（ユ7）諮に意味の疑い犀是イペヌフ詞．

V8）よ孝氏の両葬見の二℃。　　（？7）「ニャ」が弱く聞粧える。　．（？の方工

甑で癩庫へ特，てい仁．　91訴訟の打出し．　　㊥踏出しの1

つ言・1幽県内　　く33）「g辱8ンえJ【7Sk的ヒ09海釣にV田いら碁
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麟仁惣tt・ていいτぐろう．　　（43）実価ヒ呼、3ぐ時の彰い乃。

㈹ヴマあき弘r（という（コ調。　　（49誰のセ蓼5んfぐいm意．　　解）
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の竃，　　（fi2）「これけ困・　fて」という1ぎいの声。　　ぐ7の「糸倉料」
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しd・．　t；　L・・の意・．　㈹〔・m・t・lini・「，］．　C76）あいぎ、・τ’1つ・き
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い萄いけi／cと”匂e　　嬬与）「t7’F”」｛71dつきり也ず④あいまい。
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〈j13）「llj」　量「オヲii・”jP・ら「オトト」にぎいむ・える。　　q141〔弓O
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蓮K奔彰訂「ソノJ。　　〈【ユ4）　学tJるつfJきり「ことtづゴ●9　　 （’2sノ　「エ」と．
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御三葬捕てぐ雛んで卜え。

9イショー一・一…。

犬正一・・ρ

　　　　　（’0）
コ“ Xイ・／一　／　　アノー・・一一一一一r。

御犬葬の　　あの一・・。

…／ヨフノ　ラヨーフ／。
｛メメジメ〆メメ〆〆

　　　　　昭卿の。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（の
ウン　ライン・一テンノーが　ンニナンヲトキノグや・ヲンニャワ

乞え　 弧正采箆力＼“　　　　k・℃乙存Olて有，ず。瞬仁’り仁んイく”ラフ

レ勲ウ塀，　＊脚　1・一ンソ／　i一キた野ヤ・，7
ヒ　思い寺すが1ねえ。　　　　　　ええ　　そ。）晴　　 匁考τ（’㌧T（

ンデスZ。　　9プフ存　　イフラケ　　977ネt　　アノ　マドカう

んで初．　試聴く　いれて　試陸でも　　　態から
　　　　　　　　　　　　　　　（’3〕

互’凱㌔∵∴∵・嘉じ茎認∵／甜

シ＝ヒ、才一ユキマッ7ン＝ヤフ！．ヒレカツヲンニャワ；ネ．ン
身も　　六雪丁ぐ’っttん・て“すナつえ．。　　　てノご’カ’ゲf‘んで’すよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
う“　マー　ムカンノ＝3・ソ・テマ「ズ7一。　アノ　ホンナジ’7”ンフ　マ

出れで’窒あ冶の二と丁ぐカ・られえ。　　　あの　イん・∫’目身分け　 孝あ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（∫ケ）
一　つ『与ソーーケ，マ・ン9カ・ソ＝ア　ニラ／ヤ’トえ　ヲ”イコント　9イ

　　t一ちそうヒ彰いましても　　　　　 tでしん／ ヒ，舜つ　　ブζ1厚くと

　　　　　　　　　　q6）
毛え弁　シヲ　ォカズレ　ホンテ　ガヌ”ノコッ手，ノブ　串ンナジ

芽rg齢　堵fく　あ・かす．　t　量して　 叡の｝t彰うのは　　箆ん拝瞬
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Y

K

Y

　　　　　　　　　　　一〇7）
’フ“／　 ヤ9‘スコ’㌧プ“／ラ！ヲrブ升一　 ナンブ71ンラ：ン

分t弱劾・”さ魅亀魅して：ompk　イ鞭レらん

ガ．　ヨラ／ラ’毛ロタトキワ　 刀ヌ．閥ノコησ　ヨプ

爬セ募tつ暑ぜてbら・fc瞬口　 凄fa写が’

　　　　q9ノ
ミンプ’if　e　ヵス“ノコ　7ベラーモロ9／ジャッテ

みん拝ヒ＝　瑳ζめ多望　、食べ受わら，丁二んででって

　　　　　　Vノ）
ウー／　 駕（～1；．．　，dぐ一’ヲリラノ　ニ・ソブト1ネ

　　　　吃靴　韓鱈の甕イ寸け助

　　　　ロ　　　　　　　　　　　　し

　　　　　　　フー／ンニvフ！。
で育よ。

ルナンテ

ヒるで∫んて

カス“／コト

惣の子t

ホイテ

そして

ホヤ

’｛つ

ヤ！。

で初。

　ノ

　、†・ンすコトフ

　　乏んf∫二とけ

　　　ホ㌧ヲt’ラト

　　　欝鱈と

　マケrcラヤ9
　町から豪ずt

　　　q4）
：才カシフ　ヤ’・ソハ．

あ・藻引停や1つη

　マンン》　　。

　饅頭｛9。

マィnユ皿。
町ρ・ら　　来で（炉らね．

モニー　 ’ソ7J2ヤッ「ア

もう　　誤り舅てでワて

ニデ　毛一　ウろ’ラノ

て　もり　　私の

　　守92
ウ■iノ　ぜ鉱　フ9う／

つちの　　　私が’

アッ97デ’（宴）

てr避く：5ん　　あ，fCのて“

　　　　　　　　ホンナ

　　　　　　　　老んh一

ホンデー　マー　リ3一ソヤナンカラ
尾れて“　　凌あ　＊才望隆fJど’から　（糾多馳）

　　　　　　　　　（〉司
　レフシェンザプ，ネー。　ウ／　ナニ…ンェ

　レまekv・らve　k。　　　　桐しろ
　　　　　　　　　　？3）
　ニンン1一ノ　ゴッソメヤッ9＞ヤ／。

　tcしんとの　びあそうてぐ。丁てんて”dね，

才カンク”レー9”プ。

あ・象3くらいてで1ア（て・す）。

　　　　　（）oノ
イーマスカ・一。

考いますが’ね、

　コ噛’ッ　 ツニ才　ア”シ9

　びちそうで’しでての

　　　　　　　ト

　1ftラ・レイフ

　わ動注。

ンナ

吃んtJ

ウチャー　コノ

5〈　i？　　二め

リヨーリヤツ」テ

柴汁多里屋というのは

一69一

　　　　　　　　　〈79）
≡ンナ　ア・ソヲスプド’一。

みんf♂　　あっτくけPしど’も。

　　　　　　　し・6）
　　　ネーラ茅一、。　亦イ

　　　fチいしii・2え＿。　　　　そし

寸カナヤ　マー　ナン…ンヲ

魚雇け　 字あ　イ司し仁



カンラン7ドウイノ　／ヅソァー　いデ毛γヤ・ラサカナリ・
か知れイ♂いけれと”参ムめ　親～乙け　　けで’％て・して　　魚糾理

一1 j　tソ7ンナ・ソ9Yケ　ヵフ”ラケ　イッテ　サカナオ　 コーテキ

12C　作られ仁から　　甲潔承へ「／ラ・て　飽ig　　履。て

魂デ糊ア・eイ÷君重1ノ締テ……荏

レーノ　リa一ソノ〉・‘レ　うンヨース”プヒト　9ノンデ　ホイテ　Z

弘いに　料理igすろ　　M身f；んを　　津麹ん’で’　老して
　　　　　　　　　（つ・）　　　　　　　　　　　　　　　　oρ

モ髭誤越畑ゑ．ウー／つ《÷胤㌃誤議／

　　　　　　　　　　　　　　　　　〈3　？）
／デ’ @コ“ッツrtフ　 ンナ　 ク穿7ノフレェヤ！。　d・γ；ネ　ソンネ

それて一一f．i・ちそうtづ　　みんfi　肉まかぜで’すね。　　　それで・　　飛んで訓（

ワリー　カ！かカラナン9”ン・デスフ！。　イマ　ミナVイノ　ホ／

劉に　 食が・かからずi帆仁んで一すよ。　　ノ今　　びらん百さいよそん／

　　　　　　　　ig　3）
ナtン　aヨー・ソト…ン9・ソア　モー　・ソ9りじk・サラ　モレロ9ッア

f凶の　ヴししても　　　わう　刺9一皿・　わら・旬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3　4）
ナンジ・γエンテ　刀カツラマウンニVVイ／。　ンナ｛ン　ンナ
　　　　　　　　　　　　　　　　tVVVMXV一．A．．LA）VVVV”
イ司イ、只・C　　　　　 イフ・カ㌧・てし？うん，て・・しょう。　　　　・乏ん・ずiわa）みんti

　　（？夕）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ヲ6ノ

カスナ　いナランナッテモ’9ンヲヤカ’イヤ　毛一。　マエフ　才メ

て・・へkts詫ld鼠しま・ず・勧で鍵ね　もう・　翻窪あ∫津
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（？7）
ン：レンエン毛　シンエンLンe　ジPン　モ．ッアナ　カヌナ’　9ン

イ円b　　　ニケ円わ　　虚を　才身，て、・てのた・へ砺含
　　　　　　く3B）
ナンう・ヨヤ・ソテ　ユー9ンシン。

四身ちでぐ●ワ／　　　壱ク弛ん’心胆。

　　　　　　　　　　　　　一70一
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Y

ホリマ

唾ηや

ホーヤノー
　　　　　e
」そうf二’『Ji’？え＿’

イマ　ミナラP一ノ　イッう・エ／

1今け　ついらんでチさいね　 イ円ヤ

（3アア　　　　　　　　　　（］卜。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （9／2

　二；シ；ン／　モ，・ソテ1レモンナン

　ニ千円　　猪。ていろ看19

マー　 ターtンナンiンヨヤ・ソテ　ニレフン・一一・一一一。

きあ　 壕珍才寿ちで’ご’って1つ　　　謬をつずぶい…　’。
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ラ葺託

q）（iomg〕　　　（勾「　ア1レト　コロ　カ　ラ」　の老es歩一形．　　（ヲ）〔mauswafi「e〕

（4）司彦・箔ηロ蘇のrあ1ずちtyん（加蘇又ty夙）1一きi：；、どうや，仁、

め圏い1適えて。　（勺椥鹸甑め影象が勝入りva璃〈H－8（て協

ろ二t望診う。　　（6）Po轟氏の煮雰〉・つ究を宅う．　　（？）「ソイゲ

『三二」　〉　了’ホィ　「ピ’そ二」　ζフ『） rそi」　f？く’ラ盲1え＿f（．　　　 （．3つ〔5a七七asakε「＝1〕σ

四々のインV7一ラ・ン．　（9♪〔ja七七aハla・「・：）．　㈲〔9・tai～・

「：inro　］．独將のイントZ　一一；／・ン。　qP〔li・｛呵i2む・］。　〈｝　2）

孫晩．担当う白州聯の声が・》、ろ．　　（13）業報のうt3ずき、　　（！の「看

の二tて“犬愛でぞ。でく」〃）意th二とな砦いカ・けていろ。　～ぞの⑫当分

φ穿見で桑Ks．満し宝もどで。　　（1り「ニシンヤ　～マ」t言いヵ’けて

㌧シ・ト7、痛い劃．運細岡・・て・勅，　αζ四則の葱。

⑰二のあf・り、二と口”が’1ンし丁劇・t」・てL、ろ．明知鰭勧かけ

ろ・調。穿尾》昇噛めインF7一ラ・／。　圃「うちの下民・

冨」め毯。　　（t9＞rみんブ♂が　叡の多Y／Ng・バる」　ヒrみんず」ヒ＝

塔ズ｛の｝宛／森一べ噛てもらう」 グ）〉民多して・・rガ。」してプ8っずくのfごろう“

（～0）｛：｛二ma～cuつa「：「〕　　　 〈～D二’う闇二’うし，ろ。　　　（～つ〔～∂kεnε「：〕

㈲〔S・ttse｝．54＞（。k・～｛lw・Lあとの・7ンヲ＿ワ、わ・ワ、

が39…　．岡「ア・9デ’スVド㌧」め下略絶　　くK）〔・・「ゴ～｛

n乞『F〕．　　（幻）．具楼豹ヒイ司｛ぎさでめつ’千明。　　（声）「ス9イリヌト」

の；惣でk？fi〈、「頃屠箔らしく拝い、いうん得二となやってくノし」

tいうようfi意ヵ’・　　＠9）「9　”イイイ」〉「9”イケ」。r第一に」

の葱，　回）？調のイント7一シa／。　（ヲρ豹（．　o・冶
功噺の雰（あ中でぐ～すで固惣でろ。　他人の也論ヒ・fiら‘め。　　（ヲタ｝〔七1。㌦t

七〇〕．　（34）しトさくて最野州酬え，ず。　　〈3勺fか宕ね」は「（ノどくJ

ヒ。・「穴・竣fδ」（ハ葱で・硬わ躯ろ。　　（i6，いり・にも最童の，物億1島購

目あき叡牝という聯r｝。　　（」7）「毛ッラ土」つの樽fJ▽す」の硬

い11き砺らしい。　　（33）’「旦那酋」P・らカ・。々》鋳ち・やMaiの夕也1！1百

ど窒　彰　う　。　　　　　く37）、’さ　っ　き　り　し　f5　い　カN”、　っ　う　闇二　え，ろ　。　　　　　（尋の　r　エ

　　　　　　　　　　　　　一72一



ン」が’ ?ＯC多さ躯t〈カ、。　　（ダ1）「モヅテル毛ンワ」の・竣勅炉。成質

「｛L”／テ」レ毛．ンプ’ンソー＋ワjの葦、。
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6．縮勤章（至心て・め）の話

誘し手．

（田象号）　〈歌　彩）

　Y　 ム；本仁ノ～郎

K　刀・藤久5

Gw　kま身）
舅　明劣37芽室れ’

一女明露4ぎ芽・蜜れ’

Y
　　（ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②
ナ’ンノ　マブメィッホ。一デ　；／a－7ン八一ン＝一キンショー・　モ．

何の　菓面目一労で　　 初二二霜動章を
　　　　　　　　　　　　　　　　　o）
V9ンヤデ／。　～纂．一毛一　イツバンモロ
匂ら。寸ヒので育ひら；匂。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もう　　　一摩　　　　　　　｛しら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（の　　　　　（．e｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロヘへ9ンヤニヂ　ラヨー》ラへ一ノ　ハケカ．ツ・ソイ9ラニ。　ホラ　モー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まメメメAメ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yttメtゾ
つ置くのτぐ’0・ら　　　 7fiタを」軒て　グ）　　　　　　　ノ＼月　一　Eヨ　 t二　。

　　　　（6，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7｝
いりャe一　フグ／イ・，ポーヤッ9ンヤ．　ホンナZ　手一9イ

猟1蜘う　三面頃一乃τづ承のでd。　　冗傭勧　穿隊で・
　　　　　　　　　　　　　　　嬢）
デ　じトリラカ　アヲラナン9”ンヤデ’。　ソレ　毛ロ9ンヤデ　シ

　　ひとりしか　　egZ　O一　v・。kaですV6。　旧れセもら・勧9“から

　　　　　　（9）　　　　　qo）
エーキンショー。　ホイ9　モー　ニネンヘーモ　モ．一　すンニモ：．

粍勤章．　　吃し弼もう　二形物　　初　イ司し・匂

つ一ワナン9“：デノ　モ．　ソレカラ。　ホラ　ワヲンヅケ　オつうナン．

言わ翻鵠て（nらね　ぞノう　それから。　イれけ4ひfぐけは　 お二らア∫〃・っ

毛ン　ヲクキ毛ン》ナ　モー　才コリモンニナンタ“。　ホワヤ・ア

の　仁Tくきもしk’けれ1李bう　あ’つつもしなか㍉噴く，　　吃”tlあ

　　　　　　　　　　　　一一74一



　　　　　　　　　　　　　　　e3）

　　　　　　く。　4）　（1　t）
3’

ウつウーン◎1漁霧昴計ノフノ∴凝
　　　（、紛
《三∋↓》ゑ（メ億～　ホラ　イッハごン　｝Y”ソウLア〒テe　’ノノ　i〆エ・一キンンヨ

　　　　　そ掴一段　罰なee　t7zb　物　煽勤章力・・
　　　　　　　Gtl）

’辮蹄1濡断ず論テ∠・ぴア）

1㍊．1マヅノ7ノゲレルン＝ヤ孔　ホィラアレ、≧ん妥姦
　　罰喚り勉　　　　・h（L1；蘇ノるAノてぐV・ら。　　　　　回して　　　あれ

ラ37ンヘーノ　アイデ　iソ》一がツカ　ソ》一イ今々ρツノ　ジ》

初等兵の　　 あれて一i　十月か　　十一月の　　　　十九
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　守8）

　　　　　　　　　　くte｝
ア’ア

　　　　　　　　　　　Ue）
ナ［i．ン　ミAナ　当今才ッラ・e9ンヤサブ。　…ノ》一ニーン　v力寸ナ

f♂ものも　　1雷　　　　才町って　し書etくグ）でぐかり。　　　　　十人　　　　　　負かさ

　　　　　　（2ノ）　　　　　　　　　　　　　　　　　（7z）

1漏∴篇為よベアつ射f議ン鶏∵㍑姦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈＞4）
フ　　トつつンη●　ニデ／ニンヤ　　｝一フム・ノー」テヨー今》ノ。　　’＼一9イ

　　特さん・が’　雀うんでd精務曹泉t彰うの．　　　集隊

　　　　　　　　　　　　　・一75一



　　　　　　　　　　　嬉ケ｝

ラ　’フー　ヲヨーイン　ナfレンニヤク’F’　ソ／

　　3あ　 ヴ尉k　　ねるのでで’けれ乙”　　・e　za

寸す　マカン／ヤブナ。　アンす　オメムー
さT・i・レれ口”いけないんrぐからねん，あんfJ　あびブく

yn・ッ9　トフ寸ンオ　フreサナ
．bゲて栗山　」特さんiZ

　　　　　　　凶
毛一　カエスッ今，一’フブ」　ムコー

もつ　　～s［lk！／すと彰うまで●tく　　　　毒二う，2s

キンナ毛　ねエスッ今ユーマテ　毛一
そんti　eの　 混ずt葛うきで1く　　　もう

　　　　v3）　　　　　　　　　〈》7♪
毛7ジ’ユ　カ・ソ　刀身ズッラ　ウラ
　　　　　ノジゾノメ
むくU陣を　　　　麺って　　　穿ム
　　　　　　　　　　　（3。）

　　・ソヲラ　ヨッンヤー手〉テ　ラ㌧
）鵜よし。惚て手宝
“アナフ／　 つノ　t＼一9イ＝ンァ　 イ7ラ

蹴腸τご　二の　　象：凹くには　　　いくら　　才てっても

　　　　　　く32）　　　　　　　　　　（3））
：ア　　ヨツシ・マー。
へ

鶏て　よし．。

ヴド　ジ》・ソ溶ン

ヒいも　十本

部えつユ認

　蟹）
ワ・ソラ　 カイ9弁

ヒ　　茗い丁・ね

e酬，鵡誌∴／

　　　　　　ウ・ソテマワナ　アカンノヤ7

　　　　　　才丁ってし3わびtTれ1窟曜‘いヒMsいんでて”ρ・ら

　　　　　　　　　　U7｝
　　　　　　　1ぐ一／ト　毛一　 ムコーノ

　　　　　　　（’｝㌧ん！と　　匂り　　乙・：り（力

　　　　　　篇貯ぐアm一一ア

　　　　　　　　　　　〈？1）
　　　　　　　アプンニャ。　才メ“ラ

　　　　　　　上げるんτぐ。　　あ首11ら

　　　　　　　カ。ラe　カ9レンノヤツ

　　　　　　　　　　　　騰てずS、・ん樗ヒ

　　　　　　ソレカ

　　　　　　吃れ炉ら

　ト7サン／　フrc
　芽身5ノし望　　自か

イ・ソバご一ソツカラ

ー象発〃’b

　　　K　　　　アつ

イヤ　 ソノトキノァ　ウレシカッヲノー。

いや　 浸の爵1二は　右姦しわ・。てくれうし．

幽趣1∴トぼ詔，ワ／e（

拶：聴焔1フCウつ

　　　　一76一

　　ホヤ

　　けれ

k
　l下一ジ

　そうで’

サンロ

　三テヘ

　フ9ン
　舞ムの



ノ　　・キ7　ン・＝二　　9”イ　うノニ

　　記有，ヒ　X夢1・　拷し研郁回

　e？）　〈3　e）．JZ．＿．iz　、／ラ　フ9ランノヤ。　 tトワシカ

丁ぐって　それ17　わらえイ∫いん・でご。　　ひとりし却’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈3ヲ）
アーア ^itNン托γ抽ラマ筋’鷺
　　　　　　　　　　　　刀まη・也でぐむの　　　　　そんfSもa
　　　　　　　　　　（4の

　　　　　　　　　　　　　　　（3　g）
トッ9．｝レシうご’a　：ン1弁ンハ、＿ノ茅。

初回禦のね之．

著ら貌、∵∴ご

　E　rヤ・ンナ毛ン　 9”

　匂う　そんイ’もの　　玄痒

レモ　9－iンマシェ／ノヤ｛三。　ンナ　茅レニー七ンヤトニ才毛テ

陶　唇紋晴いんτ・物．　‘t・，L・t工程・人τ・”　t臨て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（LCF　O
ヨーシ’マシテ9ラ　 つッ与ヤ　マブンニヤラ”。　カマエ’ソ・ソア
尭ト看際し甲ていでく9　　　　二ちうIOV一　　　菌けるAノでぐ’か’ら。　　　ネ矯記つつ　と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く42）
一フデニ　い㌧ント　ムコーノ　eフソユ

彰う窪で1二　ゆ。－1しと　む’こうの　　むくじ瞳琶

　k，

ヤラ“。　　カフエツッテ

tく．…t）・ら．　穿鴛kつっと　≧多’

1義，究孫∠含：（k

カアンノや毛。

騰てfiいんfで’もの。

フヤ’プ

カ・ら

キンう’診ンニ

紡f」勧・

コラ

4身て

TVUtVVV’VVV

Yンず毛ンフ
あんfよbの1’［；

ユ

　　　　　　　　　　　　　　ケシ才ツそe7ンヤrπ

　　　　　　　　　　　　　　へし新ってしま，てくんですりち．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4ヨ）
手カラマカシエヤッ＝ア　ンjナ毛　 e一　プフフワンノ

　　　　　　　　　　　イん’nわ切もう　D・き舶ずハ・ん

　　　　ユーマデニ　ムコーノ　：E7ジュ　ボーン
　　　　v　フ　まてL’tく　　　　む　ご　うの　　　｛ノく　じmp　　　Ce’一ノし・

　　　　　　　　　　　　　　　儲4）

　　　　　　ツつ∵招迄；ご繭i”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈4S）
　e　vPモニ　daコー7ラ　ムコーゲノ＼エーン
　わう　まtも1く　向ヵ・ワててら　 むこうが’　卑いん・アぐ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くqg？
　　　ナンジ》一kンヲ　7ロ’ンア1レンニヤ。

　　　イ瑠弄て　　　筈勇L・’（・v6んです。

　　　　　　　　　　　　　　　　（卿
17トーッ7ラ　マケヤデ　コーリャ　っレ　ヨン
溶券tうと彦り丁く弓　嚢けfづから　つれ口　　これ　よレ

　　　ち＿　｝アン，オッテヤラナ　アカンノヤ。　二巳

　　　もつ　　へし才fr・てやらtiくてはい1’7　t｝いんでぐρ・ら。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰺8）
一　才プレ9ラ　’ソイラ’コラレンノマサブ　プフフ．エ・ソッ’ケユ，マラ’㌧ン

もう　MTられ仁ら　震いて二られt｝、・んでぐから　フ矯1しつつ　と言うまで・に

　　　　　　　　　　　く¢e）　¢e｝lX”一ント　．｛？iL．．ft．＿ilt．”p～し鐸、該　，才ッヲe9／。　い9ラテ　チカラワア

to”　’んヒ　へしオff。／しまフ仁。　　　　　　ブ」る惇ど奪　力のあろ

1レ　　A　←コヤ・ソ　チ　　コー一　9　eンア’　ホリャ　　・ラ’カラ　　ア・ソ　9ンヤヲ”

　　男τぐつて　　　該。仁くらいで　・4燃は　刀が・　あ・伽ん丁ぐv’ら

ホンすeン　ニジ》ッカンノ　ィ；／r　ポイト　ウ79ンヤサブ

’私f功の　二t％の　　ky　t3・いと考1休んr・’●助
　　　　　　　　　　　　　　G］）
＝テ多・♪マ　 ノケプフラ　つフ・ソヲンヤプ．

｛f’1く1穿　ノフカマ・　　、あ，てでん、てぐ・から．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈e）　）

コノ　ニヒB－e　オィナン9ッ身，ン》マア㌧　 をカラ　アンナ
栄セ　ニイ表匂　　貨輿われイニというめていすから　　がが’　わ納り
　　　　　　　（egノ　　　（s4）

シ9ンンヤ　／一．　　ウン。

ltずあ仁んで●dねえ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び）　　　　　幅）
寺力ラgnケフ　デ9ンニャノー　ドゲイが。　ンナll．ン　、す・ンナブ

刀TC’Lr　l　9　　　出てくんfぐ1’？え，　　そも髪もが隔．　　乏んfチわの　吃うでゴ」

　　　　　　　　　（ウフ♪

1れ∴，挑1鍬冒∴∴1、；嘉∵指）：l17ノ

　　　〈g3）
一k・ソラ’　ttンnンナ・ソテ　カイッアキ9トキヤンノ。　ンデ　 ≡｝メ

りして　　O・ちか意思て　帰，て剰・時でしの。　締て’『豚

tvgカ・ヲ　・ノレマ　すンヤ・／うン　ラレフサnッ9ブイノ。〈
を匂らゲても　　逝れ1穿　イ再か雫ロらブ」いが‘　照熱くさO・。ててで湾よ．

窯） 譁ｳ心∴鳶｝∴砿望て鋤。ウー

つワ／．

一78一



シ脅乙

d頓㈲la一一Zで〕の雑履な拗る働紹している。　ω寒心が渦
・・ ﾜ・・（r”口。きりしで」いが、「ラヨー7ン・＼一」臣「ラヲネンハ

ー　」　の　　葛　い　診受・つ　で’　あ　ろ　う　。　　　　　　（9）　＝’の　　よ　う　ヒこ　囲「　二　え，　ろ　～ブ’、　｛1っ　　き

り南ね・らfiい。　　（紛イ到二様表多見9　ム崖夙19二ういう表現が99い．

ifノ・ハ・とも・‘tりと匂闇えろ．　（6♪〔勧…：〕　（η形吹し’

6わ。　　　（、E～）rあf・くろ」 tすrノくから蓄え，る」　〃）さζ．　　　（9）て∫eごkin∫9：〕

ωth・ita“a〕　（・’）このあfくり諺乳強い。　　q・2）芽そK葱・未のr’いつ

fiき・二t｛歪、　　Q3♪〔七〇k祠enら〕．　 q4）〔morotein〕〉（mOiloten〕．

（疹）「特別の級いを墜けるずぐけの毒婦」ヒでもノいう意か．　　a3）あ

、・＃い“てけ闘きヒ．易ベノ～∫”9　　　（r？｝「バ，ッ」　ヒrうe　　　（’8♪〔Siもa5ann〔ヲ〕

守9間きtれず、「アンナ　ヒトィキ」で「Z　di吻　一時【づ」の鷺

力・．　〈・・｝噺るJの強調。　（21）てlak・・「・〕．　（Z？）二二ta労言

で1さ「エライ」17「（bqいjの意t「つらい）、　「葬がfく」，　「大

・裳fポjf；と・・の惣t借国さ躰ていろ。　：の西倉1手、警武倉で／0人才蔑き

望育る4）憾犬・宴fぐ・プくの鷺。　　〈2　P）「イ司も知ら∫」い人が「＃Gえみよ

うず｝・郁f廟単f∫わんし「やf｝、・」殖・で『あろう・　◎4）嚇幅

級ゐ。　粂Pみの中での一着Pの循級。　　（～分「エライ」の謬じ盾．：

二1’219写癒り「イ意い」の意．．　　（3の畝・含中のろ含かかけ声fご’ろう。

剛脅τ脅YM・麟斜紳彰智。　ex・畑原「ネ鋳，、が。¢7）
二めあt・～し＃わh’　〈1［・II　L・けブ」いんでぞ・の覧のこt　k？・　O’・続く

ちしく、　「浸蘇で’穿ム1つ才ffっ　てし言っf（」　t履r一系免く。　　（？e）忌辰q

め劉足のタであろう，　　（～θ鶏判が騰箔の刀に手を．め1ゲるのカ・、

イれとも、弓馬をY推．てあげ協・1）か，　回二Pt・e　9　“’1　・’劾そ

ろう、，　（ヲヲ）（む・1（in，め．㈱鰭多エヲ隠滅，　㊥あいまい・ρ

〈3　9？〔non「e〕．　（ヲ？）〔？ッ　きη闇二え＿ず♂い9　ニラ聞二え＿ろ。　　（79♪〔aV「a　ra

nnoi戟@a〕。　　（3ア）短慮含でヵ害ひeに相午乞れワ仁二t望彰う．

〈4の「キ刀ロラ威望力。えろ」葱．　　（望θ該武／含ヒ凄じめの5v／努P・。　　（ダ2）r

鮪ろ」の強調．　　（卿ネ時の二とアiど（携わfJい）a意．　　〈49）

　　　　　　　　　　　　　一79一
　　　　　　　　　更



二ltt匂藩判の6e冷か．　　（．4eJ箱身め才てワ／くるのが（軍い）の萱・、

〈q9）相寺のエ霧が畢e承℃イ司ナ昇b筈労していろの毫・。　　（v7♪rコー

，1。」e・「コレ」も「ヨ：／jも「マ9」もtもに、珍請山漆氏が

款倉め瞬1（廻・．仁二とイの3孝の表現。あと・アηンノヤ・3τ『

続く．　鯛・梯嚇靴才筋帽・らもう爾探いて・られ
ノ評いη’らJ（の葱。　　㈲rケシ」ヒも闘てえる．　　（So）特殊fMfi

V、ララ。　　　（今1）つ（わあで（つ　、　廻一いつくままiL宅；藻を膨！scて’ろ2き’じ．

G2♪〔捗de「・’〕考嫌のイ・トえづ3ン・　㈱（｝・・n・らし瑚調

のイント7一ンヨン。　　㈱9己のうで」ずき．　　¢S）　「エ（Sが」

の肇・。　　（ぢ6）特に鷺・V永のず5いつf5ぎ二と（ず。　　（タ7）〔met。ヒbU〕。

彰釦≧で櫓勝しfく爵のメヲ’『1レ．　¢の「兵噂℃の劉練trgVてuの

憲．
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7．幣貨ZX正

諮し午．

（田若号）

　Y

　K

〈i？9免）

三州ィニ蓉即

η・藤久｝

Q卜＄）　　　　（ま　　メ手）

男　朗多¢37芽＄れ

ぐ　明裕4ケ年iおれ

K 　　　　　　　　　　　G｝マー　オ、ギェテェンヶドー　アノー　ヘーカカイシェーンナッ9ト

ああ　覧えていfiいσ弘ど　あめ　 幣貨e2正ヒずあ仁時1〈

　　ω
キニー　ア1’　アノ　才力茅ガ　ミンナネ　カヨイニ　ァッテ毛

　　　　　　　　　　　お彦〉が　　ノィん，で∫れ　 適レ帳に　あ。ても

アレー　／1ケジ　＝　ニンス㌧ニヨッテ1一　アノー　ギンコーナ
　　　　　　　ゾノメメ
あれが・一時　　　入叡によ。てね　　　　　　　念艮行ず巧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）　　　　　　　　（4♪
リ　ノーキョーナリ　アズ’ケ9ッヲ　ソレが一一　ニンス㌧二∋ッテ

　　寡協ブ」弊　　預けてあ仁　それカN一’　人喰にあて

9“サレ9デ。　イ7ラ　ヨケー　アッヲカッ：テ　ジフt’ンtブ　irir・シー

か桝くから。　いぐら　て・くさんあ。ても　　　自分が　欲し・・

9”ケッ今》ケ　’9”サレマヒナ／9“ンニ＝。　アレ　ヘーカカインェ

てく・けと言，て　　歩され才せんでしfてのです．　あナt博幣貰zg∫レめ

　　　　　　　　　」　（ケ）

㍊∴犠たビウ　ウン㌻乳監〔．つ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔6，
毛一　 ケ・ソっンレヤヤ　ナンプ7　　多／　ン多一ト　　才マウト　エレコ
　　　　　　　　　　　　　　望メゴメ
そノう　　糸老右昏多＼’ヤ　　　　イ司力・　　　　　しょうと　　　思・うと　　 で（いノ＼ノし

ッケヤッヲンニャ。　ミンナ晃　ヤッハθリ　ホレ　カンラー毛’ラワナ

fi　：t　r一；i・牝んです。　　みんf∫に　やけり　　ほら（倉匂曾’レてもらわf’
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Y

K

Y

　　㊥　　　　　　　　　　 （幻

弁エ　　ラtt一キマiンェ・，／ラ」”弁フ　　ウーン／。　　2乙kY．Pt＿　　二才ソhイ　づトマ・ワ7

＜てigね　21乗ません’からi”）え。　　　　　　あれけ　Tくい1＼Kノ存：tでぐ㌧存

応㌶∴∴才蔭；で∴γ穿∴ウー

ン・ ｩマ膚『つ義∵鵬工∴1臆・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ρ｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐノリ　　　　　　　ヤ。’・eジ。ンカ・ア。9tFア　㍉ハ・ワンナ

　　　　　　　やt4り　／密が’　　、あ。ずく人｛づ　　　ヤi亨り　　みんブ’

アンナ／キ7

あんfi日寺1（

ソレデ……。

吃れて“・一・・ρ

ミンナ　ヲラマレ9ン徹デネ／カ7■．　アリマ・．一fe．　fi・／

み々ね飢3V　f・　o，でdn，　お含な．　ありれてt”．　それ

　　　　　　　　　　　　　　　ctj）　｛foデ毛　Yンナジプンニ　ジユーエンア1レト　ワ㌧一ブ　イプー　カ

で：わ　あμ∫爵分ヒ　＋円あろヒ　　r命　六きい　金
　　　　　　　　　　（fケ〉

劣∴二品∵撹．じ診∵1り隔∴望∴♂
　　　　　　　　　　　　｛／　6）
ユーノが　アリマン9ンニャ。

　　　　　あっ＃し’τてグつて・’す。

ホイ『r　アノ　刀ンナカ・vヅァラ／

それ℃　あφ　LΨ津1熱の

　　　　　　　　　　　　　　　ロの

牙3キ／iン7ッヲン：L。　ソレ　ンナ

貯回してあ。ででんです。

　　㎏り　　　　　　　　　　　　（｝ユ）

ヤ／ノ．．瓜迄＿
て・・しょう．　　1　IIら　　　　いヨ　／多髪’‘く，

　　　　　（，　7）

シ／ニーヨ毛ン今ユノァー

しんにょもん・と葛うの憾

　　　　　　　　　（t9）

AXWVVVv－Vv－v－wN．．

　1フライ可手円力＼を

　　　　　　　b　o）
　モー

（

イをマンナ／ジェンエンカ

それが’みんfJもう

キプレ・ン．ナッヲε9マvノ
　　　　　　ア」フ・てL3，’rtて“しょう

フーサ／ナ・ソテ毛g

風塵喚厚ね，てし才，／く

　　。　毛一　ソノ

　、　もう　その
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Y

　　　e3）　　　　　　　　　㈹
トキニー　ナー　 ソンナトキ／　　　　　　　　　　　　　　　イ身でンエン手》ト

瞬1（　　 わえ，　イんts珍牙の　　一力円と葛うt

　　ひワタ
カ・ソ9ララーワノ。

きts’っfてらしいで’すよね．

育・一ヤロー。

奪うて“レ♂う。

ソレカ。　モ．一　　二iン：LンLンヵ

下れか”　もう　　二手円力・

　　　　　　　　　ひ6〕

（kウーつ撫霧加，
　　　　（・e）ど

マーアー P㍉濤）瞬：粥、l

　　　　　　　　　　　　　　　Bv｝
e9ン・。　ソフ　毛一　ジェンηe
し親化んイで，　イ蘇けもう　庖宅

　　　　　　　　　　　　　　　　くヨリ
ワイノ。　ンナEi．ン　ァ91レモン七

寺すよ、　　吃ん＃惣の　わら元ろわのも

　　　　　　　　　　　　　（ヲユノ
ア／トキ毛　コマ・ソ9ワノー。　アノ

あめ賭匂　　困・作よねえ．

　　　　　　　9リ
ンナツヲトキヒー。

ヒfJっずく2身も。

　　　　　　　　（∋尋）

フ’ifンナツ9ン忽
雨風、くfiフiくんτぐ。から

毛　フレンノヤプ．
も　く71’し臼いん・τぐむ・ら．

：／Ei’tラエナン9“，

して匂らえノで」む’っfく、

ホレ　イカ

吃れけ　匁

・／コラ；／n　トレナン9㌧ニヤ・
、そ二、、らしカ、　　　・セノらえ，で9｛7、ヲでて二ん’て㌔

　　　　　　　　　　　07）
　　　菅隠勃諾論1（

　　　　　　　　　　c7ア）
　　　　Ki・一　2／71　ラン：デ’

　　一　　　・匂う　　　　3も・ブゴ〈　　　　万Cんて一一

7レンけ1レF　ボプヲ7ウ
くれf’いと＃6と　t3”けてしまい

ア9ランノ’マT。
もらえずハ・んfぐ0・ら．

　■力茅力。　アノー　フーサ

　お〉蜜が｝　　　　　多寸、鎖

ナサ7）一IZンジャ＝ヒ・　ち一　渓、フッテ
・嗜け有い診ので噂よ。　　　匂う　　（く全り“），B・て

　　　　　　（3g｝
ヒトカ’　ヌケナ刀ッ9デ’　アカソ。　　II．一

人が’　ヴおρ》f（炉ら　　」纂冒すぐ’，　fく。　もう
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Y

フーサンナッ7キ・ノヤッ7P／。
封鈎ヒで」。仁きりfぐ・tt　kて・・ず．

二　fr　a・ソつ　ジェン

　　ヴし　　庵が

ア刀ンケ♪ンニやO。
、駆目f：’yて誇うんで’しょフe

ヲ／。

τくね．

　　Bftl
ホントヤーノー。

沓当てぐわえ、

アレアー

あれしi

フノブキンニ　　　’

あのイ穿適に

コ　コ、ソ手P
SKXt

　　：。ちへ

∴扁も／ウつ

ワン‘

一　ギンゴn。

　　綴侑が・

イッフラ　e一

脂っfくら　　もう

穿F一ワ

潤いよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3　7）
　　　　　ホイ8”　マー　フフイギ’ンっイ

　　　　　吃れで　きあ　弁島辞／銀張ヒに

’アッヲデ　 ソレ　トンニイッ9つ　 ソレe
あ，アtから　》そ弘を　劉ヌワに竹フrtら　　吃れわ

　　　　　　　　　　　　　　く3　9）
マー　アンナ　■七ッンェコトモ　すカッ
壽あ　あん・τ’　面自く拶い二じも　　 ア’カ・っ

　　　　　　　（40］　〈（S・O
フフイ￥’ンつアー　 フス／ギ。手e一＝二

茅畠甘虚艮琴「1は　　　才繭PtTに

　　　　　　　　　ド　、

　　　　　　　（4））
　　・サフラケ3一ノ　ンナ　カワッア

　　綴町の（％へ）　　　憂わ。て
　　　　　　　　　　　　　　　　（43）
　　　　　　マエア　ムカイカσワニ

　　　　　　前tt　　向：うイ則1（，

　　Yフララ’a一ノ　　da／7イt7　eワ：ニ

　　フ桜paての　　　　くacうイ則r一

　　　　　　鱗）
　　イ・ソLプンカe。　 ソつエー

　　一軒炉（あ，匂。七へ

　　　　　　　（Y7）　（48）
　　　ホンナモン　アカンノマッ。
　　　尾ん’ず」わの　　、駄目fJんfご。

アス「’ケタッ9／

予多けてあッず（．のを

ンすZン　アスーaゲ9eン　Saツコ9L歌ア毛
老ん拝わの　予牽け哲わの　　　ヴしrご’けて‘’も

　アツヲン：L。

　あフででんでぐ．

　ギンコー　イマ

　銀行　傷客

　イーtノ　タテ9

　いいめ琶盗て

　　　いり
傷∴．“（

アッヲ　・チーシェ

あッ’「く　　　｝トさ、、

　　　（4s）

　　　　　トンニ

　　　　　豫りtく

　　　　（99♪
アカーン今・》つト

藷冬目しいうつ乙惇

　　　フレッテ

　　　くをt。て
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　（eo）　　　（切
毛　ty　aッコ　‘liラフナヅヲラ　ア々ンテ。　す・々　マーアヵン

eうヴ即　　鰯伽以て瞠勧・ら駐目f蝋。劾力’まあ駄馳
　　　　　　　　　　　　　　　　　曾2♪
毛ンナ＝ラ　Yキラメルフ　 ンナ　刀工　8ヤイ「ラマウワ．　　ホセブ

黒馬　 沸獅よ　撚砺・ke　燃やしてしebgt・　vytt”b
　　　　　　　　　　　　　　　　　（“3）
ドZやYンFキナンレ　マ9　アトネ　ヌμヲKマタ　キフコトモ
　　、κ裳ざヤさ随いで・あ・きf∫さ、・凄斥　あ響く　　　　穿f（　綾えるつと，わ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G4ノ
マ　1レ’ヴ　‘ブ　ヅ　ア　。

あ，る｛り、りって．

　　　　（殉

劇∴鼻．
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wan・「：〕．　G3）〔七・kl・m。「：’〕」嫡のイントネーン・／。　（34）　n

つきnしず」い．　　（？ダブ写写く、　＝きさやくよう（：。　　◎4）（sw｝ぐεna〕
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臼転牽ヒ衆，てねえ．　　そめ（人）b　二a闇

　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　ド、

イツ7ンニヤー。
ik”っででんイぐ’。

じヨコント　才一ラノ

V，・牝　　含，zn
C22）

ナンジャ　ミ7コト
ア∫ん丁ぐ　　見でく二と

デ　オメー　、1く㌧ラ　ツレテ

　　お削　　母国．セ　喜れて

イラト

貨のと

イテ

いて

　　　　　　　　　　　　　　　　　K
　　　　　　　　　　　　　　　　（み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vt）
　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ㌧ラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　孫逢を

　　　　　翻霧（フ’ン腫

　　　　ぴつ（妥）醸1ζ

（㌧つ偏，1ら1∵姦／瀦デ

（kア∴㌫∴（1（ウつ

　アILiンヤナ　エー　ナンジャイツテ．　ナン
　あるQ＜）fぐrJ　（■ん靴墨町で一イカヲf∫んアぐいフて．　　　　　イ司

　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　刷

　　　　オモウンニ’マ・ソ9ラ

　　　　思・うんtく’｝とt　彰っfくら

　　　’ノンナ　 ノンキナつヲ

　　　吃んfS　　φんきti二tが’

1灘窃、（Kウン）

　　　　　　　　　e“）
ずランつト7一ケσ／ッラマ　ユー3

ヒfJいし●やfj：いカ、って　　　　　　「i多フて

厩∵ウーン磁ら一飛

モー　トシヨ・ソ7ラ　エーカ　こ一

bう　 昇ヒつたし　　　鍍彦、Y　昆に

デキ・・ンカ。抜　24㌃嫉．

劣来るのかって。　　でぐ。て　　あんヅり

トショッ7nラ　ン！　9フン・ン

寿ヒ・てから　吃ん妹漁拐。

　　　カラ＝コーテイ9。　rt・イラ’

　　　一］ワ、らiフ、っfiこし、でく。　　　　　 ’乏して

イッ尺ン　ドツカ　イッ3コサーッ

　　　　　ど二かへ　脂，て：よう。て
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テ。　イV一つリャアカン　コンナつド七がわレンニャ
〔著う）e　、・や　　：れけ　 馬寿1ヨでぐ　っん’f5　　tyじ・わt？　Nh　い8んτぐ’（かり）

アカソ　ア刀ン．　ンナアカン／ヤ．　ンプ　アンヲラトわ・
馬奏湯τで　藷去日でぐ。　　イんでぬ《（4篤冬目汀んでぐe　吃んf∫あf∫fくと　　い・し

ラ’3ニー　 ／かレンノヤ　つド’e一　イルンニ’ヤア。　モ　イカレ

さにig　　／うけ俘いん・Tぐ　矛t・噺が’　いるん・仁“から．　　もう脂け

二㌃1、こ凝も（㌦／㌧冒♂齢盈〆1、琳∴

（kウン）∴1蘇織鵬二1∴：：1欝

ホィケ

尾して

ワルイ。

の暴・い。

ド。

れt’・b。

つド毛

3　t－b　y

擦）

ツレテ1レ　トキ’▽・シヵリ　　　アワ／二・ヤ　ツブ　　イyノ

銘拠、・る卿卿咋　 A・う厨・・。て　意地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　くv9）
つド毛　ツレテイ／Fキネヤー　カフフンノヤプ
3と9’髭　膨れて・・ず∫い脚・しづ　唄わず」いんτぐ『しす
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〉工言乙

〈1　）「ホJヒ‡鷺り・い盾．　　（7）珂免。滅蜜布69秀ワveT。　　G）よく知

らtiいtいう霞し・の盈卑。　　C4）々望二あて老う．　　　（勺rカ・fく

い・t’｝「iti？L・j〆丈知の翫　　（6）〔k惣博・〕．ω「デ」

1溺尋い，二のあτのab　3鼠と箱手の。とけ・が凌動く来る。　　e）

軽麹の覧。・少しn・わろ．・ラ、切榎叡を暮わすのて・・t舗く、㌦

r」　t一と」といラ意で昆てしτ・癬じ望与jz．ろ．　の「ツレー戸

蓬中Jm重か．　　（’。）〔jaia　n　on〕。　（の「／i¢セ（ヒられる）」つ

きり縫わされろヒいうこと．　　〈｛2）「3う・くJは「d二‘めるJ，「よ

す」の葱、　q3）「ジマjとも聞二えろ．　　鱗）τイJ｛7短くかす

D 　　）与）町箔。試t｝卓上・Φ町．　　〈ls）醤無調の隆易。　　（！の〔

網七a3峠巳n・「；：〕，4嫡のイント7一レ、／．　㈹rサン・t，「7“：

の脚・・ト俳迄．　　㈹「イのE，／のva｛：jの意で「毎eJヒい

うつとて’あろう．　回〔k・d・「：’〕．　0幡釦ジ詳・つtt　r　stO，

グ〕華藝て・・　「　写　　乙“　も　」　　（7）　二　と　て・・　ある　0“、　　二　二　で’（才　，．1．，　2i；氏　（ク）周桑て”あ　る　．

〈z2＞tこからししずらく、山疹氏i7いかにも茅自寺1．自rtoがぎ塗しtc躊【く

イ以せて為塙。　　回）「瓢衆ろのかって（考う）」の意。　（34）節の

：と1’プに3ぐ織£vいていうが＼二のξβ1万L・iあttくかザワて脂く．溌

亮Isiあいま、、ρ　　　（～ケ）（nt「；りeno〕。　　（29）「エーη●二」とも偽『二

1（．るが、あ・・3・・。　　〈・7）「盾の：la　A　IC倉うのが’〈倒し・・から）」

の葱，　　（7の〔｛PP9］．　　（29）「いっしょ1く敏みに后・ても（橘舶

f｝い）」の葱．。

一96一



9．　娘の結婚

諮し手

（矯審易）

　Y

　K

（et　9g）

山本イニ爪郎

ガロ藤久3

〈ih？）　（EEIi　ii＞＞

男　明裕3フ昇空れ’

々　囲殆4与与蜜片し

K ホラ　　ムカラ／モ　　ケ・ソコンラキ・ソ1，　ト　　ヤ・ソ1▽　才ゾイつ　』　　プ’

遜れ口　看も　　糸蓄々昏式ヒ彰うと　　　やけり　　びt’い目tく・

　〈1♪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
イフン9ン！　イマe　ヤツハt　ホ’デヌ芹。　7ッコンンキヴチ
あいなしτ＜1すれご』も　／＞b　 ヤtづつ　　凌うで・庫ね，　　　糸心々管武と彰うと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ヲ）
Pト　ヤッ1、．ン　 イvンナ　 7一　才刀kη．　力刀9マスゲ茅　u

　　　や｛すり　　｛鉱7f∫　れ元　；h’蔵が‘　かρ・りま守よね1し　占襖

　　　　　　　　　　　（4｝
スメ　 モ⊃ッヲ　ニ才ヤフネー。　 ・デ　ムカンフ　 ヤヴ’寸　イすノブフ“レ

も　　藷・f〈　親1つわえ。　径れ〉て一巡け　　ヤ、4り　田丸く“ら、・

　　　　　　　　　　くの
一・ }ト　才力箔力・　ネー，　ホンネ　ハイワマシエンサア　ヤ、ソハo

fぐt　　あソN3が膠　食い（で可）。吃んf鎖（（／憲がウ〉・りません’ヵ・ら　やldり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
iゾイつッヲヤ、ゾ9ヤVナーL　才毛イマス　ウーン。　イV一…
rくいへん君二℃fぐ，f（fく’髄ろうfJ　t　　　　思・い？で　　　　jz．え。　　　今　t　va

トァ　マ9　7ノ　イレ3－r三　イη．イマスシ7一。　ンア　ヨー

　　　な仁　　　衣猿も　　蕊・聾すしねえ、　　イん菖鉾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
フワすンカー　ムカシ　いマりマンェンデー．　ンプ　a一フ7ナ
轟最f5ルかは　　Peゆ　　ヒ1やワ害ぜん刃・ら。　　　　覧　lv　h’　舜肩段菖ヒし’

ンヲマ　イ今メー毛　 アリマiン，ンワド’ネ。　ウ’ン。　ヤツ1＼の

と彰うめ冨　1駁も　　　ありま也ん・けれと“勉れ・　　　　　　や口り
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マ㌣
シ
腱
ン
試
づ
傭
》
診

片
ノ
糸

紛ヤ
や

毛ラ
カ
も
ム
看

OンーウO
、
多

イッz；

一膨K

才マフ

怠け

　　　　　〈g）
二　繊ニマツテ》マヌ7F，　／一？’t・

　　！履　 でぐ㌧て彰います1つ矛しC’もノ　今宅ノ

　．オゾイつト　プ’イナう／マシ9ンニtヤフ

　ぴピい頃1く　　あ，τくんでずよ習e

Y ホンナ　’
・そんts　bう

Sl・ンナ毛7

そんf油の

レ　オンf
をtて一一々ig

ッヲワ！。

。てくねえe

ワカ。つノ　　1、ジ．才

鴇命の号錬の

9リ

　　　あろt

メーロ

ヤセ

i一　ans
f3　ありま言。

⊥ニエ．L
x，xいη、らヤ3え．

っト　ナエンラ9ワノー。

自1く　　あい孝し仁わぬうし。

七一 Fta窟ンノいナレ妙トZ一鮎ん手鍬
　　　　　　k妻入りPt　話セす3と　　bう

　　　鰍漏謡話㌦ン環護〉・∵

　　　ヨ・ソヲリ　ヨメニ　ダイタンニャカ．　オ’ブイつッチャ

　　　、ff人　　　　セ参1（　　歩しで（のですがし　てくいへんf∫二Xfぐ’

　　　弧箔夷）ゼ’変∴∴ト巽

　　　　　　　　　　　　　　　　くt　o）　〈10
　　　　　　9ヲ’一ホリヤ　メーロ　ヨツ
　　　勇　，v・窟　　fくrぐ‘　　τぐしf〈ようfJむ（ブ）f’ぐ’しづt“も　そ粥．　kづ　　一り〔カV’　　、才人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くt2］
ア・・ト　」t’・リ・　ホ・ト7ア9マ　yη．ラ・フ7．＊アー

　　　　唾れtづ　　疹当に　　う負が●　yらfSいね。　　　ああ

　2・ソ9リ　ヨメン　ヤッテ　ンナ　コ血　マゴY．．tt＿2二
　四人　　　々象1く．　や・1　　みん菖　矛t＾もON一号糸が魯　みん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cl　3）
　　　　　㌧、．ス㌧ンす　コF’　eサン　ラアワヲェ
　　　　（助tく　漏、苓どい加r躯。．’

　　　）嘉G羅簿∴∴／ウ・／るlll
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K

Y

K

Y

K

Y

　　　　　　　　　　　　　　　　　　q夕♪
ホリャ　 オ’ノ”イコ・ソ今マフ／　オヤワー。

遂れ口　仁、・へんtJ　：tですぶれ元　穿冤．1つ。

刺。イf・　、V・・（アトラノ；K二や，外キラニゼ

吃れ儲　一着　　　あとめ（娘）9　々象1く　や。てく9fr　fiビ1〈は

　　　　　　　　　kg）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤッテ　サーヒトトリ　ソロエテヤランナランッテ
ひと孟レつ　（八二（〉、り翻屯）・そろえて’やらfJ〈てL・3いt7tit，・て　（）Eうえて）や7て　こ～あ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V7）

　　　　　“g）
、レン；ヤー。　ソラ　’？T－5一エ　ーマ，レト　・ノンナ毛ンニ・ヤカ。。

るんてぐ’。　　　　尾りゃ　壌丁へ値鞘く）やるZ　尾んfgbのfぐカ’『ねえ．。

　Gg）

£　 ヨー　 ウラ　 Y・ソテキヲF　才モ．イフヌプ7σ。

b　よく　1A　e，　ヤ，て秦f・t　　思い拐わ・わえ．

　　　　　　　　　　　　（）e）
示ントヤ　エラカ、ソgノー。

秀当仁馳’　　す承でし仁鴉沈。

ウーン　」主L一一一一．

う’ル　　尾れけ・一・。

　　　　　　　　　　　　　　いり
ナーカ　ナカ　　才ゾイ　コ・ソ　手マデー　　■メ　ニー一…一。

邦P・f5e’　　τくいr＼ん陰二じfく「から　　七一1く・t一，

」二＿望＿二LLi∠2］虹」ニ　マ　 ’ノラ　 カスナ

ン
当

オ
奔

　マ　一

　まあ

イナカヤ

田倉ずぐ

K

アつ

ノシテヤ

9eてや

け拠ど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　デンナンショ7カンPノ　コ
子下への）郎下馬もてわ書あ髪哲1つ／く、・八ん存庖拷ちの（募ゲ・）でるよう厚　葬

ララ手e　 －1．bl Lンケド’　フー・　　ヒ．トトリ9’tケフ　　i／アヤッ7ンヤサ

人覇も　　　　　　できfJいが’　　｛あ　　　ひttあ’つfでtずヒ」　　レ／・やつfくめfぐ’V・ら
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K

Y

K

Y

K

Y

7，　市汚℃　コF’モラ　1ロコンデ。　ホィテマ9　つドe
　　　伸で・わ　秒わ劃窪身んで“（・・f・1．’・t・して　3f・　3　t・　b

豊1∴ご／み哺｝（K琵㍗エカ’、∵かτ疲／計み

嫉射晃議嚢17纂凱鵠（1箔つ我ノ
集忽こ，l　gi．ト（㌘〉 @（∵点r錠．1．「蕩浮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く73）
トラ’ラ　 イブー　 ソ／ジヤソ’ソ

3iF　ti　t”　犬きい　　才覇ですよ

アー　 フ9・，　フタリiノヤ・ソ9ンケノ
　　　ズゾゾ〆t〆メメ

ああ

ア7ト　ィ毛一トトー。

姉t　　妹t．

アー　イケダ’ノモ．　ホヤ・ソタン’アノ．

ああ

　　　　　　　　　　　　　　　　囲
’アーア　イ7ヲ暢／カσ　フ9リジャッ

ああ　　 ラ也田（へ后7ずくセ核猷！）O・’・二／ぐずぐ畢

アー　イー　ウ手　ヲテgワイノ。

舶　うラ職馳feZlし撹．
　　　　　　　07）
切クハ■1ノ（瓢。
諏Sebl　lく　ノ＼間t7｝て・・言よi｝・2。

　　　　　　　　　　　　　一100一

　　　　　　　　フタリト毛

　　　　　　（煽むう二人とわ

　　　　　　　　　　e
シ人（レ匂）てぐっ才くのですかね元．

ラ包田（トセ雰移イ亀fくK）も　／うfぐ’クfこのかいねえ

ウ今タ：アサラス・デ’一。

象皇蓬：てやがうから。

イ‘プ7”　イッ9

ラ也田へ肩。イく

弔
　
’

◎
毛卜
　
　
　
9

　
　
も

　
ワ
　
　
じ
タ
人

　
フ
ニ

タケナシ9ン7ノ・
歓られτ・んτ励・。

説露，）（労



K

Y

アー

ああ

イ7一

穴きい

ンナ

みんア’

ホンデ　ヒテ㌧

それで1づ　ひど犀く

　　ks（ワ’ン）

　　　　（　．9）

イプープ／．

栄きいで’Gよね．

ve　7いテノ

下間・＼闇め

オー；／エツマ

旋・窪暑田『が’

…ジ『エーク7ナモンジマフイノ。

也しN’でくくf30んでiAよ。

？ヅ　フンヤナー

カッテヵ。　アルンデンヨ。

省ア汽が　　 ，あろので’しょう。

　　　　アンブショ・　〆
　　　　漏んでし、ラ．K

〈

　　　　of）
ヨ・ゾツメニ

四っ目tく

K，
　フーン

ノ〉

皆ナ・力　声キがアンナハウデノー
　　　　　　　　く
e・ら　・で姻・　　＼　木が1あ・ありrN　fSるv・らわえ

9・ソラ　 ’アルッfrコ．ンニャヤナプ

’で曽ても　　　あ’ると，葛うんノでぐけカ・ら　　　　 イフ、で’、、ませんよ．

　　フ　ヤでノキ　Yンプンe
　　《メピ

　　　　L｝．Nの」｝x12　　211　｛む

1．ぜウ’ン㌦1

　　　　　　　　（3　e）
1〈■　ホントヤノー。

　　21s　ljfぐねk。

　ホィラ

　’そして

　ホイテ

　そして

玄　ンナ

ーコ

・
フニ

／
の
コ
ニ

K

　　　　　　　　Bo）
ソナー　ヨ・ポド　ジ・ン∠乙丑
．みんf∫　　よ雷と”　　／塗が‘

　　　マツ1・ye　キが　アンナハー一

　　　やねり　　木が’　；ち・ありヒこ・一

㌦つ柔蘇編菰∵滋

　　　　　　　功ンプ／　9ラ　　　　　）
　　　　　　　　二・ヨ軒＠igY）蓬

　　　　　くB2）

御ガノ・ i辱ン／

　　　　　　　　つ梅鉢／あ

シプン毛　9ラルキ　アルッチ・ンニ
＼E軒む　蓬マB木グあろと診うんτて・カ・

　　　　　　　　　　　　〈34＞
モー　イ1・’ヅタ｛ンジャe。

bう　　　 フllSks弓象って。　tのて1・す主2（フ）．
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Y

K

Y

アイデ　 イ毛トノウ’チャ　」認　アンナ　・イケー　ラーヨ9イ・二
あをしてい　　セ来の　疹くし穿　　　　　　と∴うして　　　あんず∫1く　ラ（．きい　　 ア下帯［て

ンヲンヤ。ト才モウカ．ノ。
しτてん、でる“ろうヒ　　　竃・い渉す・ρ寸’ね、

　　　　　　　　　p　6）
アーア　 ホー．ケノー。

ああ　　　遜うか哲え。

　　　　　　　　（3？）
ソレー　イママデ　オッツァ　ンンデカラ　ヤットーウラ・ニ　イー

・乞れ｛と　今享で0（飼⇒の）鰻．気がうしんて“から　や。と　　穿ひに　　考い

ニカカ・ソ9ンエー。

々鴇δてくんです。

ウン・一

　　〈∋幻
トオヤ　 ラ／ニナ三ン7一一一一。

ひと親‘しくなられ∫て・一・。

　　　　　　　　　　　　　　　　（ヲ？）

ッ＝A　 ソノ　　ヤコー9ラ　　ナン9つッラ　　ウラニャー　　ヒ⊃トコトモ．

　　　晃の　　山tO・　　　イ司幼’フて　　　穿頃乙｛2　　　ひt言も

“ウ

ﾂ冠詫／㌃臨ン∵工むヤ妊旛∫

ll（K　t7ン）㌧∴し∵鷺∴方湘∴∵

　　　　　　　　　　　　　　一102一



K

Y

K

Y

K

Y

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4i）
・マツノxe @ワカイトキ　．轍ニ　ナン’ンノフンモi　ア｝ヤツ：テ　ジ

やしづり　Jeiい爵　　風邪で　伺昇P嗣匂　　 ああして　　臼

つ嘉；あr旛肉感∵プゾ透二∴㌧
　　＠7　　　　　　　　　儲）
ユーラ7レ1レ9”プデモ　マ　エーフィナi一　っ一　■eテー一一一一。

壱ヅくくれうてで●Lf　・Z“b　　　凄あ　いい富ど　二り

イマモ　スミヤ）f“iンラ・ナハ1レン・ア、

／》も　　　　蕨ゾ兜き聖　していらフしゃうんで・9か・。

イマ　ンPン／セ。
A，t，Sしτi．んてで・、

ア　マ　も　3’3一一．凶イ

ああ　　もう　商売iZ

アー

7一　jl一　e

アー

ああ

アー。

ああ。

　　写ンベン七

も　多回も

　K（ア　ア）

カユ’ナシ9ン，

竣1しられブてのですか㌔
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「移ラ箪tチものτぐ」め惹，　冨）Cno　「：〕。　〈39）〔ho「＝kεひno「：）」鯛寿

a）イントjl・一　ショ　γ。　　　（ヲフ）　「　（　／》　才　てt〉　言；わ樗か・fくの1千jの

憲，　圃＞ei親．　〈3？戸ソレ）ヒb．　k4・）｛kεd。「：「〕．㈲〔

Sin己ar　a“ai〕ゆ　　（42）Zう闇二丸うがsあい諭い．　　部♪i｝　e2／a昂

，分ひらニニまでイ司の二と匙診っているのro’わゆらfiい。　　（49）

落峠・O・あず．　㈲自An（ム」li　ix）め偲婿1・対して勃。

㈲麗老・ンしthいi｝rい。　　側・午が穿い」つ9り・L？」どとい
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うづと。　　（苧2翔身Kfrt．v朱の菖いつtiぎつtlず。　　（v7ノ達の中の焼

け仁？X　tz。　幽いつ・【笥感・眺ブ・という戸．　（タノ戸犬きい避く

t｝りきすよ」（h意。　　（彪）〔kae七gN〕，　　（B）「イ」悔小さく影P・

い。　　幽ノ「nG七七ε∵〕．　（タケ）〔m∂e：n｝tSぐ〕．　　（ケ6｝夕也名。試蜜袖の

タいてある人ロ与万の申。　　¢り♪「イ体が（妻fの」の覧・。　（捌〔～o

：jannro　1．　（M）　c　rertu　dtre　｝　．　Wo）　c　ka　’i　S3　wanre　）　．　〈S　t）　C　Sir：i　｝　．

⊆6り〔Sir，1］．　㈲・くイ埠が・）十／分i：劣来f9い」意。　　》4♪’最後q・

さ　く　TJる　。　　　　（Igり聞きヒnす“。　C99）〔・t’Swiji・「e〕　。　　　（K7ノ「　マー」

匂・ら rナントηナ1レヴ。」凄で歩序氏が七移右看にケすし’（誇，Tく置引。

「そんfSlく寮ナ克きの乃iaあわてt｝くて6イ司とか㍍るよ」というよ
う　ti　るし才身　ち　o・。　　　　　留の　つ　と　L＝1）　’ttss’あ　い　ま　v・　て・・わ　ρ’ら　す「’，　　　　　（6　7．ノニ　ニ

からセ私セ者のつとtず㌔　　（フの〔七〇Soしte〕。　（フθ〔n　oC’〕。　〈7　2♪J・さく

怠e6ハうfiで“き．　　k7　3）〔a「三「a「ジ〕6虫下めイントネーレヨン。

（ク4）〔ba七ano「：、〕．　　（ηケ）〔ε：〕。　σ6＞　これしづ土争也の：とで（才fJ〈「

多くJ　　㌧乏　グ）も’　の　Y　玄　う　，　　　　　（ウク）募＝易　。　　〔　gonε：mosan？kara〕　。　　r　n　ラ」

1つ「L」の間貸いか。　　◎y）「その！くの巽象がJの葱・．　〈7v　cj　oc：

〕．　　〔9。）この「犀i敷」1？Lエeの二と。　　（8D〔a：「a〕。　（Y2♪て

ga㌦〕．　岡封ぐ／？V列び完成していr’いかち、層の禦のか・い

3ヒいう二と。　　四［Vatete「；’〕．　嫉）「おじい5L」じ婦す

る昂も一稿窒旬菖呼しバ乃。　　（gs）「循がえ」。つきり元の多（から忙

しい勿くにftg9ろ二と・　　〈97）〔aヲa「ゴ〕。　　（88♪ヒ詳・きり三二えで噛●，

剛腎幾唱、の意．　〈G・）㌧翫楚エ劉の意．　（9D　fnan∫inik・勾

㈹・発暫あいま、・，竜味け耳うて㌔あろう．　　（9η〔ηoゲ｝．「将来が｝

略しみ）・φ慧．　四〔h・3i・・e］・　四㍉」け聞銘恥
よう1ニモノ。　「噂蓬フ τ（臼」て・・ニグ1「目」～護「多ケ目」　というようブSi

瞬めイ篤い方tぐろう．　　婦g）cう闇ck．．うが＼竃．味け，きりせす”．

㈹鯛ヒ旨｝縁葱二つかあで・’、　㈹C　sakε”：ll。　例・ンデ」とも

闘二巴る．　圃上昇糊のイント2一．うヨ／．　　q・o：の・，T・ン

ノ」1叡・ろいろfi意・和・硬われろ．強調m意でMv5i・tるとft之
ら騙しる　，　　　（〆02？〔ε：むok∫ゴ｝。　　9σ3，「うま㌧、・二と．一ぐつつ　τくもん／τでよ」
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の喜。　　　　を04ノ〔～じ七ee〕　．　　　（ど・り「ヤ　7　ノ　　　ミ　ス’『」　と・言う　っ　も9　て”「

ノ」輯弥てしa。f・oτ・｛i　，　q・傭いかけ、　（…7♪「鰍菅

で潤く望（引い／わけ」の竃・．　　vo3）「躰導じ量のヅがい二と」な

つの　r手ヨ　ヒノラ’ヨ　ヒ」’」　でゑ多髪しすろこともあろ　n〈’、　二二で’1つ「ラ看Kン

τでき駆いf∫」の営で・あろう。　　（109ノ〔na「；　nj　an〕．　（tiの〔d∂e：七。kca〕

）”）「ニンナラン」で「閥係fJい」、　rかきわf∫い」の竜、魯君わA．

（1ρ1か6かK聞二える。　　Q13）〔nd　ee〕。　（ltq）〔3i　ki曳〕．　（〃り〔

ぬ。旺〕．　（liの（μら〕。　（〃7）超の・トさtiラe．　　q’8）「キンぞe」も

精K鯉tSどtひ別しf；いで、懸差蓄閉en卑一男を彰うtt匂あろφ

で、つ；も鯉（ハつむりかわ・　　〈／i9）〔nJta「；n〕．独物のイントネーン

1ン。　　（i）・）柊：・じしTCという弄・．　　qiD二う闘二え”るON”、　あい3

い。　　q22♪「♪今’仁いj望r身7”ヲー」じ言う．　　q2；）「［lleisc血．」の

竜．D・。　　　　　（iフ9L）「　ヒノ’・ソ　フ　リ　」　の　「　ビ　」　O・’「　ブ‘3　　iて毒　く　聞　二　　え，る　。

圃tのあ丁・り…の勉で予料齢・・み｛・〈い・　⑱（h・S・d・

〕．「亦ヤプド・と同じ。　　（’・η〔i「；　’dεn「・〕．弦特のイント7一

シ、ン。ムi氏のeeさん蓬をさす。　圃（1・git・jad　・「：り．

〈．i2Cl）二ニガらのっとF”、凸窄氏が看な轍り盈。て感・1既無蓬という感

いめ看物’f口調・　）？り〔k・oL　（岡〔｝・而〕　りり〔？七・・、m・・〕

V33）「恥じ守O・しくて〈磯も・＞1ブら蘇riい）」の驚・．　　留4）「V・うに

O・し■」の鷺．　（i3；・）「離して・め巷便化。ア親のi元から離

d、つまり「縁Kやろ」の意。　　（岡聯・竃味のf」いことtp’。

eヲ晒みKやるの1く住の仁くきん・、る二U5蓼う。　　ω7バnεe：〕

（～38）〔～ee：】。　〔～ae：］の車ムか・。　　G39）声0く●、｝・さくて戸ず1きA又りtくくLt。

〈1　“o）　〔03｝：ヲ置3e〕　．　　　　　　q4D　（　dgl：「色　〕　。　　　　〈ノ4ユ♪皇ζ　い　τ二　よ　う　　丁工　弄ン．　　　　　　　（／43♪　〔ko

～lwののciw〕が漁声化，　　㈲「3・fくよ」口「二勧・Qti・r（」

《分意。月酵の留ONVっていろつと．の箸多慮ト。　　 財嫁）〔no「：〕．　　U46）「穿（

篠、の葱．「ネの桐i客「バイ」口5る．α6e』ai］，　（14η山

疹氏の禦さん旗さで。　　Q48）「ラ恭う」。　r艶れラ条う」め意．つま

り＃Sい・・しょに幕らすの翫．　㈱｛　・”・　］．疑閥・意月表わ／．

（’ケ。ノ〔∫㌃ano「：1〕．勇虫Xk・のイントネーラeン／．　　qsθ山藩」e・g　40遅ナ＃昆。
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曳初〔の1派勘a〕．　圃〔n・「ti〕　C甥人｛・耐して・桐も」tvh

ようtiイ壷いクラなして、・’ろσ　　（’fタノ〔d♂：「：〕．　　（～S6ノ〔dalee〕。

US7♪・レし考えノて孝丁，2すろ．　　　（ll　G8，（∫し♂n「b〕．　　 （～S9♪二う聞二えノろ．

箆疎團づ．きりしt」いが、「腐ウかカ・・fく」とτ一　bいう竜力・．

（i‘σノ　ノ〈戸謂の汁多疹1て「1お’で’い」 も1イ壷う二とIJ＃看〉．　才貯に　こう1琶ロ未て“lj．

「丁ら打い（肇をに弧f（fJい）メ、　P爵jで’ill　ig，Jに．《壷わ≠tろ9　　　（tSl）〔

wak「a｛w♂no㌧〕．IY　・t　kの　イン　ト　弁一ンヨ　ン．　　　（1S2）〔n　e　「：wain「o〕．

qも3）〔Si「h　dざ1wanOE】．　　（164ラ「崔き（ラ智ろ）3び）・竜．9　　　（16与ノUぐE「：］

（μり，（16り）》昇調のイント％一ン・ン．．　　U6の｛naide「ゴ〕，　　（！勿

象易。　　（1・り象男．　（ノ71）〔dt　「：　’〕．　（’7・ノ〔n・ja〕。　剛」ン

恥問のイ汁1　一・ン，／．　（囲（inak・罐〕，
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IO．　酒，屋の　諦

誘し手

（磯）

　Y
　K

　（　gv名）

山本イニペ郎

力・藤久？

（，ls）　　（塞辱）

男　朗，台ヲ7与回れ

々　導燈ぢ45与笈れ

Y

K

Y

K

Y

K

モ．一　ホン：デ

肋　　イ脈で

ント　つりヤ

fjいで　 ；i”tl才

ン　毛・ケアー

電　わら。ては

ント　つ一

ヒ　　つフ

ホー・∀

’そうfぐ

ホラ　サカや

臣粗つ

　　　　くの

て、1∴（Y

ホイテ　ウケニ

そして　易くtく

ウン　’ネ1ノや

ああ　　それ1つ

　　　　　　　　　　（v
つvカラ　ラフ1ソテー　アン？リ　エレーつトナフ

うれ画　躯して　あ劾　つらい勲・あわ
　　　　　　　　　P）　　　　　　　　　　　〈3）　　　　　　（奇）

イノがヤ　イツアァー　ラフ〉テァー　ケfッっ　＝ジェ

専掌へ　t／、　｛7て1・1i　簗してi－e　　纏構　含

　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　・ヤイヲ　 ＿丈λ億＿　＿＿　 ラフー　シ．テンナラ
　そして　　　　　　　　　　　　　　　　 衆「臥していfiζてtd

　　Ji’七テルンニエ。

　　鴇，ゲてろん．tぐ。

ホントニ。　（、寡～）

子飼1く。

　　　　　　　　　　　（6）
　　　ラクナ’ネンソ’ノ．

瑚働衆μんですよ．

　　　　　　　　　　　　　　　C8）　C9）
　　　∵／：痴∬∴【∴演競篇乏。．

　　　　　イテ　ソ・ソター’ク’　ジ）ン　アタラン毛。

　　　　　いて　　ぞれてて”け　ノNg　　　むら；しブハ・・しの．

　　　アタラン。　ホリマ　アタラン．　ンナ　ナーe
　　　　匂らえねい。　　吃れ1才　　勧らえfiv。　　そん背匂め　イv／わ
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Y

K

Y

K

Y

K

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QO）
ンっσト〃。　ンプ　 マウ　 ンコ“トプブ　ナニ・デ／一　 ココラテ”フ。　　ト

イ沸ゼ　吃μ噸劔勧イ帰・・掛莇侃二の拗・りτ・俵坪

ラニ　才一9。
｛て　　　　　　あ　っ　てく　（イづL導｝七｝N・・ノ）e

ウケ冬　 イテ　 ヤッハC　ツギニ　 ソユーコt’7ンエ／　 石一ブラレン．

雰に　 いて　やゆり　月K　 十五刀円t4　　　も～うけがれブ」

毛。

い匂の。

フ†・リャ　rう一ケラレン！。　ホンナン　毛一プラレン、

それ13　　匂うけられfJい。　　　　Eんf」bグ）　匂うワられk一い・

アー。　ヤッバ　＝］レ　サカマ　イキャー　ゴラェンエン　ア9ル／

ああ　　やゆり　これで　ラ㊧雇へ　府け［’｝　・・（β1つ」レそ円け　　もらえ弓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（tD　　　　　　　　　　　（’2）

んでぐから。　凌ら　やはり　　　　　　　　　牡くさんの　金・一・。

（㌦ン）ウ　∵筋・；∴；竜∴レ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ノ3）
カ　〉ラ・b7’　F’ソレー　ヤッハ。（駄蕊．

θ・　知らfiいけれどわイik　ii　や11り　　　　　　。

　　　　　　　q弓）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（’ケ♪

ホリャ　ヤッハ0一　アノ　カラダ’カ。　9ッヲヤナラノー。

晃れロ　 ヤ惇り　　　　　イ漆。・“　　イ達’豫f’6ねえ（劣彩け哲ど切。

〉　イヤ　9ッシ・マサブ　コ　コンナコト　ユーテラレルンニャ
　　　　　　　　　　　　　ゼメメイ
あ　い・くフ　修∵庫fぐη・ら　　　　二んfJt乙亀　言。ていられ6んブぐけ

ワド’　ヨワカッ9ラ　ヤッいθ　コイッヲe　イカレン。

認む脇・搦捌切伽つ（衛が，痴濾。ze籾f・・、。

イかレ’ンワノ　　ゥー／。

／i　，・NJいよね　　　　　
。
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Y

K

Y

K

Y

k

Y

毛一

bう

ンノ

の

アー　7一ア

ああ　ああ

つトン　イチネン　／ツテオカンナランノエ．

、今回　 ノfy　17　　脂・てあ・かfJぐてt7、・V・7　rJいんびす。

サカス害　evヲオカンプランノエ。
盃　1≡ζ　　　　　わら7て2ら・か’ずi＜て【才いtブ1’」：いんで・す。

　　　　7ノ　ヤンゾクデ　ザカズキit’

　　　　　　　勤糸亮て・　　垂がじ

アイ立－．

り・ら。

遮．気つトラ
　　　　冷昇

アー　ホー一・ケ．

ああ　 ’そり。

ナ　アカソ。

て精　いけ唱いe

イキマストー，

／／”1き3すとね。

　　　く　の
ホンデァ　　ノ

それて“（’2　　その

二iンン’／

；ナ卸（動続）

（17）

ゲ’ナ　ハ　」レ　ン〆　　　7　三

、・存fく・けろの　細彦’

　　　　　　“9）
づカス”ヤダケァ

盈てぐけ1つ

iiライナハう

いf（丁で’カ、fiぐ

　　　　　　　　czo）　　　　　〈）り
毛一　 ヵエ｝レトキァ　 タHン方／　 テー　 ニギッテ　ハナサンノヤ。

もう　帰る爵1くけ　　c・｝ノくが　手を　 才屋，て　　口tiさ存・・ん∫で。

一毛　ンつψト　ヲ・ントす　私上。

e　＃＄v　しtik，でY；　e葛て．
　　　　　　　　　　　　　伊争）
ア’ア。　　ナレ9　 ヒ，トワノー　ヤッハO　イ＿・サtr二．．

ああe　　　ナ貫れ仁　人けねえ　　・やゆり　　いいv・り。

ウ・

㍊デ亀∵；1嬬；。でウーン壕磁
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ぐ一

Y

K

Y

K

ン9つト　％ンニャ・ケ》ンニマノーf
しfc　t　tle　（今穿τり移いんτぐ？て蓄うんfぐわえ．

　　　　　　　　　（w｝
・ソiX’ @ プフフイヤラ！認＞o

［づり（iり・多人切かわいい・くフら超。

1す・イラ　 ワカイ　 ヒトフ　ホンネ　毛　”“’t

取て　老・・　人σ　吃ん酬く

イヤ　　　七一

　　　もういや

アー　イマ，

ああ・ケロ、

ヤ。

かい。

イヤ

いや

アーア

ああ

カアラプ

暗記飛’

カイ毛ン
い誓，）

5旛．．（

　ド

（蕩

　　　　　　　　　　　las）

　．イルッテ♪eンフ　ヤ
暮・・et口馴して／いるという老　しづ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圃）
　　　　　　　　　　　　アプハフンープー◎
　　　　　　　　　　芒ノう　（才工AIる♪乞訟られO’いjo、ら．

ワOイ毛ン’Vッ刀ヤソーt／　ウラ〉トコァー．

場い蜘づ・切rt一よ　　a…｝　t＝づ＠薦）しづ・

（Yウン）1濡∴t響∴

　　　　（功
ノブフ”ラケヤラ

油衆城やら
　　　ぐヲり
　ハマノ　　ヒト17eノ

Y

　　　く　

盗ヤラ．
白山やら．

≧禦の　　ノ（、fO　v・　ve、

　　Gフ）

　7カ　ンラヤマ

線　白山
’惨：留fさ。・（K

kウーン　　ンナ）

ホープ　ウ

吃うη’

　みんfJ

’ン’

ウーン．

ヒト

（kウンウ霧ア偏続

卸；。ラ払蹴ノ霧ヨ

　　　　1一’ジ，一7“レーノ　　eン1ぐ・ソ・ヵヤ。

　　bt〈らいの　　　箔口1かりプゴ。
　　　　　　　　がラ
　　ンず　七ント　シゴトンザ’かノノ毛♪
　　乏加勧柚ヒ在辛し盛りの指
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K

Y

下毛ンニャヴ　 ェレーワイノ．

pac’　bんfぐカ・ら　　　τくいへんfぐ’よ。

イレー。

んてづわ。

．乙土毛ン　払一ンの　タ・フがアルンニ・．　四一舛ソ
牲f功の　九手（幻の　クンフグあるんiぐ’、　　九身の
　　　　　　　　　　　　　　　（ら7ノ
ヲンブイ》7ラ　イプー　ユ㌧：／・　三ンつム　 9ンクヤガ　ソレ　マラ

9ン7t急r（ら　畑・・の脆　仕必む・タン7才ぐ0グ　イ醜苑
　　　　　　　　　　國）　　留♪
イニ　 いイソニ’ヤカ・一　 ホレ　ナー■　モ．9ント　ボーイト　 トソ

いV．　入るんrぐか”　　輔Kイ司も　馴くす馳に　t3・一いと　飛ル

；〆ウつll㌧∵鼎、1謀：：．o　〈フ

　　　　　　　　　びり　　　　　　がジ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いの　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

／ノヤ。　lxンプサイラ7レッ瓠ンニ，。
いんT”v“。　　　　t7し二“乞　　さしてく耗フてをうんで一す。

ラ　　ハう／プ　 ササント　　ァn・ッラ・7ンニャケ。

惇　　けしO窟」とうささ育“tく　彦っ■く弓んrで，ρ・ら。
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K　ホー

　　し勿
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　　　　．　　CiqS）二のあ仁り早口．　　（i　q9）〔ur「をコ．

　　　　　　　　　　　　　　　剛（h・「：「｝a・。「ゴ〕

　　圃芽爵り逸への韓輿のこe・tc糸車．　國

　　Q・の二う闇二え，ろρ・

　　｛ico2）　［　nondE　）　．

　　＠4）毛碕身性ズ望救．て

¢ゆ「前へ彦毒j意．

　を・2ノ〔h。ide〕。　　q・ヲノ

　　　　．　σノ・）道翼

隻3の遡彩。試＄申匂ホ奇町e

ゐ。　　（剛「馬入ワ9具・e如稲2・て剰く．

あり、η・つ凝a）易くの萄享でbあみ

男　て・・　o、つ　　街　零　　。

q隼2）（hσ叩keno「：1］

い。　　㈲〔wakaimOno臼

獣身Kr（うTでろう」と圖葱乞田あろ調チ。
◎今曾）〔hoidEr；i〕，

「あほでぐり経」とwど・ういう〃）1と著うのカ’ノFヨ月・イ司か念イムめよう
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∫∫もグ）プフ、，　　　（ノヶノノ〔nO「三〕．　　 （ノタ2♪〔n♂：〕．　　（ノζり一ノ応蓉疋しf二1フマ’、

意・＊・（i　7きり切”・　籾〔」・・　・t・，，　圃「g楕・の葱。

QffS）て・3i3iwa「：b．　Q与ワ）〔aic・・t・「♂〕．　圃〔n5　L　　ktm自己

の　　う　　f”すけ　き　　e　　　　　　　　　Q9。）地ヌO　．　　i？〈　≒婁　ぞ1ラ　；孝；　イ募三　町　9　　　　　　　　（y6り　　（　hon　』σ…9a　〕　．

q6・）〔」・tt　「a〕．　圃発告あ・・きい・　囲〔ヒ・rla：〕．　Q6ケ）〔h・

r・・　」・r・晒・鵜勧イン｝！一シ・ン．　幽su・k．Az希黎野

町。　　qg7）（n「o〕．ヵワ聯1鼠に暑ねるよう。　　qgs）　秀えt；グら、

、1・さいfbで言う。　　（1　97）翅ん．試｝市駁町。　yの藻野町と同じ白

歩地〔多にある．　　q7・♪〔n　「E　ni　k　c　l。　　q7n地乃。試；帝勾当原町．

塊マma　e内・前歩・

．一@147一



　　　　　あやべ　 たかつきちょう　かんのんどう　さくら
II．京都府綾部市高槻町字観音堂・桜

男虎藤佐収録・文字化担当者



A　収録地蔦しそめ六言t：ついマ

！　地唐，名

　　京秀戸府綾昂守函視町享観音堂’論評’

2　牧録・地蔦es概i観

　　亀視町・’EI・　s一回マ街柳・弱ヒ・錬へ約／えk・nA　t＞うじ掃、

　宏村イあゑ、交遍感不便で．国・鉄の．鋳鳩線の「梅・迫」（うめでの駅

　かり隼イ’八b。昭和λ8昇し、綾部爺し編入ざ碁》まで鳳東／＼N9　（c

　（ヒガシマ・．タムラ、約2・・P）（橘（一一（…17，。現在彊戸約ス4・

　人a集落2守マ。、今・回6〈収・録地墨停、）A高槻．町《桜し編堂《二つ

　伽」・宮ぞzsb。一本r道路でつ享が．マいて、津料呼も語群享んラA

　区刻と辱lvいと見うれ診。
　　県激ぼ、野老・禅浄バ多く、旧鳩豪ハuaK・全体一ゼ六か寺あう。，雇等ぼ

　震彦初、tくじ六根が筒視夫根の名で通．マいうしいう。　　　　　幽

3　収録lr、ナ壱；ON特色

　〈一一）　六工区・画上en位置・隣痔諦六茗1・の関イ糸

　　輿村三薙汽9近欲六ちの下畑的石ア究ヨし料八しゼ当該六壱σ、鎮巧一

1皮ち・葉どてr撚ゑ。地卓上A．名。〈、そA書琴播州¢画乞あうh可名とf

　純一τいう。翫略侍、ヤ・ざソそPtとおソぞ訴うう。禦丹／笈六宅し診得／

　一一・・（し奇い享い毛《，t・7x、ラ「？L・kT一丹下身し間dt　eL地⑦六言ぢ曳ナ1・、珊イ麦憎しよ

　く統（Sう（e’、・含自馴し借れ碁5ナち状屠膨即しマい5。その翠、体相

　蒔．レx千し述べる当諏六彦∫下記《う2．しう刀・がう）しがで3よう。

丸：二）　老韻上r特色

　《モーラ・表＞〉

イ
η
キ
㎞
ギ
．
9
－

ア
は
カ
㎏
ガ
酔

　
／
　
／
　
／

　
／
　
　
／
　
　
／
一

や
顎
癖
ゆ
塙
餅

才
9
0
つ
初
ゴ
併

工
，
e
ヶ
㎏
ゲ
㌍

ウ
，
u
ク
㎏
グ
醗



／sa

ザ
／　zax

シ
剖
ジ
酒
ツァチ

／　CEx　C　i

　夕

／七ム

　ダ

／　dat

　す

／　’na

　／x

／hム

、
＼
ノ

／しム

　む／＼

／　pa

　マ

／　mzx．

　ラ

／瞭

　ワ

／　wax　／

　ソ

／N／
　、ソ

／Q／

、
m
ヒ
㌫
ピ
b
ピ
、
秘
こ
＼
、
隔ノ

rl

／R／

ス

釦
ズ
刀
ッ
㏄

ヌ
煕
フ
㎞
ブ
風
フ。

Pu

ム
鰍
ル
撫

セ
肥
ゼ
泥

噛
し
弓

隠
ロ
m

ヘ　　　　　　へ

”／2．ソ3

争句。／
、　、、　　　、　」、

ソユ　ンヨ

　　　　　　　　　　

’ZJU　ZJO／

チュ％チ土

㊥G・cJ　e／

㊥脳

ム
マ
ム

噂
ソ
◎

hju

如

ニヨ／

nJ　o

tヨ／

hjo　／

｝ヨ。／

幽

鳶。／

MJ　U四。／

ソユソヨ

中d・／

一152一



c経者上・の特色》

（Z）　CSj　L　（O］

　前痔老縛し連統／rt現he〈う／8V／（EF・．主（・売卑層｛・おい一て〔0－」

し享b）tが多い、人しょ・て、？汽場・含しょ．マ、〔o一〕が現の縁

？一い＞Yeあソ、ゾうvう場・合・v・・うAと粥下し諺；う）X〆困難一ゼ毛

缶う。〕乎ずみし法則的ぞ享い。一～’あ5かう．〔G〕の魚価毛、文穿通ソ

a〔o］かりt8」しむ（う近いかし黒・斡れb千as穿で’幅；広く訊あうA
i…；・｝・ラ　〔つ恩・う。

②〔bコ＜〔の

○・・一一… @っ’ドeア　毛v・ソタラー…（3候つぐ戻。r・b）

mlう享のが閣か撚あザ，多く好守い♂う一であb。

③〔O〈〕〈Lzj

　｝れ毛多く匿2’いが、　スがワラノ　ミチダネで　ナイー一一一．」Pt＄

う享r刀ぐ聞かeL・f・。

④〔h〕〈〔S］

　「ヒゴ旧知ン．」（久子fん）し言い、「アラヘソ，」（あソ貯（廓ウ

し奪い、「不イテ」（そ（マ）t言う享ど、＞Aラ将か亨ソ盛んデあ

㌻ヵ三半足諺句のう・んしのみ1…見ぜっれ．一，般法則的ぜ呵一台・、写お、「ス3

を「フ」し謬う）bぼ穿ず享い（、「シ」e　S’「ヒ2VVう）じ毛ケ享

㌧’。ヒ VVすイトモタレデじヨカイア．．“（（♂うが』等いt．職。花んで

（，ドうカ、ts、♪ク・・Fラ（つあう一一一一六一で、　「“ノト」（入）、　t「．シトツ」（一つノ

・7Nようい茗う）とが遜♪導〉，ず碁う。

⑤母暫

　一声化’x悟す（r立的7溢国界や句しあう。

t「 ＝[ジ’デ’ス　カ。（明i浴ぞ一ずか。）J（プお、アう「ス．Aの・母音1鉱　明瞬1♂ダし

Vr〔祠であ。て「ス。・揃復の老飾％全し張ソ励一聖母ゼ憐・
アし．

⑤〔ムロ連、r母老

　相互同化岐旧い、一．般し〔1」母音将フ麦化ししくい♂うであう。T一・ち

く．携t貞パざ千例mJう｛・、こ＆ε」め♂う￥経・音バ、と・きど窒聞η・れ
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加臥1疑；一fべ窪イ憐乱〔。り託」（，1・貝く地名〉），〔。aε・ム田（おあ

い〈ん’＜人k＞）、〔一s∂しkムεde〕（～T．rかいで）

⑦〔oiコ連母音

　相互同化昏一い。「良い鳶『ヨイ．」であう．「エー．毛か亨ソよく聞DX

碁るが、「ヨイ」ヵ〈妻唇ラ彪3〃・まいちv・牙マー’歩、b。

②長呼

　「テn（血1、「ミー．“C実）、「ケーユしケ）Ptよう1・、茨通診で一老節

し茗うA乞看ワ指すb．「グーミ“（ぐみく甘物k＞）は洋純、享表門いξ7（

v’ごおいの＼。

⑦短呼

　「ラロタ」（咲ウち）、「モワタ．＝C買うち）のよう享短呼が優勢ゼ’あう。

t「

]刃」し算履）のfう享短呼蒔，穿哲一ゼある、

○刀キ（挿）；キ　ヨー　クタ　モレジャケード…㍉（泥男）

のよう享《は、促老r脱‘ヌ各でぼあbが、即効犀・bしてσ、看一母老の短

呼しイ以マい卜う。

《アクセレト♪〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　京飯アクt乙ソト＞f’　｛？．翼守bアクにレトが現，わ4ヘマ洋目i4へ5。二看

騨語《アクーtlz．ントしついマみb〃へし、7ちとえパざ、宮鶴￥・会詑の中し．

　チテニ6（し）、力タデ嘱で♪、ワラデ＼藻イっ、ゲ’タワ（千跡・蒔）・

　コマワ（独）棄悟1、エキエU駅へ）

　カワミタイニ（皮入ヒルモ：〈蛭℃）、タビハイテ（足俵ハイマ（今）

　ア｝し（有う）、プル。戎う）．キル〈tP　b）．マク1幅（）、

｛〈よう享働プ聞ρ・れ診．輿村武が「電導式誌とでれみの幡〉めよフ

守穿勇（をおずえマPt）Lヒ財わ鉢多。

　と）うで、）．め」う享アクセントの行享わ暮う反面、ちしえkガ・

　イマノワ（・令a・｛G）、アッタンジマ．

⑦の肋べ覗引戸ど闇商の娩ずうあで掃一コ鳳蝶六
茗のアク¢ントの穿純ゼ’盲い身橘がウかバリ碁う。

　当該キ疹彦騎士ず、ブう’有力享’面時、アク¢ソトであうう。そじて

それ感h詑のアクtLントのみ了うず、文アクtzソトじ七抄いラ乞）ど
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i

一である。文アクゼレト上．の特色碩向t／4、〈（あたソ〉ズの三噸があ

ずつれ♂ラ。

①後上がソ調そ仏一（上．昇調子）

　’匹ど幻ば
　　　　　　　　ノ
　○ソーデス。　（そう一で可よ。／

　　へ　　　　　　　　　　　　　　
　○ジョーズニ　シタ　アワマシター。　（上…劉烈rtあソ孕1たさ。）

　　　　　　　　　　　　　　○ボ’一シ刀ブソヨッタ。キ毛／　キテ。（馬子かぶ。マ汽～着

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て俗．）

め串うし、文ま二三上バソし茗い収あろ。）の上昇調子略、孫ちかそ、

文末詞k用いて哲九たか、《キう守ゑ現働果乞溌三塁b。頻用くr碁ゑ，

　⊃碁が、文床土Pt上じt実現，1マ、〔きソt’

　○一一一　ハク・巳ソ刀。　ノ＼イ・ソテ　ナー，　（白線ッ・ご貯いっマ柘・λ．。）

　　　　　　　　　　　　　　ノ　○イソ刀．シーラシーデ　ナーア。　しに1いう1いかラ忽え・）

のようび訴噸之ラrL見イみ。

②復よ一かソ調そn二（後下卓立ノ

多く文宋詞「ブユで民あくくみ参しおいゴ、ちとえば

　○ダカツキデス　カ。ア。　（し書ラ、奄槻、c’ヤ渓f、！ゼーアカ・。紹．）

　○マイニ・ナ　才ロシテ　七ロテソデスンヤ　フー。　し毎管下う（マも

　　　　うのψぺうんです二二。）

　○ゾメモ・ソマカ．『π一タソ…；そ　プ．　（調物屋かぐあったんぢよ将・♪

Ptよう〔気bt」の恒前《一老静拶’・アカく卓立マう、有ヵ宴型が深み。

　○ソエダケ　ノコソマス　ワプ・（多れぢ＼ブ記騰し残ソ亨すり．）

　○才ゾゾープレイ　ツレテ　マイッテ　eライマシタ　ブ’・

）う・・うza毛甚お、閥題のと〉｝で卑立して馬下餌マう哩レてf？’kb．

　あいくrつ）し悟1：、

　○コンンチワ。（初事そ一う二男♪・中男し）β幻マ7

しあ診〃へも、同じ文アク¢ソト傾向じOS　■と・f＝　t　thしみをでれ，1［フ、

　Qワタソノ　ショー刀。yコーワ　ア・ゾラ’デス　ワナ。

一で貯、〉仏復六卑立“型バー文マし二回お⊃っマ＼、う。

③疵統函乎調
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　上記例「才ジゾーサソイ～」　thξうぞ　高后の平うし連続、丁るヲζ

アクセソトィ嫁向忠孝乃一フよい。

　○ゴムノ　ナぴク。ツが　アル　ワアー。

　Oプー。才一イニ　アルやW。

　○…チョード　ノーη。ッコーエ　イットル…。

亨ど、蘭些し現むれう。語論上し訊あう仏芦秀目型て汚t吾、｝め文ア

ク¢ソト痩続、高網平し　享んラかの圏憂包有すうめであうう。

（三ノ　文1去JA特色

①文末詞法

　寒声三文宋芋貝一一（　te．「ナー∫ノr「ヤ．「エー一一．．非颪的文紫詞

似毎、「刀ゴ刀イ∫コ．L転威文f詞t（マ〈e、「ワゴワ≠∫ガプゴン・

「デ”「モレユNe　Pt他があ多。

　「ナー」ぼ、写η＼でぞ、当六言生野《柱：Z．そみ万で軽う、穿ハ文才詞

イ7K　b．）れ神使。マい》かぎ＼ノ寿ん（”　7物が言え多Xb　V・ち風伽

ueg　Aよい品位劉昂碕プう，・干＿ゴナζ∫テ巧免s・　／びr一一一ご＝ナi

の四纏め声調が訊あ叡へう。

　「／一ユ｛＃．外隼忙し苅マみsう写云的写物畜い1・使う、

　「ヤal翫「イケヤ。」の！う7勧励‘（1表現しあうわ撚ち。

　「エユは、零しえtゴ〉ズあヂうし用いラAb。

　○ジヲーブカ　シランガ　エー。　（志下DXしラをい刀く計え！0）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コノ

　○…一コレズ　キトソマスが　工。　（》れ包着てい守プが栂・♪

助詞「刀㌦のあしし立つの彦導しずう。

　「カa　“77イ」「コ．“

　綱いヵ・匹〔・訪相があ疹。「カ」の対峠品1仏を幅；広い。潔い・悶いし毛

でい毎い守悶＼・し毛←カ．乞働ヵ・ゼう。「カイ」σ、視慶の橘膨診っマ問

う文才詞イ’あ診。「カイノー一」tいう複・合砂毛多用で撚み。「コ」に夫

バ寿じ、・砧ヵ曲象し、しいラ〈1’う7、身内（〈冒千し対すb，ジ＜＜だ’ワ

匹・悶＼・）し曳かし’享っていみ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　○ホレデ’七　ニカ。ツーノ　ズワソーコ。ロヤッタ　コ。　（禿男→季）

　「ワ託盛ん（凋・・ラ土工で掃．男よソ拳々し多い、「ワち復
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・含形佑多用イ仏診。

　「デLe．？r層弓勢字文国詞であう。告知の文表現乞フ〈b・

　Q／・ヤカッタ　デ。　し早か。九よ，）

②敵轍法

　毛・Uも注㊧Kek　bのtif、「て」敬語法であう。

　○ホソマー　ソー　ユーチャッタラ　ソー刀モニ　シレソ・

　　豫んどし　そう　おフしゃ仏tゴ　　そうη・も　／仏享い。

　oヒトツキヤ　ソコラデイッテー　シト・アしヘソ・

　　一門穆度（atK　me．で砺≧し以ラ’かAうメ、。マあソe／享い。

助詞㌧て」診ドじヤ」「や」「で1す∫の」ぴど㌧で受x7マ成ソ芦っ穂綿活であ・

て、叡》親し彦兼盈てあうわで日導的萄く譲法一であう。灯〕右乞’そ他汚乞

毛）碁イケ寸遇可う。茨構想のヒれ診’うれう・し疹いヵ・フしマ〔守門、ずイす

ぎ’るが、常態ぞ鳳決1マ享いtいう、チ虫得の待遇無橘彦まくゑ現すう

のぞあう。男やしモよく用いみ。

　命令・勧奨の三章じ匿、千記AXう7㌦ナハし．，」「～プノ・弔ボあう。

　○＝コエ　 ムイドクンプーノ＼レ。　（）Aむいて／倭へご一て下てrい．）

　○乏・ソト　ザ㌧クバラレニ　カレカ。エテ　ミγイ　丁。

③イ縛弘法

　偉純シ去禽置足化し匹プが杉が、？’k’次のまうし訊あうPtう。
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コノ
　○ヅ3一ズヤ　でシニ　ネー。ソし格，タラ．⊇MLデス｛。

　　お一世締ビや享Uっ給え、そAほCめ）ぢ。7～栂ず〉そ一でずわ。

　○’コ・ソテワ　シランデコソアし一一一。

　　こちラ（子　知うで1ついう、プれゾー一一一。

④ヤ行・イ若便う去

　○プ刀。クeツ　ボヵイテ　ノ・イタ　…一。

　oヌズメノ　スーラ　サカσイタソ　一…。

⑤断足・表・現法

　rジャ」ザか享ソ｝く聞か碁診。同じ人の溌も中し，ジャtヤもバ並

iジ用・、ラ軽診）じ毛歩・う。
　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　 へ

　○ヨイ　　ウチジャ。　（いいお’塚享んだよ。♪
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　Q＼／一ぐン〉’ヤ　 ツH“一。　（＞fうプニジf㌔rσ）

⑮梼統液現法（得続助詞法♪

a下多一し、t「フーり．“バラ主目く碁うe

　Oケド　マー　ゼ＼／ソーナユー工一ソ　アノー　ドエライ　才マエト

　　フタワデ　ア・。テー　イキ　コッテー　イキー　シタ　コト七

　　ナカッタ　／一，不レデ七　ア・・テエ　ィコニモ　マシャノ

　　薫ップ七情エレアソ　一一…。（禿男う季♪

毛ヒ卜しが断足助勧詞「プーワ．の中止砂であろう。そ執が』、）こ幽ゼ貯、

「で」あ9、tf’ンが’。マは　A｝う享梼統磯下野，好β1ていう。並立助詞風

の、

　○一一一『プナゴワ　才アプラシー　／＼カマアソ　才トコワ　フクプソ

　　デシタレマ。

⑦ずう享の毛あうが．）Aしマ％、享みA並立表現とぼ趣と累し1マ

い多。　（一般．en並立助詞ヒ7tねt一　（子、いず撚かを選択写るの績・が陶あ

うと「謬わ4へ7いう。）

b．　「デ」

　）碁がか享ソor　〈聞ηあみ。　t「スクナイ荒（ナ2ヤη・り）、「アル

デ」　（sうかう）7ど、そのイ列しe多い。

C．　’ T　reイデゴサカエデ、“サカイ」t’バカエ．

　○　　マエワ　カタデ　モ1テヨソタサカエデ　イネモ：ナスルソデIL

　　　ナニ　　＝スルンデモーヤ“／タソ　・…。

aよう｛・・「サカイデ」「サカエデ」nS一　“く行Vわ碁b。

d．「ケード」「ケ’ソ」

　逆楊血統法し耀、「ケードxxが多い。　r多。tモ、文ヰし立つよソひ

｝勧煉訓・凱て，そぞへで文・仲止す錫含・修・・．

　○…八デブ　シプフク　キタソナソカイ　スルケード・

文末詞「アー」の下翼ずみし蔵しぼ、
　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　○…一ソラ　ユワンプーソケソ　アー。（そソやものしゃ享うん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼アビ低）

のまうしもつ）しが多い。
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の叙莚，態（刎表現法

　罐視熊・しヒートし．力漂いつ4k・be

　t「～ヨル」ぼ、回プe・継統下し毛名ラベ3液現法で、；9　b。

　Qクツ　ハキ＝ヨッテヤッタヤワ。　（eec　5し？いrtお・・で1つっで，ゼ’〔＆）

②禁止の張現法

　一段ラ古用動詞彦シ古用／マ集止めゑ現ちす｝ど、おとんしズ

　○…一ク・チナワ＼ノ　アルデ　タベア　＝ヨ　ユーテ　’“　”’　一一。

の手う〔ゾ畜う。「タベルア．イ守・、嵩じ1彦目ゴ撚み。

⑦彩）蓼動詞当用

　○ジプレワ　ケレコーアシ。　（白・／px　｛e健ノ象だ1。ク

遵体移し同じ形が終止形1・亨。マいb博・し注頃ず撚乱

⑩あいで’っ）blゴ

　㌧令θは・」t「コソニナワ。i（々ほよ〈「コレテモ・」／という、

「、今晩好dほt「バレアソマシタ。」「コ’ンバソワe」ブあう。

　○キゲンヨー　 モーッタ　 スフイ、　ヨイ　 ・ヨイ。

⊃鞠δ、鳥子夫婦バ庚。かの三士之マの、泥母φ「誇かえソ．ユのあい

’ざつであb。　（t「ヨイ　　ヨイ．i（e、「よか「τ5よガ＼フ7㌦。」ク、プ亀・。）

（k9♪その他

《地歩ノ還足め擢由、協力看『しついフ）〉

　煙管府の六言を．秀えうとぎ、そA4〈2？〈ZVいかゴ、京洛碕のケ壱ヵぐ

落ずヲζんラ三鼎・5・昇度の報告庶京秤守野外の一祀馬あオ宅bbソ

あザτ託《であ・1＝。亨御守しついでぼ奥彫麦あ六言とMソあ・ブ彦

い／、鴛Pそめマ閥必暑波乞毛bソあプ’憎い。で／あ芦ソ幻斗、度じ碍

’丹波を、52年度しσ奥’円一彼8調査報告し／うど秀λ．r・。ラ。｝：うど’綾締

守嘘劉ヘイ’当申（ゲ堅剛ず屍ゆ人ρ汽・うthで’、一円う皮至言調壱：じ耐更宜と

与幻ラィへ診一で訴うう。

　そ＾知人し貯、現単二ア函夜激頭、渋谷計二氏でSk。穿静隼備ガ・ラ

穿復の聞窓vソし至5？で、甑実親切び協力乞いあだ・・乱穿杁観
循堂一であ湘毒イ’叶、収餌：馬弓・でそ辛みJ〈室二降Kt㌻、格射《わ’也誌じ

7。f’．幾度毛の回復の咳問。・、終うしジ叡示千で。t’．ジ募該・esブ
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てaヅ観切2い7ち花しき、帰ソ1・匿ジ子，尾・｛・　．9ブ送，。てい匹73’〈享ど｛

rワ。

　桜一でめも古箔ラ後勉，信一氏蒔、篤象の人であ．マ、多’／七の中、表時間傾

極的（・残訓下で。乱ソ昂ソ｛・Leソ，げ守桝幽逸ちくfん・・ち九’い

て無編1π．
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B　表壱引しつv・マ

　別邸所指定の特号以外し、年報老宅二し仔、ン之のよう享露営乞用い花。

（卿　更　の＿R　貧
　　oド’コイ　イコトモ　フrモニタ　つト　一一一＋一

　　　Q　．一　．＠　T　一　v＠
　　　　八・ンソ、　　　　　　　　ハシルノカ。アー　…一　　〇マ

　　　　　　　＠○一一一　アーニモ：　ヒニッ、ソクシ

　　　　　　　　　　　＠　　一
　〇一一一　シラセルヨーナー　コトヤ　一一一

上例を用いマ以下説明すう。①・～⑤甑説明め匹あの稲赤・・所。

a、アクtソト表記
　アクeソト記号a犯1看。臼駕享呪象形’葱、商志気南弥二段の抑湯

za　u（そ兼柔し九のイあ奇薬線笥ク〈奄老であ乱

　守乱上例のOa！うじ、焔綜ヵ〈途て舛ヘマいう・aN　｛？，今麦労か烏音卸

位（ヒト」）力以前の葉者老野立（r　ns一　一a）｝ソt、でうしノ段南・・）

ヒ｝表の可。　（）の喜かうVれ（ゴ、結累レしマ三段簿葛表記（／7＞ヘアマ

vlう〉しし了診。）

』．呼気段器の表冬

　呼気段：露一「老戸の■ぎ碁しょってそ《前復乞限ラA　そ《中間し
（eと：ぎ塾tZ，・含tr　Vゼ老寒威，釜克Σ．呼気段落しいう。」（汲獅ゆ詩κ歪猪声

’学∂）一く？、δ6ず（z文ラa構造，し即応可うzL奪限ラを㌧・。むしう檎造

乞越二しマ白・往葬炊イィんあ診。禰、的立場か・ラt手，そめ呼気段秀《判

足｛・困難左おげんう）tグい子“（し♂イ’部う。　〈一t7　一’（7バラ、／全体b（

て見上場令、一気し溌考ゴ胚ち卸分、㌧・〈ラか区切ソか、ブんし溌音丁

記帳’聯分、あみ〉貯、、思秀あ整梶て多右あしいゴラ〈イ木曳丁う御伶7

＞ジの、おあ’チその判断’呼一でぞr診。花Aがその／う守盛観逓呈可う・・マい

あみカ・ラ、そPt状態彦一で3診ぢ、ア表孝す多）しぶ望審1刀うう。

　そンで、諦卸6（静相当♪し誌奪アひ間（わの表短と判断く、比軟
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的短い場念、一ず享わちし才レんど間あ置かず’〔・託亀・じ諺い杭ブラ暮てい

bづ易・含じ（印一で連結k（⑳A＞”》うρ轡碁）、vc，穀的悶の表・場合、

可亨のラ冒月うかし声乞てρゲて一イ木み／マいうb訊めラ撚う場・告し＞fア

彦宅己入（③Dど）うφぐそA）．（ア：ン。　そ1マ両看の貯1ボてヤ間し認めラ子へ

b場・含〔・・嶽「記号（＠CA　b＞う・くそ4・）し彫。

　）お〔・よ軽1ざ1明ラ刀・守呼気多隻落しG、・薦記号享いし〉印ゼ’区切ラ4〈

b一個写い〔二楓以〕二ひも齢｝痩，抗（二個以）二の場合貯（移アマ”連締で

asマいb）Y・・う）凄し守D．
C．一母：音西衆貯・キネ（ワk2〈、も乙

　・表呼一柏・分《一At）＆号）｛以吾及しヂ享いやや」長めの経老覧子・若嶺論的

し〔♂萄卑守煮や≠彦待ち守いと秀んラ碁5ヵぐ現裏砂専葦め精神乞貫い

て　〉仏℃ぞ花、でヨb拶＼ア朱記け～）。表考祷号《半分の線分で）

碁迄詐／／一・。　（◎のと〉うヵくそψぺ）

d，応三文守ど⑦張記

　「アー」トエー一　」「エンゴウソゴフン」『ホン」「ウ’一　」「ヘー」亨どの直音呼

徽妙で張記のくむつか1い。）碁ラ乞精蜜守老声記号し表記（／か琉「b）

zいeでほど隼墨守気祓守享刀・ラうと秀え、＼・ういち1主記tf・、享

い。類型化t瑛1型化（てのカブ表記丁’げじ止．ハお。

一162一



C　収！鋤み疹ク，概説

1　タイト1し

ス　出鉱無事9

3、録音易所

4、評し手

エ，望，蟻の身貢す3

　／9ク6よ『卜（日召考祥フS・／」キーつ　2ノ弓2λa

旧名碕南観町穿観老堂　ム皇二即氏宅

　ハ　ム室二帥氏　男　明幣3／斗生？A　諺業

　　　　表く村役場（ゾ勤あ，助役L勤あた。
B　山室畜江（ζ　々　明ラ台引靖・生？A　薙孝

　　　　二evkcA毒。油彩上杉町かラ修入ソ。

c　坂本アイ民　々　明おヌ7隼略穿林　雇蒙

P　坂季ヨシ／伏　々一明浴36浄嘘孕仏　巌’蒙

　　　　アイざん宅b親、igQ関係。

も、¢衆心環境．劔老オブく況

　同商務工期。’録音脇櫓良’好。一±地・＜嗣でA・会誰乞ビ願いつつ、結嘉

しξ妊聯碁しゃべソす（デブ、。’富ごエfん（e言｛丸子きで誌’1ぶソぞ魅力的。

声z・　4v　re／・・．坂本アイぐん暗、渤バ板、丁マ、溌坐ししくそう7・し）

うバあみ。一最与．長のβぽあでんぞあみ。ヨシノ丁ん妊、溌壱が’沈心的

少マか・乱彫巧ラ傭いえ・諮くっっ訓い．」隆ン即師手．
つ固めZソ幽し凍適し、外乎右で郁佐藤への解説右三役蓼」乞果

た．でA花．

1．タイトル　2、）2N　e　・・）う《衣眼

」2，　3、4，　8百　　e1、望！洛の紙ずき」〔つ旧（い

謡
え
5

タイトル　　・3、小学汝ど）どをPt遊ひご

13、　4日　　　エ、　2，｛＝同じ

録普環境

　途．中、B氏バ、蘇わぐ順いマいbaし気メ寸N・貿鶴．他1毎麦わラ

守㌧、。
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！．　タイトル　　・4、1）．ゾものおやつ

2，3．4八才　　！．2、3（つ同ビ

e、縁音環屍
　　欧呼野払1て訓イ・ウ。途軒、タト歩八極加納
棺でん汐ぐお茶と運んで豪語。Ftする。’7’武前国勢ム鼻であb。

i、タイトル

z、録音二目va

3、・録二心祷

4、諺｛i｝”

よ）ゾ毛のこ，う

　／976坪（昭和ダノ芽づ　λ月ス。日

記：締や繭視町穿祷　渡辺，1畜一K宅

　A　渡勉信一氏　男、朗ラG43隼嘘？4へ宏蒙葦ノくエ

　B　渡妃久6氏　々一六正フメ手生尋碁　）襖蒙

　　　シ隻セ信一6く貯、軍勝ほ別し（マ外ろ主歴守く純脅の土処人．。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヲ　　　渡鳥久子代貯、修一で’Kの夫人。ちおユ　福1和」へ7・ら看券が胚た方

　　　　　　　　　ぞ、純粋の土尼人イ＼守7い。耳ロで聞きtソし

　　　　　　　　　く・・と⊃うカぐ多い。

　　　司・会右激谷もてンで・く紆，土地人であうカぐ，∫手法バ42支．修一氏b

　　　　　　　　　従兄第泌間柄
　　上・記のジとくゼ’あう々・ラ、純粋の土地っ子で禿卑層しいんしガ億一

　　氏拶ザであうが、上記の亭う享夫婦の対諦そ・手ち、三体的三民村

　　寡、庭め診語生う吉の一掴ししマ看矩と秀フしラ碁うので．）二（・収録

　　文：写イ（・すう）とじ（ん．

ぢ．／録二王現・！録回状沢、

　r司、扉老佐藤（e，イ3うT一ジ、アう守ずいて聞くだ、帽烈ち．司会右の努

力で、か字ソうちと、ブで彦吉じ享っ㍑し／罵ウが馳、それで毛同序潅がい享

、ブ碁（を’：もつし白耀し2ゴううかz毛風・りなち。久子夫人ほ、お孫でんと

守ソ（守バラ時マ移勧で4〈kので、声vescik｝くマ聞．？・r　bソしくい奇分vy’

ヵ・髪ヂノあ多。お蘇でん⑦アーアーしいう声で諦声が消ざ碁》しンう毛

ある。
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！．　9イト）し　　6、塚六気ひ）と

λノ3、4ノぢC？　「次）ゾ毛のごう」じ同C『

！．　タイトル　　’ス縛婚当時5（⊃と

z，3／4ノぢke　　s、∠し同じ

！　タイトIL　　8．　＃一ソ・ク・qク・）ど

λ〆3！4縣　　　・k，6，7じ同C’

5　録老還境，

担当右佐藤しeua　l、渡迦k夫専幻曽洛でく渉アで盆、マ靭ラ・匹．

　そ6〈他‘ハ状1兄貯．凝し同ビ。

！　タイトル　　9、聖賢必主婦厨苦（み豪／み

文，3，4一，5tEF　「8，舞ソの日の〉と」し圏じ
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！．罵言の紘で？

盆tを

引

回
A
B

（

C
b
｝

（K尼フ

ム室二即
ム室易ラエ

坂本アイ

坂本ヨシノ

匡　イ講鰯

（性♪

冤
冷

女
々

男

（生痢

明ラ｛s／坪嘘書撚く司会役ン

明治≠ノ浄生ぞ碁

明浴ス7矛1主奪れ

明潅3ム矛修書撚

犬昂粧舳・嚇幽司

A

B

c

ら

。

　　　トヨワ

いク　酋熔

デケードワ
η・演ﾂ）いξ　その
　　　　　　　　ノ

ソーデス。

そうイ可わ穏。

　　　 ノ　　
　ナーア。ナー。

鞄之、　紐λ。

　　　　　へ一。ソラ　アソマズ。

惚い。

＼／一ユー

％ういラ

セヤ｝lyドー

f’；＼≠ゾ

　　A
ユー

　　　　　 　へ　　　　　 　ノ
　コト　ユヨータ　デ。

　＞L　も，｛い■一．♂。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　 ノへし

　アノ　ズ・ヨギワ　トモカク　アノー　クロタニット

　　あの　一於与岐好ヒ死かぐ　ぷρ　　窪，／苓ど
　（＿へ　　　　　＿　　　（　　　　　　　　（　　ノ　　 ＿　　（　　一

　　エアノチカイシンルイガア㌦ヨケアル
　　メ××
　　　　あの　近い　親類ηぐ　給之・むくでん島
　（　　　（　 ，．

　　・／ノ　ケーコー刀つア）し　デ。

噸向が　あうよ。

そソやあソ？可」。
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B

e

A

B

A

C

B

　　　　　　　　　　　　　　　　　し

ナー。才一イニ　アルヤロ。

卜え，。　’お’手・’v、1つ　一あるマいし♂。

パー。アワマ雨下

L才あ。　チソ斧でかウ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＿　　（　　　　　　　＿（　　　　　＿　　　　　　　　　　（　　　 ＿　　（　　　1㌦　　＿

トノ　ツケヤイガスクナイデソーユー　コトバカ．ソノ　ママ

■th　つ才あVlが一’可くマいっ・5、’そうv）　ンと1がが　 そ〃へ　？＃

（
　ノコノしソノヤ。

　　聡うんだ’。

フン　　ソレモヤ・ンー一…。

ふん，》そ杯毛方”←一一一一P

へ　　　　　　　　　 ノへ　　　　　　　　　　　　ロへ　　　　　　　　　　　 ノへへ　　　　 　　　　　ヘ
ハイ。ヨソト　ツケヤイ　スルト　ドーシテモ　ヨソノ　コトバフ「

爆い。　JY（と　つ守zFN　Vi　ffると　　ゾう（一（　Z　　ヂそm　　：〉湯ガ～し

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへへ　　　　　　ノへ　　　 　
　ナワテ　クデ　ヨソノ　コトバト　ィッショニ　フ’ッア　シマウ

　享らっ凹く珍かラ♂そ＾　）tしゴビ　Vっしy（・　享っr　　けう
　　　　　　　　　　　　　　　　へ　ヘ　　　　　ノ　　　　　ヘ　　　　　　　 ノへ　　　 へ　　　　　　　　　　　　　　

へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ

スクナイデー　ドーシァも　ソノー

f＜享いかラ　　ゾう1－1　Z　　その一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　へ　　
　

　　の
不ソデ

それイ’

　　　（　　　　＿　　（　　　　　　　 （　　　　　　　 （＿　し2♪　　　　　　　　　　　　　（

アーエ　ワタシラ　コドモン　トッカラ　ネー。エンソ’7刀。テラ

暦齢，　h＃λラ　〉ゾ毛の　　時かウ　忽九．　還，足！7いイ』し

一167一



A

鷺・（∵一）訊（三ゴで∴ζ（李就（宥

　＿　　　（＿　　　　　　　（　　　　＿（ぢ♪　　　　＿　　（　　　　＿　　（＿　　（＿
しうしタ　シト♂コノ　ナカタモ。ワタシモ∴ワタシワ　マー　＝コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ〆X
↓ヘラ齢一下　　メ、、　）D　♪’か開毛。　わη1毛、？つちい子　守あ

　　　　　（　　　　　　（　　（一＿．　　　＿　　＿
ノ　ココニ　ウマしタンヤ　ブイ、ソコカラ　キタンデスケド　ミ
yXX

　　⊃外し　皆誉れ物々じゃ？”　kt　tそンかう　rk＃k・ですワゾ　み

　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ナ　ココニ　ウマしタ　毛ンヤデ　クロタニー　エレソクニ　イッ

7　））し　膨御へお勧拶ヅリ圏谷へ　　魏旧い　竹。
　　　　　　（＿　　　　　（7♪　　　　　　　　　　（　　　（　　（8♪（＿
テ　コーシテ　シテーワ、デ、シャレシャント　コー　シテ　ナー。

〆で、）o・ポう（・J　しイ需、　イ、　L却ん（？ん■　　）う　くマ．毎え。

　　　　　　　　　＿　（9♪・寛＿　　　　　＿＿

（＿＿　　　　　　　（＿　　（＿　 ．＿＿　　　　　ヘ　　ノ
　イケヘソデナー。ンナイケードナー。峡♪

鍾好うしノいη・》・・かう海λ。泡へ百等い、伸ど轄之。

　　ノへへヘ　　ノへ　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

ソデ　スーッテユユー　モンデ…　ソノ　トロトロノ　アノ　ザイ

そ撚一ぞ　壕vいク　　　物で’　　々の　Nd　lうどうA　あの　材
　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノヘ

ソヨー、ゲンソヨーノ　トロケター　プカエ　ツゲテ　本シラ’コー

齢　 原料グ　　乃・彬　 坤へ　ラ物恥そけ払
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ　　　　　　　 へ　　　

ヘシテ　アノー　スキアケ。ルンデス　ワ。ソし才　スイタ　刀ミカ。

まウレあのう　可3あ・ブうんです♂．　　そ撚乞　でい芦　紙が
ヘノへ　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　

132Bk　マト毛ナ才ソアジテa一シデアカ。ッ乏＿＿ク2」，二』二

　　　身しもマ　　同ビ　　調子で　　あウぐ。イ　くう
　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ソラ　ムツカシーデショー　ネー．

そ軽貯　むつヵ・｛㌧・一で｛亭う　漂え．。
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石

A

五

A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　示デー　テーノー　コツダケブレデス　ナー。

ぞ休イ　矛の　　〉つぢY守んで’i；’帰え。

　　　　　　　　　　　プ’ル未ドー。オ’ソーアノ　シコ。トデシ宏一。

7珍曙ゾ。　　’々の　　イ士學で〈fラ。

へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ウソ、才ンブノ　シプトデス。ソレか’ソノー　ジューニサソカフ

　うん、　・々〃へ　捗薯イ’一三。糎失が’そめう　　ナニ・三・かう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　ソレオ’才ボゴ＝ブンダ’ラー　エー　トシガ　モー　ノ・タヲ’ニモ’

　　そ麻多　あ’しゼえ・v吻・・†ッラ　チ・あ　3Ei一・Vぐ　毛う　　二＋に毛

万初ラ（露万ラ（騨瓦。（三一（つアワア
　亨，マかう　三物じ　衆一初・ラ　おげ九う　　し・・う　〉し貯　イ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
キソ・チ　ユノヨナ　トつデ　ムカシカラ　キソシゾァッコソ刀θ才

窒雛電　いうぎう享しンうぞ、宿かう　　逗親告掩が　　多
　　　　　へへ　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　げ　へ　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　ノへ

’1、踏㌃，隣；≒適量詞㌧㌃ウご∴

へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　に　　　　　　

、∵りジ霧1三烈㌻㌧孤4タ多⑦一㌃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　

木一ゲンテキニ　ソーユー　トコガ　ノつ・，トルソデヌケソプ「一。

　三宅的（：　　　そう、ラ　しンうゼ　残ヅマv多　k’て’育・プど綴2・・

　　　　　　　　　　　　　　　　 ノヘ

アー　ソーデス　ネー。

ああ．　塊ウイ㌧ず紹え。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

9・／トノ　ツケヤイカ。スクナイモニソヤ’デl

　Jそ■a　　つ3あ㌧・が髄f（守㌧・毛の杉唱かラ袴・
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A

A

B

A

　　ノへ　　　　　　　　　　　　　

二乙一　 ト：コロ刀。　イーv　e宴？

％う・・ウ　酢が‘　㌧・いイ可。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　

∵…A鶉鶏≡→ll｛／£2｛i一．flζ浩，濫覚

へ　　　　リ　　　　　　　へ　　　　　 　　　　　　　　　　　へ　　 　　　　　　　　　　　ヘ
タンデス。チョード　アソ：コヤッタラ　ヨイヤロケード・ソ　テユー

い73んイ三振　ちチうガチ・塗ン杉ちあう　ぜい芦”ろうヅ碁かし　eっイ

へ　　　　　　　　 　ノへ　　　　　　　　　　　　ノヘ　　　　　　ハヤ

アッ、ソレワ　クロタニテ　ユー　トコロ孔

あ瓦　そ碁ほ　三三レ　　・ウ　哲’享んゼ可扮。
ヘ　　　ハ　　
ヘー。　ソーデス。

貯。・　そうイ1すe

　へ　　　　　　　　　　　　 ヘ
ココヅヤ　ナイ　ワケ。

））じr　　守。　わvプ（イ㌧ずか）。

　　　　ヘ　　ノへ　　　　　　ノ　
エー．ココヤ　プ’イデス。

　し　　へ
又ス・・　）ンじ￥？・一です♂。

　　　　　ドレグライ　　ハプ’レトルンデス。

ゾ碁ぐりゾ　　鶉多碁マ・・うんですか。

　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

工ニチヲットデスワ。
九ん，　ラぜ’つと一で牙　の。

へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
ソース　ネー。ジューじチ7・ッケ’9一　ハブ’しトソマスデス。

塊うイ写扮え。　　一ヤーヒげ＼丁　　　　　七三！ておソ穿ヲーゼすよ。

穴＿。

悟あ。

　　　　　　　　　　＿　（　　一　　　　　＿（一
　　　　　　　　　　　　　ムラウチナソデスケソ　ナー。ズナジ’：コノ　ヒガシヤタ／

同じ　）a　　東／＼田a　　肇「内7んイ万げゾ　佃え，
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B

彦

B

B

C

＿　　　　＿　　（　　　　　　（　　　　　　．ノ
未一。ココワ　サクラテ　ユーンデショ。

憺う。　）〉し才　「桜謎し葛うん一で’（♂。

イーエ。ココワー　タ刀ツキ、

いいえ，　）ン守　　ヒ亀槻ユ。

タカツキ。

為槻、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
アッ。ココワ　タカツキデヌ　カ。

あ。。　＞＞、を　烏槻！ゼす　カ・。

　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ

タカツキデス　カ．ブ。コノ　キヘソノ。

「緬槻〆享人て”・す身a。　ンの木廟の。

　　　　　キヘレノツキ。

未廟の　槻，、

　へ　　　　　　　　　　　へ　　　　　　 　　　　　　　　　へ　へ　　　　　　　 　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　 　『Fルボドー。　（Bバー。）　エー。ソーデス　カー。

亨うし穿ガ。　　　　　　　　そうイ’しずか。　そうそずカ・。

　　　　　　　　アンタ、才チャカoyメルe＝ヨバレテー。

あん一杉，お係ヵぐでめるめ。召1；あヵぐフて　（ラ♂ラプヲ’V♪。

　　　　　　　　
工一。＝ヨバレマス　ワ。

k2ir　v　ie　v・杉乃1’を言すr）。
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ラ1記

（け

〔λノ

。3）

（4）

（ぢノ、

じの溌も、塵複（ズ聞か撚て二

B冴．外乎1右し対1マ、じ8ビ窃、

勧1で1。

cを循（てΣラ言，た．

ン」へ「ネー」　をイ吏ラ。

レ2．指1ゴ）うもった。）Alあπソ、壱い／急・v’一ゼ文右争整の鯛ず

te）上杉町蒔高硯町vA東六’じあう。そ〃・方彦循〔マ。

（の

く2）

c9）

「そ1ベゼ’」しいつ1孝ど’9〈煮・。

を振ソ乞｛享がラ。

「ティ・／トイデ・あ煮・≠詳。　「ちんb置いて」が？
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　　　　　2，こど’毛のこうの衣4浸．

認／を

　（略　号）　（氏危♪　　　儲生♪　　　（崔年＞

　　A　　Jへ室二六　　　男　　　明ラ台3／t手塗穿4べく司・会役7

　　B　　ム室冨シエ　　　k　　　 明治4／卑1圭書染へ

　　c　　i玖本アイ　　　や　　　 明裕スク斗生孝哲

　　D　　　I反本ヨシノ　　　ーケ　　　　明ラ参3彦卑生宕れ

　　（E　佐藤虎男　　男　　派正／5剤招牲・嚇キ舅意・）

コ　
@　　　　　 ヘ　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　 ノへ　　　　　　ヘ　　　 ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

キ毛・／一デ　ソノ　バカマモ：　プ’レニモニ　ツケズニ　キモノダケデ

呼物一で　　　そあ　　袴㌃　　　亨んしモ　つVrr ずレ　　諺物ゼゴマい

プ。

プ、

へ　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハし　　　　　　　ノ　　　　　　　　

パー。ラrバLチで’／丑　　ソー　フーンデショ。　ミす’。

、緬．お’ばあちゃん乃　そう　守んイ’辱、みV。
　　　　　　ノ

ソーテス。

そうぞす♂。

ヘ　　　　ノくり

ソーデ回

そうイすよ。

　　　　　　へ　　　　　　
ノ＼一。　フヤト＝コモニ　フヤ’ソフーe。

崎あ。　　二毛　　　1を毛招了

　　　　　　　し　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　 へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

才トコノコーワ　ポソデモ　　ドヤロ。ソ　ドコヤラ　ポドカラ　輸才
　　　　　　　　　　　　　　　　メ　
　男σ、子噺　　　　そ碁イ毛　　ゾうぞ（♂．　ガムあ乖．ソ密どかう
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A

B

D

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

トコノ　コーワ　7．名。x8’フクヤ　ナイ　ワ。アノ・バカマ　パ

男・《　身百　　服彦矯、　服じゃ　翫・　の・　あの・福　　峰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キグシタノデ才ナゴノコーワー　アノー　ナニ　ソソヤー　マー

窒淘ぢめち（7・’マい　　ka景tま　　　　訴のう　　守し　　そ　4・〈　c毎　　宕あ

ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　ヘ

　フ7ヤ　ナイ、バカママケードー　ウ　ウンブシ　フクデワ　ド
　　　　　　　　　　　　　　　　メアメ
　販一ti　Lff　写い。　裾プず、す碁ガ　　　　　同（　　帳でt守／ア）1’

　へ　　　　　　　　　 へ　　へ　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　コ　　　　

もナラン・鵜バカマデワ　ドモァランデ：才プゴワ才プゴラシレ

うがの診い、　　篶イ鷲　　っジ’うヵぐ兜いヵ・ラ　！ケ好　　1くrウい・

　へ　　　　　　　　　　　　　　　　

　　ノ　　　　　じ　
命職綴鳶■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

｝　　パηマジ’ヤ　ナイ　ソ。シンシ物一ゾプンワ　キ毛ノバーッ
　　　　　　　
一一 @　稽イ冨　　恥・の扮。　尋導61営秋♪時分G矯物ぼカッ

カソー一一〔笑♪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　

＼／ラ　キモ⊃／バッ：すソイヌ。ウソ．

断ソや福物ばがソィす♂．　うん。

ヘ　　ノハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　

ウソ、パンツナー　パケヘプソダデ　ナー。アンタ。才コシデ

うん一・．ソツVど熔鯨叡’肋＼ワちかう　tak。あんち。　Z’》（イ’
ヘ　　　 ノへ

闘プー。デルモンデ（宴ノ

　　　　　　一晩え。　訟》＝もん万いかラ

　　　　　　
コナイダモ　ウンドー刀イニ　　　　　　　。

⊃2’いブ’毛　　蓮・三明念し
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c
・

s

0

B

　　　コヘ　　　　　　　ノへ　　　　　　 ノへ　　　　　　　　　　　　 ノヘ

モー　ダソダソ　　トシガ　ヨル　チュート　ミンナー　才マイラー

モう　r一．’んブずん　 耳・ヵぐ　《Fb　し・・うb　みん享が　ヒiP”　＃kう

　　　　　　　　　　　へ　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　

　ヵ㌧コー　ドナイ　シテ　イヅケマッタソジ》　イナー　ユーア

　学才へ伽」うししイ　行。πんち㌧㌧・、（一碧の」t壱。マ

ノへ　　　　　　　　　　　へ
標∵し∵粥㌃（β㌃ρ三三：

　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がヒも

ワタシノ脇ツ才石ワ㍗。（βπ一のワタシイマ
　わ拶〔a　　一一7わ’し寄覧ンし〔8　・博λ，。　　　　　　　　わ一斗1　／今

　　　（　　　　　 ＿　　　　＿　　　（＿＿　　　　　欲♪
コンナ　ア／一　シマノ　キろノ　キト1レケード。

｝ん7　　チ・のう　縮）m　　渚物を　彪マう、7’ピe

　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

テーデ　フrッタバツ2砒シーてほエ　 （宴）

　h一　r（“　　斧翫・7しぼ諭ソでり㌧！著っゴ

の　　　　　　ヘノ　しへ　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　ヘ　　　へ　　　　　　　　　　　

ヘー。コし　ムスメガァノ　ツネニ　キー　ユーテ　そテマア
x守N、。　＞4へ　！lt？〈が’　　　　不断渚（っ矯♂b諺。4　彿マ穿イ

　へ　　 　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノヘノ　　 　　　　　　の　　　　　　　　　ぐへ　　ホシテ　コしf　キトソマ又フプエ。コ／　コンブ　シマフr。

　そ（て　　＞4へ彦　箔イい噂すかぐ幕。　＞en　⊃kげ　緬捗a
　　へ　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　

　　（石て尻）弘ζ嘉㍍コ弘逸悠∵蒐で
へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ

参ソ宥∵■㍗訊♪そ諸霧ニノ緊擁獄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ

タ　ヤッノ　コレワ　マー　ウー♪レマケード　ァノー　モ’メンデ

花　をのの　）囚岳　穿あ　ウールガ、脅～ど　あのう　木御イ’
＿　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　 （　　　　　　　　（　　　　　　　　　（一3♪

㌃。（％却斐ζ認吃㌢駅彦77鳶㌃
　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　ノヘ　　　　　　　ノヘ　　　　　　　　　　　　　ノヘ

ハ　アノー　パパ馬木シァ　アノ　ブソデス　ワナ。キモノワ
×XX

　　・あPtう　．’毎が紹。　》そ〔マ　てあ・ク・　亨んイつ’　わ，F。　多毫期し2’
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A

c

B

D

B

＿　　　＿＿＿　　　　 （＿　　　　　　㈲　　　　　（　　　　　　（　　　　　（
マー　ヨツミヤデデキルケ滋ソしカラ　カバレモ　ソしデシ

身あ　四》昇拶かライ萄げか　それか・ウ　かば刃㍗　そ払マい作フ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

テ　ネー。ヵバソ　ユーヤカ　ずツノー　ユーヨ▽テ　ナー．ナー

’て　毎え。ヵ・ばんし宅うのか　雑嚢　㌧く；。忽、ゴ　梅え、忽え・

ノ　　　
，ア・ヘー。

　　田い。

　　　　　ノノへ　　ヘフルシキ　ツ　イヨッタ　デ。ウチラ。

風呂敷葱　按。マいあま。　　む花（πち。

　　　　　ハし　　　　
フルシキヤ。モトワー。

風呂藪ぢ。乃h8。

　　　　　 　　　　　　へ　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　

ウチラワー　フクワ才ナー。コーシテモーテ…一一

わち（2ラ　｛6　黛乞　　魯え、　）う（■　毛うべ7一・一一一t

フルシキ　コー　才一テ　カサ才　コー　サゲテ。

風呂，敷乞　）ラ　負／r　弁彦　）ラ　ィ、デマ。

　　　　　　　　　　 へ　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　へ　
ホテ　マタ　ゾーン　イレル　フクロモ・　ソ／　／コソデ　シテ

そ1マ　穿プっ　算履乞．ぺ躯否　　俵b　　bu　　残ソで’b　しマ
＿　　　　　＿一♪　　　　　　　＿　　　　（　　　　（　　　　　　　へ　　　　　 ＿　　（

モロテ　マレダァノー　ろシモ　ァノ　ナレドー　モニッテー刀レ

tら。イ　＃f・；・x　あ・〈う　Zke　チ〃へ，　守んか　　埼。マ竹か紐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　

ナン　トキプァッタァ　ゾソフプヤブしルユーデ七ッテイッ
・ぎ耳ラ躰・的齢力ぐあ。ナ・ラ　律履が　破4・み　宅ラカ・り　竹。マ　竹

へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ

テソコーモ＝アソヨッタケドワタシトコワ　ヨー　ツクッテ
く　　　身七　　・あ。イ’づ毛めぢ’げゾ　わマ～ししこ縣　　まう　作う撚

．＿　　　　 ＿　　　’　　　　　＿（　　　　　　　 』＿＿＿＿＿＿　　　　　　　（
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ロタラ　ノ・イカラマ　ハイカラヤ　ユワレタ　ブ’一。ソーユー　コ

＝をラ・ブ3う　ノ＼イプフラr・」’　ハイカラァづじ宅4つ撚プち栂九e　YcうN・♪　）

　へへ　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　
ヘト　ヨー　ナポ土トル。ワタシ。

L葱　まく　わ民ざえゴ診。　のお1。

D

B

D

B

ワタシラ

のち〔うは　甘え一一（k；f．カ・ラ

　　ヒ

ラ　ズクソムカエ　　峡）

ラ　送ソ迎ん

ワタシラ石ヤ。

わ杉⇔毛一です．

　　　ノへヘ　　　　　　　　　ヘ　　　 ノへ

才一ア　モロテ。ミンナニ

アマエタマ・ンタノ＼カイ
（14＞Aww　．一”　x－x一　A　一
　　ロクネソマデ　ユキャ　ブヅダ

　　　ナ亀節穿イ　　雪が　　桝。で・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　ワラワしモ：ッテ。ヘッへ。

（卑し♪賃。マ毛ら，マ。み々7し　笑め牲亥の軽ヒて。　し守は。

　　　　　（　　＿＿　　　　　（U　！i？一　　　　　　　　　（ノ　　＿

ワタシモー　才クソム回忌パラシチマ・。タレヤ　デしニーチゼ／

わ花／毛　　送ツ迎幻き　　　　ち々イす，lf。　　　兄ちゃん・
　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　べ　　　　　　　　　　し　　　ヘ

ト　ア・エーチャソト．アサ　才クッ．テ　イッタ　モノワ

ヒ、あ，栄巧やんL。

　　　　A
A　カ㌧コー

嗜萩へ

イク　アノー

行（　あの、

動　送。マ

ユキカキデモ

傷か才イti

一184一

行。γ㌧

アノー

ぷの．

t」　aN　t　1；一

ムラデL　カキ

峯寸で’　掻v・



　　　　　　　　　　　　　　 　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　ヨ、ソタソデスケソ　ナー。イマワー　コー　ミチ　イ・ソノぐイ　キし

　　一1　x、杉毛ρイ’オゾど　毎え．　冷仔　　）ラ　　蓮　　い7tl；Oい　守MN

　　　　　　　　　　　　　 ノへ　　　　へ　　　　　 ヘ　 へ　　　　　　　　　　　＝ニ　ジドーシャガ　トールヨーニ　ユキパネ　シマスケ’ン　ナー。

　　いし　二二鼻バ　　通冶♂うじ　　雪（才姶　　k昇でげゾ　vaA．・
　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　 ノ　　

　　毛　マエニワー　ユッカキニ　イ・ソテモ　アソ　トールダケシカ

　　審う　ンx前し匿　　七竃蚤ぎじ　　行バマモ　　1あの、　娩診ゼ、ア〈か

　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　ノへ　

　　カカナレダヌ　ワナ。

　　二軸・才か，でクーです，r姶。

　　　　　　　　　　　　　　　　 　
匠　アー、　ソーデヌ　カ。

　　ああ、　》そう一で伽ずカ＼。

　　ヒへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 　　　　　へ　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　

A　ホデ　ソコー　モー　クツープへ／ツー　モノア　アしヘソシ　ゾー

　　そ胚・でそ）U　毛う　蘭62’どしいう　　e’d〈薩　訴ソ田曳セ・・1算

　　ソ（天イテエーラビ寿〉痂二（7ニノ（澱テ符テ（

　　履乞磁いイ　　　足下め　　上レ　　葺履乞　σいイ　そtマ
　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　ソノ　ヘンデパシッテ　イキヨッタ　毛ソデス　ワ。

　　その　へんイ幽’走。イ　行。ゴで、　物イすよ。
　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　

B　イゴキモ　ド㌧モ　セン。

　　蜘客毛　　v’）e　いrい。

Dスソカ”アユキ・ニツイテC笑）
　　’裾が＼　あ　　零〔つ　一フいマ

　縁＿。キモノデ＿

　　勾え。干物イ『

D　　三キガコ〕藪4魚テ』，コノ（ヌ万言；三キニへ

　　　　　　雪が　　）ん守ぢ’モん・πかう　：〉A　裾が　　　　灯し

　　ツカエテ．

　　つ汐＼メぴマ侮。

一185一



C

c

　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

ワタシラー　モー　シモ・マケノ　ショーデシタサカイデ　ナレデシ

　わ杉いrゾ三三ラ　鶉やゾの　　，陣ぞげ㌻カ・ら　　　享んイ（

で嘉線謡π9∵『認∵髭ζ存∴（1卿

］．　7fアノー孔デ拶↑晒コ（7ヲソデシタX7・ee（蔦タ（

s8（　一（あのラ，享んでげッゼ熔秋へ鍬んイ（1吻∴そ彫ラ
　　　　　ム　　　　　　ヘ　　　　　 ノ　　へ　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
シモヤケが　モ’　じドイ　コト　タダしテ　ナー。イタイデシタ

　賜や・ブが　毛ラ　ひゾ〈　　　チ・ぢ齢マψ仮・・　漏いイ｛τッ

　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　 　　

　軌　その、　そ替でやラ　浜の、万弘吻　呼じ　ノ更．　つ・
　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　

　㌘1㌃：（石乱り∵∴狐，諮ζ㌶著
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　キ。シマシタ　フ’一．

イ籔旨（T一．　韓ん。

へ　　　　　　　　 　　　
ソーデショー　アー。

　そう一でlfう　（e　／．。

　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　ノ　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イマデへ一。イマデワ　アソマイ　モンデスケソ　ナーア。（裳ク

tれ・。　冷・ぞ蒔　Vv　　毛のゴ7ゾど　　侮え。　　　／今で
　（＿　　　　　（＿＿　　｛1　6ノ（＿　　　　　　　　　（＿　　　　　　　　　　　（＿

ワ　ホソマニ　ウマイ　モンジ’ヤケード　ナンギシトソマス　ナー。

t／　博んとし　”El　v　　　　　　　　　享移儀・〔〈㌧・　？t可　4〈？・　i■。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （
ショー刀。ッコージダイワ。

　IJ、守旧時イ《．崎。

　　　　こ／ニモ　プ’ルンジャカ覧

　1ワ毛　　を「うん・だ’カぐ。

花のち辱、ずd〈とノ

（P 唐P．1）

帳）

一186一

モニー　ノ・チジューサレネ

先う　／・イ多卑



A

A テ　モ：ソペー才　ハイァ　イクトー　キε／カ。スソプ　マトマソ

イ、毛んへ…とし写・ワ行くし　三物バ　・裾が　乳劉
　　　　　ぱ　 ほ　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

了ぞ∴ズ素陽∵／∴9陶ゑζ『影」
　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　

か縞醜∵㍑誘酒㍊ζ∴段・（仁
へ　　　　　　　　　ロ　　　 　　　　　　　　ハ　　　　　　　　 ノヘ　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　一187一

　　　　（　 ＿＿
@　＿＿　　　　　　　　　（　　　　＞1＿＿　（＿＿　　　V　　　 ヘ

ソしカラ　トチューニー　もソペー　　　　　　　　　　　　　　　　　チューノガ　デケテ　コレ

乃助・ラ　途・1’じ　　Zんぺ・・Lx．・’＞A・X”イ惣、）必
eン・・e・一（ d」ワアーノノコノ㌻がシ汐デモ（肩ギ
托んべい　し・・う“〈峰　あのう、　ンハ　東ノ＼旧ぞ毛　於与攻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ

　ホ刀ラ　クロタニノ　本一メソノ　シトワ　アノー　トシノ　イ

　そ拠か・ラ　黒，洛め　　六面の　　／＼ほ　あのう、　阜あ　い

＿　　　　　・一一＝一……　 へ　　＿＿＿＿．＿．∠L＿一，　へ＿　　　　　　　　　　、、
　　　才ンフー／　シトε　：才トコノ　シトと　ミナノ＼イトルンテ，ソタ

つ「杉　！をク、　　入モ　　　男、《　　入モ　み享　再㌧、てうんで
　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

ス1アン　ナー。eトカラ　ハヨーカラ　／・キヨッタソスケードe

す＼てガ　％i．e　毛しがら　昇くかう　　1ぞいマい匹ん・て“ずげれゾ壱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　へ　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　
コ／　ヘソデワー　七ソペー　テユもナー　ヨッポドー　才ソー

跡　へんイ博　毛　べいし・う毛創チ　お孝ど　　髭く
　　　　　　　　　　　 　　　　ノへ　　　　　　 ノ　　　　　　　　　　 　　　　　　へ　　　 　　　　　　　　　　　ヘ

プッテかラ　ノ・イ・ソタ　モレデス。ソシテ　コドモンと　ヒンペー

亨・！てかう　　貯い7’てr，　毛の享んでL’可e　＞烈て　＞1ジも毛　モんべい乞

　　　　　　バ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハへ　

ノ＼イテ　ガレコ　イクヨーニ　ナソマシタケン　プー。

臨質　鴬枝へ行・抑し享ソ穿け・鳴ジ舟メし。
z・T㌃ζ：三募（＝そ：　　（A∵㍍一　）　　こ㌃う伽♪．

　ヘ　一一一一　　　　　　　　　一一∠L一



い　　　ヨ　

フ’ノニワ。

うし（奇。

注記

q）　「デス」のteスJηぐ「づ’」し：近く聞》え，う。

｛λノ　｝う畜い享がラ、老物か霧i元δひ．Lゴ。　ft，見一。多，

（3）　「ネー」包老おうと（一て、tig）Y一〔2’・ox「プ’・一一」声ぐ歩花ブ・〆、、ラ島じ

　，f＞4〈｝う了（〔nεDj）者しEっ彦毛ρ、か。

（4フ　f「ソし刀ラ“以千数諮宮戸ほ笑い》がウあ溌も．

（勺　「マレダ」をカ2．｝Mて一段商ゾタ匹で。

C6♪　「ヘラコ」略、　LeまA享、・1ヨ和一下鮎。

（7）　t「｝アナソテ　ケアソテ」、：カ8Lあて同線的じ。

〈s♪地名。上筒井の噺寄蕩。

し7♪　）〃へt「ダ．、断’超．助鳶力尽走・ちがい享いが、地）tしゴでσ写い．

u・）　「ロ・ゾカゾ・ノeユx宅。マ、復あてヒロッ刀ソソデ」し落㌧・写お

　でtンろしそれを簡約し画調ρ＼ア乞聡いヵ・メしん。

Ul）　v道ゑ」Zt「ミチダネAじ宅．マいb。

qズ♪　｛i’穿捲、凋nあ7らソを指泰1て。

（’・♪「 Lシカ・聯分養・耕律
し14）　「アマエアヨ・・タバカイ」aっ毛ソであうラ。

θ3））ひ暫分も幾嫁不詳。

（1ω　t「ウマイ」〈e、｝）ブしe，「壕了．の煮・。「ア・／マイ」bvsラ・7｝が’

　す（ご前しあ。右力く．）胚毛同じ言希。

一188一



3。　、1ご学夜と〉ガ毛の遊び

詫く　5・

（丁丁）

　A
　　B

　じ
　　D

石

（氏　，名）　　　　（柱）

ム三二郎　　男
ム墜葛ラエ　　サ

坂本アイ　　ーケ
坂本ヨシノ　　ーケ

ィ三篠山男　　男

（生浮）

明潅31浮言7va〈司・三役ン

明ラ診4／年生＃・捧

明ラ惨λ7民生孕A

明〉旨品浮彰穿孤・

大正／鉾嚇撫解溺司

旧
記

B

　＿＿　　（　　　　　　へ＿　 へ＿　　　　　　 ノズヨギ　チュタラ　チカ　チカイソデショ。
　　　　　　　　メメメメ
於与岐　しいっ芦ら　　　　近いんぞ貼。

　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　

ソコエ　ヤマ／一　アノー　ナカデスデプー。

そ）へ　あの　あの、ナイ勧・う毎幻。
　　　　（　　　　　　　　へ　　　　　　の（　　　　＿＿＿　　 ＿　　　じと♪

ナンt一　アノー一　：：コノ　ヒ：プシヤタ　チューンワー　ナかでマカ

をしゼ　　訴めう、　ンの　東／＼田　　しvNうのG　　9山か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

ラ　：コー　／・イソマシテ　ネー。コー　ニホンレ・，トーノヨーア

リ　｝う　（9　vツi以マ　va　L。　）う　vg本列島Pt〈1’ラ享
　　　　（　　　 （＿　　　　　　　　　　　（　　　　　　（　　＿（3ノ　　（
カタチデコー　プカ．イソデスンヤ　孔ンデ才一マタデワ　ダ

　形で　　⇒　　表いんイす診♂。　　　そ拠でブく又穿で好ブデ

　　　　　　し　　　ノ
イブ　アソマスヤロ　デ
v・，3ごKノ　’5ソ守す一で’1♂フ　」ゴ。

　　　　　　　　　　　　一189一一



A

B

c

B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘノ

ソラ　ニソク。ライ　アル　ナ。

そ回し3！　二里ぐりv・　2YK　b　佑q

ヘ　　 ノ　　 　　　　　 へ　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ
ナーア。ニソ　ニソワ　シッ刀ソ　アルヤロ。
　　　　ズメ　
伶九。　　　　　二里蒔　 C甲うぶ’ん　あみ一で’貼。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

アルマロ。そ一　イマー　ヨー　アルカンケド三ソグライ

あう一で儲．毛う　・今博　　まう　ケガ・写いヴビ　ニ里ぐ’うい

　　　　　　　　 　　　　　　　　　へ　　　　ごニし　　　　　　　　　　　　ノヘノノへ　　　　 　
ホデ　才クノ　シトト　ダイブ　チプウンデス　デしコ／　エキノ

榊イ奥め　人Σ・拶’いぶん鋤んマい所お　泌駅グ
ノヘト　　　　　　　　ノヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ

訪β競必（Eア、ソーデス　カ。2Fx　．そうですカ＼。）㌶：㌻謡

　　　　　　　　　　　　 ノへ　　　　　　　　　　　　　 へ　　　　　　　　 ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

タシモニ　ソー　才毛イ・ヨソマシタ　もソ、ヨメニ　イクソヤッタラ

アニ以毛　そ・う　風グマい穿し1一．　t　、7N。　／笏くし　行’くん門だ’。たラ

　へ　　　　　　　ねし　　　　　　　　ムコ　　　　　　　　　　　　　　　ゴ　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　ノへ　　の　　　

　コソダケホソマニ　ド1／コイ　イチジがソモ　カカ・／テ　イカ

　〉替花』サ　けんしし　どこへ　一β二間毛　かかっマ　好が
　ノヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ン　アラソヨナ、エキエ　イナゾカソ　カヨウンニ　刀カルヨーア

韓げ筋瓠藩ラ慧駅へ　一時間　　通う囲・　〃・かうの享
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　

　　トつエ　：コドモカ。イネチナイサカイ　セメテ　チービットデ毛

　所へ　〉どでが例へ・そクぢ伽力・う　せあイ　す＞1でも
ノ　もヘ　　　　　　　　　　 ノ　し　　　　　　　　　　　　　　　ノへへ　　 　　　　　　　　　　　　　　 ノ　も　　　　　ヘ

　ヨイデ　アノ　シ毛ノ　ホーエ　デタイ　三七イマシタ　モソ。

　おか弘あ・・ラ．千の　kのへ　thLv　kc風・・引τ・t・ae
　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

マイニチァレタ、セーフクシ’ノ　才ク刀プ　アノー　エキマテ

毎窃　　あんあ、彪福寺の　　娯刀・ラ　一あめラ、　＝駅穿！ゼ
ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　

アーテーテンテソ　パシラソ　プソマヘソヤロー。ホッテ　ジテγ

ヒっじっと．し　　走ラ毎しかξソ回せん一で（吉ク。　そいて　均転
　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

シギニ　ヨー　ノラソとンヤサカイ　ヨ2　　コワショーデ㌔∠』ソマ

穿し　8　孝：ラ竜・いそめだかう　　　｝hがソやでva　c碍んと硫

　　　　　　　　　　　　　一1ge一



P

D

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　三（∵即孫溜隻㌃1窯工霧ご毛）『煮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が　　　　　　

　ハソブーソ　チ刀イ　トコロエ　イカソ　ブアン　才モツ、ソレ

　辛分派ぞ初近い　祈へ　行・・侮ぽ玩びいレ鳥・。マ、卿
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　ダケワ　オモイマシタ，ドコイ　イコトモ：才モタ　コト　ブカッ

お’堕千　児いマけ5t！　Z）h　〉．へ6）うVも毘・。お　＞L　7か・

タ｝アド’。　（笑♪

花＼ナゾ

　　　　ハ　　　　　　　　　アソター　ソソーノ　ト’コエ　キラ’ヤ・ソタ。　（笑）

　　　　　　　　　　　　　　　　　し　
あん骸、擢得の　所へ　衆躯ち。
＿　　　　　 （4）　（　　　　　　　　　　　　 （　　　　　（　　　（夕♪

才アエサ＼／ノ　ショーがッコーワ　ドコヤ　エプ．

おあいぜんの　　’1一喀校t8　　　ど’）7んです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノへ　　

ワタシノ　ショー；プッコーワ　アッナ懸．、ワプ’。

台おし・　　小学結し子　　あちラィ’可　のヂ。
　＿　　 ⑥（
ンメずコ　カ。

　梅迫了

㌃．

愉（B藷治り∵魏1孫rT一一

へ　　　　　　　　　　　　
メザつッテー　アノー　…一一

梅迫っ一て　　　　　あのう　　一．一一一

琵∴＝7㌃∴ビ零了㌃：）；∴；疋

　　　　　　　　　　　　一191一



c

　　　へ　　　　　　ゆ　ココノ　カ・ソコー工。

　ここの　学校へ。
　　ロ　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　 しゅタ

ココノ　カ＼ソコー工。

↓こめ　二三へ。
　　　　　　　　　　　　　　

工一ットーρアしカ’L　…一

　九え，つと．　　あ外η・ぐ一一一

　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　ノヘ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドツコエド　ドッコイ　ユーテシヨッチ々ッタソヤナイ。エド

「九ゾ　ゾっ：ンい」　し毒ゲで　レてあ’いでゼ’亨かっち，《。　　「之ど易）

　（　　　＿＿＿（　 ＿　　　　　　＿（　 に3♪　　　　（＿　　　（
イ　エドシマ　フユカラ　　ノ　7ユ刀タラ　ナレタラ　ユーテワ。

い　　　　　　　　　　　　　　　＿1Yヤ㌻　㌻んどやラ　宅，て（乱

へ　　 　　　　　 ヘノ　　　　　　へ　　　　　　　　 　　　　　　　へ　
ウソ。ポレマニ．汰ソナ　コト　イーヨ・ソタ　ブ曹一。

うん。半島し惨、そん写＞U　錫。で，η4畝。
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　 へ　　　　へ　　　　　　　　　　　　　

ハー．ドーデL．コーアマソーノホーモーウタ）プア忍ア
貯あ、　どウーで、　）う　を穿ソの　　熔ラ毛　　歌が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノヘ

ソマヌンデショー　η。

ソ穿すんイ’し子う　　カ＼．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

エ　。アソマス　ナー。工一。

ええ。あソ穿マ　仔え、　え九。

景矯（ ﾑ＝：（A斎／

　　　　　　　　　　　　　一　200｝



匠

0

A

D

c

　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　本一。モー　才木’エトラレマセレ　カ。才パーガ’ノ、

将う。　わラ　おしずんておう撚茅でんか。　あ覧ぼあでん・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　ノヘ　　　　　　　ノ

　　　　　ソレワ　ズルヤゲード。

　㍗碁感　すうめてびげ4ヘゾ

　　　 ノへ　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　し　　 ヘ　　　　　　　　ノヘ
ソレ才レナノ　才ソプノ　アソビ’ッテ　ユー／ア元イジマ　木
　　　メメズメメメメ

そ哲、　　．　　ka　　遊び。〈　いうA（奪　　そ4へ。’や　（番
へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

カニ　ソーユー　才ジャミカ。ア・ソテ　テソマソカ．アッテ。

ガ・し　旨’ラ・ウ　 おじや打力ぐ　訴。マ　　を穿ワヵぐ　あ・マ。

　　　　　　　　　　　　　 　
ソしカラ　メこ／コ　テユ．一　一一＿

それカ＼ラ　　あ・くノ）　 と．＼・ラ　　一一一一。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノへ　　　　　　　　　し　　　　　　　　　
　

　　　　ア、コし　イシノ

あ、》胚　石の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　驚（病衣〔≒ゑli灘ブ一三；洪あて、

胃二（

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　ヘ　　　　　ノへ

　　　　　　　　　　　一201一



　　　　　　 ノヘ　　ソーデス　刀。

　　そケで「可　力＼。

　　　　　　A　壬量・ジキ　チュー。

　　わ’し才。き　 乞いうρ

D　．ウソ・ナハジキヤ。

　　ヘ　　フん。　7ち’【手C「守rノ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　　 ノや
石　ア｛。すル本ド　ネー。アー　ソーユー　モ：ノトカ　ネー。マ

　　ああ。　享跳まど』絡λ。　・ああ，　そういう　毛のじか　紹ん・ま

　　　　　　　　　　　　へ　　　　　 へ　　　　　　　 　　 　　　 　　　　　　 ヘ
　　コし一　アノー　キセツニ　ヨソマス　ヨネー。タトエバ　シ∋一

　　）碁　 “あのう　秀腐〉じ　　く1ソ3・写　よ超九。r・b2しボ．正・

　　万・ツダ＼／　ラー　アノー　ノ．ネー…一

　　　Bてジー匹ラ　　チ6〃、う　　悟韓一一一一一

AO　ノ＼ネツキ。

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （　　　　　　　　　 　　　　　 へ　　　ソ＼／ナ　モ三レモ三　ネッカラ　ヒドー（笑フ

そんV　毛の毛　毎。かう　ひど（
　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　ノ

エー。ソソヤー　ハネツキと一　マエニワ　ナカッタデス。

ええ。　三哲蒔　 羽目艮っ守右　　 前レ仔　守かっで．て”す訴。

　　　　へ　へ　　　　　　　　　 　
ア，ココレ　すカッタデス　カ，

あ。　ここし　守力・つれデす　ガ・。

　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　 ロ　　　 ヘ　　　　　　　　　　　マヘ　　　　　　　　　　　　 ノし　　　　　　　　　　　 　　ロへ　　　へ　　　　　　
　エー。タコワー　アソマシタケレアー。ワソアイ　ハ．ヨーカラ・

乞X．　挿し匿　　あソ8〔f：・ゾど　侮チし。　わソあい　卑くかう・

　へ　　 　　　　　 ノ　らヘ　　 ノへ　　　　　 へヘ　　　ノへヘイマデモ　モr　tドー　ナイデス　ワr一。ハネモ。ハネッキモ。

／今でも　わラ　ひどく　》い一ゼマ　惨；し．羽根も　須根っ宕毛・

　ノへへ　　　　　 　
ア、ソーデス　カ。

あ、　そう一で’す　カ＼。
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A

一
仁

A

c

A

E

A－D

c

∵イ欧∴越畑潔（G㌢写青（鴛茅㎝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

卸篇留｝7．＝乳㌃揺1ソ凱ノ謀㌃詰
（
　ヤラプンダ。

　一やラVかクT一ン〔蓄匿）。

　　　　へ　　　　へ　　　 へ　　 へ
水夕　才トコノ　コ　コノ　コンダ　コママアシワ　ドーデス　カ．
　　　　　　　　メスメ
そけちラ、男　en　　　3、A　》んど（チ　独燦’書のい（1　＞ジラですカ・・

　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

ホ　＝コマワヤソマシタ。

　　独豪儲めOt9やソ茅（あ姶。
　　　　　 　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　へヘ
アレア　ヨー　チョッチョット　署厳乙　キーデ　コンアー　コシ

あ碁σ　；く　ちのうesッt　　木A　木で　》ん享の　）〔
　　　　コへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ラエテ　シヨッテデシタ　ナー．

うえて　しておいマ㌧τいけ～φ呑え．

ヘ　　　ノヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ　し

ミナ　コシラエーヨ・．タレデス。ジブレデー。

み亨　イ乍べ■いプ5毛4　7んで”Z「。　惨分ぞ，

　　い　　り　　　　　い

ンフレアー．

白分一で％九！

天＿．

、守い。

イ　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　ノヘロ　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　
コ／　コ。ロワ　マタ　才一キナパネカαアノー　フ’ニヤー　濾

＞A　　ヅろ好　尋ブ～　ブ文ヨ守　羽根ガ・c　あA，　享んで’す
（　　　　　　（24♪（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ

／ゴ桝

　　　　へ　一ブン才　コーチ　シト．ワマヌ　プ’一。

う享の包　　慣っゴ　　しゴぞ可　　絡λ。
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A

D

A

A

　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　

イ琴≒慧∵；議∵▽・（σ㌃昇溜力
　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　ノへ

本レトー。

貯んど（つ。

コ　　　　　　　　　 　
プ’イロソ　プツタ。

ナイロンし　亨っプち。

へ　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘコ　

ウソ。ナイロン　プッタケド。マエワ　刀レバッカデシタ。ヤッコ

うん。　ナイロンし享つちげゾ。YX＃」口斧氏kかかソーt’　（プ写。冶ヌ

　　　　　　 ノヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　

弾雨∵諭騒〔ス・（∵∴7侮翻
㌃
．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ソーソーソーソー。ムカミノラ　ワーデシタ　：茉＝〉。

そうそうそう～ぞう。琢｛子　　そうイ（右　毎丸．

　　　へ　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　
コマ　コママーシ　チューアー　アしデーカ・ソツ｝アゴマ　ユテー
メ×メズ

　　　下押穿わk　しいうの呼、チハで　77xつつゾジ穿　レ彰・マ

ワ　ワヲテ　π＿ブ（シヨッタンスヘテ＿ρアし。（笑）〉マ＿（

N1｝　そ（く　勝：負　　1〈い右んです梅え。あ撚。　　なあ

　　　　　　カクしソ7ドニ　：才ニプト．’・／一ユー

ガ、＜ψへんし吾・髄’〔つ　 〕勉）｝＾っ）σ　そう・・う

　へ　　　　　　　ヘ

ビチュータラ。

ひご》　いっ≠つう。

一204一

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノへ　
マ、アソビデズ　プ㌧。アソ

茅あ，回しベーです㊧九，苑



アー。

訴あ。

　ノヘ　　　　　　　　　　　　 ノへ

　　　　　　　　　　　　　　　ソ、プワトビワ　アソヨソマシタナー、

ん・縄飛び呼　ヂソ穿けウ　毎λ，・

豪、∵ノ（

・ズ．

’で（59

～　　　　　（　　＊
工一。オレナノ　コ。

σい・　！をめ　子。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ　　　　　　　　 　
モー　ホレマニ　ウソドーカイワー　タイシタ

eう　降ん＞c一　1・

　　　　　　　　　　 　　　 へ　　　　　ノへ　　　　　　　石一　フジソカイノ　ナニ丑　も一　ミレナー

毛う　婦人・会、《　人花ちもモうみん㌻が
へ　　　　へ　ノ　

イマワネ。

／沸　侮、
＿｝　　（＿　 ＿ノ

ヘー。イマワ。

し才い。冷ば絡。

　　　　　　　　　　　へ　　　　　 　　　　　　　　　　　

（
乳
　へ　　　　 　　　　　　　　　　　　へ　　へ　　　　　　　　
ボ’シヵイ　ユーレ1ぴアルンデろ　〉～ッタニ

rtN

才レアノ　コテ

崎の　　釜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　εレデス　ワ。

蓮修P／会ほくそ齢蔚そ趣ま）すジv・そ《ゼす紹、

　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　
　　　　　　　　　　　ヌ）しヨー　ナ・ソテ。

　　　　　　　　　　す；う♂ラ1＝　　「d一つマ。

　　アー、ソーデス
訴チい　そうで可

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　ソノイミソナー
・母3・！会tへ・う。、が’7・5a一で毛（あ・て毛♪∂〈・む（・そ・《‘｝う（・みん享

　　　　　（　 ＿　　 ノ　　 ＿　　　　＿　　 ＿　　（＿鰍競議箔イ砿（仁㌃ソ寝：溶既り
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c

A

E

　　　　ドエライ　コッテス。

（・叙わ匹いへん守〉しです。

コエ　ムイドク’ンプパし。

》終　応いイ不でい．（のぞ’）。
へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

パー。アソ刀。トー　づLゾイマス。

呼あ。　チソが’しラ　ブイ＼・㍗可。
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ラ主記

u）　、臼κ名。

（ヌ♪地名。

t3）地墨、於与木《北、鋳鴫し最毛近い。

し47名蜂アイブあ乱そ哲が）う聞か撚う。

しs）ゆ学校．時代琶詑・》t㌧・う主題バA汽〃、：念碩し生窒マいて．）Σで’

　t7”b元こ・戻｛7～、

㈲「ウメブコ・がし初んゾメーヅコ．（辛く聞）ん多、すぐ次（・｛手、

　tメ→ブコ」u；あb。

（ク♪》跡溌誘（e、離・れのナで蘇のラ亡き1声ヵぐ一ずbal・気ザ7、憐し雇・

　マいbD魚葬帥・▽耗ので上衆熟慮雇閉し・樒脚紅鍾．
（8）　〉診加庵・呼、禧前のB氏《アし対すう毛ク、。）う庵孔ておいマ・

　『すぐ’し㌧A場の言古したラモゾっ一τいう、

（9♪　DCN《圏いか、アヤく診分｛つ打て菱モめヒ周～・、立ラ上がソ守がラ⊃

　う聞き返（た。

〈to）　二こマい、ドアと閉切b老，　B氏退室．

c｛1）　ンあtξ、室外〔っ歩ちβへρ＜室肉めD代じ訳「（マ（と黒・わ軽診）言。

　β〉■k才’。

（lz＞　B｛天のンしtざ（つ室内かラ　faJ．磨｛ち。ド’アbへだママ。

（t3／　B武遠でかソっっ玄う〉い出講・（・7t｛マ。

d4）　v：デス」が「エス」じ聞〉九診。　A氏の経感じ多い・

（t5一）文法的（・好「ショクイソシツト」しく橘可べ言tAであるが・盾

　声浅しLlf六憂く柳撚九。　as　f’か2・、　t「ダ’ケ」が一壱立請イ訴診かの

　よう1・。細繍綱麻ぞあゲが．帆文頭｛濡事詞として馳可
　うのuジZ似花ぞ撚b秀え，，こ）し肝分かち’宅：き彦した、

しfω　「本シテnであううバ、＞＞tうtてそ｝う閣ンLb、

G7）　t「デス」・・”ス」・・一母音、丸ロひ明言を〔u〕。

〈8）「 Aイガデ．の鴛不謙A氏毛遂乞カーいブラ碁み、文脈かラ、

　「間ゼ㌧》鰍ておく。
（t　9ノ　）ひ短文．、内器的しほ、痢の「…一一　マイテーし統く，
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（）。）ついし率詳。

（λP　）碁も、前⑦自分の溌誌レ統く。

　／てい5、

（22）来詳。「そいつ痔」ガ＼マ

a3）　＞c〈歌、記鹿まみがんsず。

（瀞）≠詳。

）Ptあ芦ソ、誌が留すん一ビ輻犠
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4　≧ど’モのおやつ

剣吉しを

（二二）　（氏名）

　ハ　　ム室二部
　　B　　、ム室咲ラエ

　　o　坂本アイ
　　D　　坂本ヨシノ

（E　イ縣虎男

　F　　、ム室　楕

フ

柱
男
丁
々
サ
男
女

（ 　（生年）

明治3β手生穿れく司／心乱ン

明浴44年生回れ

明治λク与生手尋へ

朗ラ診δ6隼生訓べ

大正／5財袖・解働潅ン）

昭和／99一生？igL《歩室琢め嫁ン

E

B

　ヘ　　　 ノヘ　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　 ヘダイイテ　ソノー　コド毛／一　アしデ　コノー　穿ヤツカラシテ

お’いいち　　量《、　）ゾ右ρ　　孫れ・で’　）の，　おやつカ・うしマ

（
　コーユー　一一一一一（笈♪

　⊃フ〉’つ　　　nv一一一一一

　　　　ノヘ　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　ヘナニカ　モーア　ヤラソ　ナラレデカイマスデナー。ヒ，ヤクエ

享しか　zう　　・やラrf〈一てte享う享v吻・ラ軍い回すかり／aメし・％

　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ソしカ。ワタシラーノ　コドモノ　トキワ　アノー　一ゾツマイモ才

垢れカぐ台ち1茅どの　　）b”毛pt　時し手　2；K　a・ラ、　でっ孝い毛を⊃

（　　　　　　　　　　しり　（　　＿（＿　　（　　　　　　　　　　　　ヘ
　ゴソゴロクルマデモニッテイッテ　ネー．アノー　才テラノ

　ゴ々ジう庫ぞ　　埼ペマ　行。て　ぞ守え。あのう　お寿仏
　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　

シタマテL。沫シテ　アノー　イモtZンベー才　シテ　II　oアコ

千尋ぞ。　　　〉そ1て　　あひう、　v・毛でんべ’v・乞　　しノて　毛うっf　）
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　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　

ドモァ毛ロッタラネー・ホィテぷアノタベサスナソ・ア
ゾキかぐ究ゾ。ナ・う　梅ん、　　そ（マ　　　fK　Pt、食べぐせ診1、あ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノー　ワタシラー　アノー　シュジンカ。ツトメトソマシタ毛ンジ

・《ラ、　he（をど　　チ、のう　　ち人が噛　璽勤あ一7チ鋤多（イ7毛めちt濫

　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　

ヤデデワタシァ　キバソテ　シトソデシゴトゼソプ’ンモヤ
かり、イ、ね右1（e　かんle。て　＿んでイケ身し笛γ執ゼ享庭戸い
　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

デ　がッコーカラ　毛ドッタラ　フロタキプ包ノレソニ　ネー。

考〆ぢ’かう．曽ヂ効・ラ窓ゾ。ちラ．下呂ちでず一ぜゐ〃・し　佃ん。

　　　（　　 ＿（　　　　　　　　 ＿　　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　（

ソ／一ウライッテホッテイエタルオイモゴソ　トッテ

物う，東へ行。ゴ　掘㌶、植えマあ》おい毛イんを取貿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

キテワ　ヤィテ　本イテ　ミソナ、ア、ココラヘレワ　ィマコソ

ぞ一ひチ　・院いて　そ1マ　涛ん誓、あ、いうあ杉ソtEF今もンそ
　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノし　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　

　コ／、オンプ／　コヤケド　ナトコノ　コバッカシデシタカ。ナト

）〃・．々〃・1｝（が多vつ、ナゾ，男、《　モ弥ゴかソで（ナ・がし、　男

∵『夏一P㌘ぐ（努茗∵；ξ（才彫

　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　

ヤントコノモ　ミソナ　才トコノ　コーデ．アソタトコノモ　プ’一

　ん弘）のぞ　計を　　男の　　守ぞ．浜んちとン下毛冷え・
ノP）“

ア．マプシチャンモニ才トコベッカシデ　　　　　　　アノ　ア

　　穿ぐしラやん毛　　男げヵ・ソイ冒　　　　　　　　浜の・
へ　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　
スンデ、アソブユータカッテ　ヤネ才　ハシッテ　アルィテ

遊んで＼下落ゑ傷マ　彦根ち走。て　サいマ
　＿＿　　　　　　＿　 （　　　　（3♪！L　　　　　　 ＿＿＿＿∠L蒸ざ　アノ　スズメノ　スーラ　ヤカ。イタソ　ソソナ　コbバッカ

　　　ZK■、　ts　CA　　象乞　塀1おソ、　そん享　ンいゴか
　バ　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへヘ　　　　　　　 ヘ
シ　シテ　アソレデモ　イマワ　かごしルプゲヤラ　シテヤケド
　　　　　　　　　メメソ　して　学んで、　今・守　rfe’一・レ殺、ブ・e　S　L－z　b　xr　bsN

　　　　　　　　　　　　　　－210一



A

c

　　　ノ　　　　　　　　
ナーア。ムカシト

幕え。　壱し
　へ　　　　　　　　　　　

ムカシノ　才ヤツワー

二皆の　　　あ、ヤ，っ暗

　　　　　　　　　　　　　ノヘ

プアッタ　モニこ／ス

カ＼っナっ　も謝で㌔す訴。

ナニカ

チガウソヤ。

違うんぞす。

　　　　　　へ　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　 　
ソラマメノ　イッタンカ　ソτ▽カー　7

そう，豆の　蕪、。ち《ヵ・．　そ岨か　ひ

　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　（
ワ．〔喫クヒャクショーヤ／　コドeア　モ謡…

A

D

D

　　　　　　　　　　　　落々生雇の　　　〉ゾ毛ぼ　そう・一㍉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
　　　　　　　　　　　スキジャ　シランが才マメープン　タベト

　　　　　　　　　　三才享ρカ・しラ享いが『β豆でん乞・食べ一マ
　ヘ　　　 ノへ

・ソテヤ　す。

い穿ヲ5KF。

マ階（

　　　　　　　　　　　　　　ノへへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　 　ヘ　　　　　　　　　　　　 へ　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　ヘ
アノー　ボクノ　ネー。チーサイ　トキニワ　コノ　ナンテ　ユー

あφう、1ヂと、《　梅え，、　、トてrい　引ししe　ンr　享んと’宅7ラ
（　　　　　＿　　　　　　　 （　　　　　　　　　　　　　　（　　 ＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （　　　　　 （

　カ、アしアー　ナッゴロァス　カナー。ムギワラデー

　カ・、　チ拠呼　　豪ジうイ疹　刀吻え。　麦わうイ

　　　　　　　　　　　　　　ヘ
ソカ　刀プ才　ツクソマシテ　ナー。

んか　寵参　午ソ訓ゴ　侮え．
　　　　　にラ
ギスカゴッ。

’ぎすかブが得。

　ノ
フン。

β・ん了

マ　（り
不一。

旅｝ズ，．
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B

A

e

b

A

　　　　　（一必（の
ギスカプイ　ケ。

ぎすかジ’1つ　ウ＼。

　　　　　 ヘ　　　ノヘ　　　　　　　　　　ビへ　　　　　　へ　　　ホテ　プソカ　コー　アカイ　ミ才一　ソソナカエイレマシテ

そ貿？一んか〉う　赤い　巽b　N／1　・x　守へ　入齢劉マ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　戸ごクワ　　イッタト　。＿＿～～＿、

　1－9”4　〈g　落フ7ちと

　　　　へ　　　　　　　　　　　へ　　　　
アー。イヌラウメ　チュノワ　アソマス。

ああ。∀すう侮　 しいラ副ま

㌃イ蕊㌃（エ1（レξご／

　　　　　　　　　　　　　　
メンテ　アソマス　プー。

梅。ゴ　あソ穿す　侮、

　　　　　　
アソマシタナー。

あソ等（ナワ　侮え，、

ヘ　　 ノへ　　　　　　　ヘ

エー。アソマシタ。

え，え。　訴ソ穿tf，e

　　　（　　　　　　（
ナンカ　コノ　へ’ンデe

守んか　　〉の　へんで毛

工一。アソマス、

　　え。　あソ4i。

C　アソマス、

あソ手万チ．

　　　　　　　ハ

ヤハ

ヤ蒔ソ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

アー、ソーソー。イスラワ

あ、　そうそ♪。い’すう

　　あソ矛す。

　　へ　　　　ノノへ　
ち　アソマス　デ。ウチニ。

訴ソ二二　　 ，9。　　う’ラ（＝。

ソーユーノワー一一一

そ＞v・7a后一一一一”
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　　　　r－N　AE　ジ’ヤー

　　〈“一，ee・

　アミマス

A

D

A

圧

　　　ア／

　　　あの
　　　　　ノ
　　　　カ。
繍｝下穿す　か。

　　（

木イデアノ
それ一で　あPt，

　　　　　 　　　　　　へ　　　 　　　　　　　　　ノヘコー　カゴモ：ヤッパイ　アイマ
　　　　　　　　　　×X××X
）ラ　9Z　＆　や砥ま。ソ

D

／へ

　　　　　　　　　　　ヘカコ。ワ　ヤンマへ＼ノデス　ナー。

寵は　　N書eん一ビす　vaえ。．
　（7♪（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（＿

　　（＿　（　　　　　　　　（曾ノ
トワ　ネー。アミヨッテシタ。

　Ni　侮え・。　編んでおう軽穿tf”、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ　　 　　　　　　　　　 コ　　　　　　ノコ　　　　　　　　　　　　　　　　　

アムシ“才ネー。ア一十スユー．アレァギソ・ギソスッ

あ、虫b　vae　あ．「ぎす」bいう、あれ汗含ソ・ぎソす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　
チュレカ　シラ’ン刀．ムシ才　トッテ　キテ　ソノ　カプイしア

t、・うがカ・知ラ享いが『虫お耳ヌ。一て凍イ　Y　tO　罷1・）＼igx■．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノヘ

　デアノー　プ’カシテ　ミヨソマシタケソプー、

　一娯　あ・〈う　ラ払やヨィ　見7〔マ㌧xでと）’　　vaえ・。

7ぞ7一デズか評コ／（へ㌧．デスカラ（ソ／．B

　あう　の、ブイぼ　 享（

天＿。

k才あ。

　へ　　　　　　　　ノ
ヘエー。ソーデス。

t才v・。　そうぞす｝．

（　　　　　　 ＿＿　　（　　（9）　　　＿　　 （　　　（　　　　（　　　　＿．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　 ヘ　アル　ワケジャ　ナシ　ネー。ムカシワ。ナソラク。

　　　　　　　　　　　侮ク）。　后呼。　ヂそう〈。
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　　　　　　 ノへ　　　　 ノへ　　　　 　　　　　　　　　　　ヘノ才ナミサソワ　ワタシカ。キタ　トキワ　シトッチャッタ　デNe

お享町でん｛if　aお（が『晦し）染ちB寿ぼ（／sz♪（でお’ラ碁お‘i。

ナニ才一。

Vし彦了
＿　　　　　　（　　　　　　（　　　　　　　　　　ノ6ω
ナナミサレカ。ゼソベー　ウットヅナマッタ。

お7みでんヵぐ　煎／餅　　 克。ゴおいでL1方い。ちというの訴

　　　　　　　　　　 ノウット・ソチャッタ　アカ。

％。イわ＼一ゼ≠賜ちつマ了

ヘーイ。

　＼守い。

㍗（マメイソ．ソしカラ砂た〉グミッテ（ユーチ。＝ド

穿あ　豆滋ソ．　そ拘・ラ　あのう，　ぐ～τヒ・つ、ち♂ラゾ

　　　　　
　アカイ　ミーη。ロク1η．ツコw二　　　　、。

　赤い　果・・　ナ！尋ジ’うし

　　へ　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 へ　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　ノへ

　　　　　　　　り　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ソレ；ηラ　▽一ユー　ミーがアル　トギワ　グーミ。ソレ刀う

そ4へかう　そういク　裏バ　あな　しき悟　く“み。　そ杯かラ

カキ。

挿
　　　　ノヘコノ
ツルシカ。キ　ヨ。

つ駆下手　チ、

　　　　　　　　　　　　一214一



A

B

A

　　　　　　　Aツ；しシ刀。キジ’ヤラ

つ前挿ヤラ

クシプキ。

卑特．

イマー　アノー

アマ刀。キ’ヤラ。

》神ヤツ。

　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　

アマイ　刀キデモ　コー　チ’サイ　カキヤアン刀

　　／泳守　係ハう　　系穿・・　祷，ぞ毛　》う　　ホで・・　丁テ》んぞ’仔

　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノへ　　　　　　 　
　　ワ　不トンド　クーマヘソ　ナー。コドろワ。

　　　　嗜どんゾ・食べ書イん震え、〉ゾ毛仔，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
P　　　　　　＿．一：／xラ㍗ソラー　f一。アノ　クがツノ　ッイタチニ

　あ・ちゃんラ

～チャ・ソタ。

侮え，、　あの、　ん月ハ

．B

p

B

A

B

　　　　〈あ’いイナジっプつま。

　ノ（の
工一。

λえマ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ

ツイタチが　コソ可キニ　．夕べヨ妬ま獣ツタ。

　一1ヨバ　，乎糸・ううし食べてチいブ・拶フ彬．

ポソマニー。

啄ん以7侮九i
　　　　　　 　　ロカ　　
カキ才　ヨー　クタ　モンジ’ヤケード

坤彦　叔喰べち勧でハて4A・V’毛
　　　　　　
イマ／　つドもワ。

冷の　ンゾを旺。

　　　　　　　ヘー。プーッテモ　ナー，ワタシト：コ／

k（1　Li。（締バ）等。ゴ毛鞍1し。

　　　　　　　　　　　　　d3）（
刀キデモ．　ダしレモ⊃　クレートモ，

紳ぞ毛　　拶’碁一人　く抵ヒぞ

一頓（つ

　ノヘ　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　

イマ　カキモ：タイマへN／。

／テぼ　神毛倉べ芽イんイ守。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　

　　　　ココニ　イシクボ　ユー

のお（《券《≧）〔つ　v・（くしギじv・う

　　　　　　　　　　　　　　
　　ユーテ　プイ　ワー．（笑）

　　落れ払ぞいの。
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A

B

B

へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　

㌻乱モ∴轟瀦㌶し∴ん鷲之編眺震り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ
アソアソブラ　キッタラ　エー　ワ．

あん享木骨う　　印。匹ラ　いい　伯。

ヘ　　 ノへへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　へ　　　　

アー、ソーデス　カ。シぜソニ　デキタ　モノ才　タベテマシタソ

チあ、そうでヲ”x、　白鰯し　一ゼ“（　r7　モ孤乞・食べマい多1たん・

　　コノ
マ　プ’。

ゼす韓、

　　　　　　　
　　いソーテス　』プー。

そうです　下等、

へ　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 ノへ　ヘヘー。ソーデヌ　デー。ソラ　ア／一　才カシー　ハフ”シヤケード

悟い。　塗うで一す　よ。　　そツヤ　あt。う、あ’がt写　誌魑だ’ゾ胚ビ

　　　　　　　　　　　　　ム　　　　　　　　　　　　　　 　ム　　　　　　　

マ．鯨ダワタシノ才や七トワタシ／ムマしタイエワ濯
　の叡が・　わ卜い　　親元、　下下｛の　権守撚た　象呼
　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　刀キノ　キププヤット　プ’カ・ソタレデスン・ヤ　フー．ホレデ　ワタ

　挿の　木・ぐたくでん〈e肋＼フ花んゴマの，1（va。　そ哲で4つた

　　　　　　　　　　　　　へ　　 　　　　　　　　 ノヘ　　　　　ノへ　　　　り　　　
シ∀　ヨメゴソニ　イクソヤ・ソタラ　刀キ／　キノ　ヤット　アル

UIF　吻乱でんし　竹くんρ，7～ラ　　締必　木の　彬くでんあう
ノヘヒへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ

箭ビ傷屠∴嘱∵ξ鳥罫）
　　　　　ヒ　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
ナカナカ　才ク騨アソ　才モシロィ。（笑♪　チマソト　カ㌣／　キが

肋・享・・秋でん術○い．　　軸んレ　脅《わぐ
（
　アワマシタ。（笑♪

　訴り穿ttっ。

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　へ　　 　　　　　　　　　　　　　　ヘー。コ／　イエヤ〉タラ　モー　ヤット　ヤ・ソト　ナンポデそ．

、才い。）r　尊君’。≠助　C，，うf＝くで々r・くでんv、くう粍
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D

　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　

アノ　ハタ　イッアe　イマデモ1ナソポデモ　才ジしサソ、ドコ

知、畑へ竹。マ毛　冷マ“も　㌧・〈ライ’う「あ’じ・・でん、ゾ）
＿　　（＿一．＿＿　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ（　　一（　 （
ノソ　カキ　毛ッテ　キタテ　ユータラ　アソコノヤー．ソー　刀・

，7・　‘Q　紳t　待。ゴ　才花り妄も。芦ら　「あそ）nぢ。」　「そうか・・j
へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　 　
マタ　モー　アカナンダケド　メーがデテ　イッパイ　ナットル

「？r’ibう　プづあナ∴れAプZ9　著劣ぐ　ge　一（　V7　k　gev・　？一・”（　b・」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　

　ユーテ、ユーテ　マットー　ウチァ　アッ汽ホテ　モ：一　シト
比ン　 『落つく　、　　　落っ一〈　 ＿　　一プtヒx＜イ〆ζ一ノ　 フ

　
ラ　（？　　 しrr「1＞7フぐ）　 あっ♂一τ　。　　　　ン乏r　（　マ7　　　死～フ　　　一一一．『フ

へ　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ツワ　アノ　コー　カエル　トキニ　アノー　カクマチャソ　ユー

痔　あの、）ラ、磁校〃・ラ）帰う遇しチのう、かくマラやんどいり
　　　　　　　ヘロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ
テ　『ワタシヨソ　シトツ　ブーキー　．イエ／ニ　コー　プ’ニヤラカe

　　D花ペヂソ　一つ　プ文言い（／＜・rブ券じ　）ラ、（c’しやラが亀
　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ　　　　　　　　へ　　　　　　　　へ　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　ム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

フ’一、ソレカ・ミチエ　才チドルすヵイ　キタナイデ　ヒロテ　タ

鞍えa　そ4へηぐ　聴し　落ラ■bv・ラ　　ぐ花7㌧吻・ラ槍ゲマ，’食

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　ロ　　　　　　　　　　　　し　　 　　
ベラレン　ユーテ　ワタシノ　テテズヤデ　キビシー　シトマッタ

ベ串r・’働’衡制帽《臓で鰍・’へ磁ン
デ　ソソア　毛ソ　タベタラ　モン　クチナワン　すルデ　タベす

カ・ラ　そん夢　毛＾　食べπう　もう　朝し　　　享勃・ラ喰べ算
ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ヨ　ユーテ　爪イテ　シカうしヨッタデホンデマー　ワタシ

　よつでも。で、　旨〔て　叱うれ万ソ〔たかラ　そ外で　守あ　わπ（
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

モ：ヨメガンニ　イクレマッタラ　ナツメ／キカ．アル　イエ貝笑♪

毛　勝イんし　行くん君’。朽　守つめρ木バ　：励券へ
　＿（＿＿　　　　（　　　t＿uぢ？
ソしワ　フーカッタ　カイノー。

それσ　守ヵ・ゲ彦　か侮え。

　　　　　　　　　　　　　一217一



B

／
A

一
ヒ

B

A

A

正

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　

キテ’ウエタソマ／二．ホソデワタシ斌ナエ　モロア　キテ・

勲植焔んでマ毎．紳ゴ陥枳・・。四病，マ衆マ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　へ　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　 　アー　才ッ刀。赤タ　イマ　ダ」し乃　夕べヘソ、ヒ．トッツろ。不

ああ，お叡う。そけ巧今ぢ純食べ劉熟、．ラ兆毛・ほ

レマニ　オρモ；シロイ。

んレし　お毛／ういa
　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （　　＿　　　　　（　　　

，＿
@ ノ

毛一　コド毛ワー　ソーユー　毛／ズ　タベソヨン　プーソマシタ。

Zう　＞ye　（g　そう・・う　Z・・　bl喰べV・・ようし享帰じ儲．
へ　　　　　　　 　　ソーデス　　ネー。

そうぞす　扮え．，

　へ　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノへ　　　　　　 へ　ヘリ　　　　コ　　　　　　　　　　　　　 の　
シト・。ツ鷺　タベシマヘソ　アー。丑一　シャナィデ　才ジープソ

ラ，ttl　食べヤ縣ぜんts　L。」txう　し諭が2φ・・かう．訊＼、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　へ　　　　
　モ　ダンネソシマスデ　キッテ　クダガイ　ユーテ　キ’ッテ

ィん、＝もう　断41｝し茅すがラ　t刀。マ　一下くfい　と宅っマ、　tv！　・’て

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　＿　　　　　　　　　　　　　　　＿

七一タソデヌズプ　アー。〔笑）　／＼一。

窓ラフマ㌧ん・ぞ可汐ぐ冷え．　　　博＼・。

　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ
ムカシワー　ヤマ　イ・・テ　イタドソ　チュー一一

　老ぼ　．みヘノ筋マ　，い芦ガソ　しいう一…

∵願に（ゑ謂（ズ：（A訓

＿馬、　　（

アス　カ。

ぞヲか、

　　　　　イタドソ　　ナユー。

㌧・ 凾ﾇソ　》もう。

1馬糧∴認（Al∵）ノ（

一218一

（㌃：）

　　　　
ナンテ　ユーソ

享んし　諺ウん

　　　　　　　アー．ソーデス　カ．

ああ。　そう一ビ」ラー　刀＼¢



A

B

A

B

1、　（

アレ才　トッテ

あ休をン　堺4マ’

　　　　　　
木イテ　アノー

そ｛マ　あのラ、

　　　　　　　　　　　　

ジ／ト／

ゼじmし」ハ

　　　（

　　　　　　　　　 　　　　　ヒ　　　　　 ノへ　　　　　 へ　　　　 　　　　　　　　　　コ

　：コー　ナレカ　ヌ不。・ソト　コーキッテ

　）う　　亨んカ・　すし孝㌔レ　　〉ラ　切・マ

　リ　　　　　　　ノ　　コ　

Al∴／鳶：窮門歯。

　（　　　　　 ＿（　　　　　　 （　　　　　

．＿

（A

戟?）犠1

　　　　　トー才

　　　　　　レう渉毎え。
　　　　　　　　　　　　　　　 ノヘ　　　　　　　　　　 ノへ　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　イマワ　ソソナ　モンワ　ゼ’ンゼ馬ソ　クワソ＝ヨーニ　ナ・ソシモタ’／

・今te　そん享　垢め呼イ’k．ぜん食べ盲いチう｛レ　享，｛（ま，1㌧ん・

議．（％うり

　　　　　　　　　　　 　　　　　 　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

’砂アンタ、アーシテ才力轡ソィ行嘉名ドコ／
毛ラ　あ享右、ああしf　岡雇でんバ床て　　　　ど＞4
　へ　　 　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　 　　　　へへ　　　　 　　　　 　　　　　　　　
っ一デ毛　コーチ　七ラウレニ　シトソマスデナー’ア。ナヤモ

守で毛　　蜜ゲて　毛ララ＞＞c，　（v　しマい暑すかラ　佃ゐ、　観・・6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

コーチ　ヤルレニ　シトッテヤ、シー。

翫イや診渉し　1マぢラ掃1。
　　　　　　　　　ノヘ　　　　コ　

ソーデス　　ヨネー。

そうです　よ4〈｝え，。

　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　
　マー　アー／　’アンガイーデ　フキトカ　ワラビトカ　ユー　モニノ

移．和ラ，山回ぞ．　蕗bか　0び’どカ・・ウ物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　ヘ

ワ　ミプー　トッア　タベマスゲ’ン　ブー。ソレワ　ε一　一ショクソ

旺　み￥　■。・一（　・食べ手マ・プど　tS　k．そイへほ　li・う　’豪雪’

　　　　　　　　　　　ヨー　クイマシタシ幽アー。峡）

よく　食べ・警（7ち（　佑ん。
t＿．．．＿＿＿＿一＿＿　　　＿　　（1延　 （　　　＿
カエソニデモ　ジソトデ毛　　トソヨッター。峡）

ソ昂ソ1γゼ毛　「ビPt　b」イ’t　．琢。マナ花の一ゼ可。

　　　　ノ
　フーーア。

E

A
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B

ヨーニ　　ス1レ　ワゲデスシ。

　（v　　す診　　ぞつ＼丁ですt。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ソーデス、ソ＿デス。ア／一　ショーがツーニ　アノ　才らテ才

そうぞす，　そうです。　気ク・う、　正目し　　　あの　手・ン餅乞

㍗露燕才廊霧ぞ（訟（ハ奪喬／

ヂソ／一銑吾チヘブイタ（トキニカ托ヂπ（ツクッタ

で、　そρ、　わ’・餅L　ついナ・　e8　C・　か言もラ2一　　作・f’一

1∵㌶需淘薇アtAvL・，ef，．z　N7E，7ii／；：7S7t）7i

　　　　ソしワー　ヤッノぐソ。

そ斡守，　ヤ引♂ソ。

　　　　　　　 へへ　　　　　　　ロコドヤ　ヘロ　　　りのム　　　　　　　　　ノ
ヘー。ヤソマス。ケド　ダイブ　スク／　アソマシタ。

偉い。やソ書すさa＼アビ　でり’い、ζごん可くげく　亨ソ穿（で㌻」，

　　　　　 ノへ　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘソしデと　タベシマセレ　ワナー。ワタシトコノ　キョネレ　アレ

勧イも食べヤほせん醇．雇しのじの像ぬ）去年　あれ
　　　　　　　こ　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　

　　フタウス　シタ’ンカ　シランカQコトシe　ツイトキマtヨカッ

　ニリ　佑鋤・巴マいが璽冷卑毛　つい一躍赴けフカ・
　　　　　　　　　　　ヘ　　　 ノへ　　　　　　　　　　　チュア　ア／　ヨメニ　トータラ　マンダ

　bち・て、あA　冶恥し　閥ラ形ラ　穿拶㌧
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う宅記

（D　穴八穿ク、tl・でい毛A。輪金の｛el。ち荷卑．

a♪憐し雇。マいみDへじ対〔て・

（3）　（　Su：　WO）

（4｝声bひ秘マ欧し．「ギスカづ’．・e，割ぎソすb入掃寵．

　当地で（9麦わうで粍。汽しいう。毯胡の圧の溌もぼ．麦hうで編ん

　芦署勧っ、ぐ’計・v’すう侮の家洛入碁ち老めンゾ毛〃へおやつじマつの

　診言右であ珍り

④「ギスカゴ．《養晦焔かう労い習、自分の説明・畷餌沖て
　い多し罵・いンんで、づ念・畜押tていb。

〔6）　「ヤ．ス刀コ。イケ’」、《「イ」ぼよくわカ＼ラ耳い。いうおう助詞ク、

　ヒ〔・」■解1た、「ケ」1ξ朗いひ文家回しちvぐい享〉・刀ぐ、当オ言’で

　貯、「iT　」紆畜わ全いしいク。

（ワ♪　「ギス」i17・“tvソス」し聞〉え多。　言ソぞゼソすを「＝ギス」と’いう。

⑧　　Vアミヨッテデシタ」め塾｛た宅㌧・：オ。

（9ノ孫でん〆靖よが。マ歩く＾ゼ’、〉ラ乞1：。

（（o）　（〉軟の耳元で、タをひそあマ。

αP　P6（し制すう聞窪返1。す〉〔耳高く還㌧・a

（．（　2♪　明力・上馬vv’ていあ5。

q3）　vダーしe　クレートモ」の諮俳頭．タ㌔クし弦勢。

（14）　「ソソプ」Ptt「ソ」、eクチナワソ」Av、ク・卜」叛勢

UB）1老一ケ間しt，　trカイノーJ文栄詞が使わ哲ゑ。

U6）　「じ・AL」田浮の名．、ヴ～どソし似ア～種一物。
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5．⊃ど’宅のこう

誌／を

（跡押）　（（？L．毎）

　A　復辺修＿
　B　渡飽久子
　○　渋谷計二
　D　佐蘇戎男

（1陶

工

一’

qr”

男

男

（嘘坪）

明ラs43坪嘘嘗A

六正7坪生穿諏

昭和Z昇生子幹　く司念役〉

云¢／タ浮膨魯麻・他序箔7

c

4

c

ハ

。

　＿　　（＿　　　（＿　　（　　　（＿　　　（　　　＿＿　（
シカシ　アレヤ　ナー。アノ　ワカイ　トキカラ　デオトルケド毛

1かし亨ん一だ’紹え。　　aS」・　芳v　　時かラ　歩倉，「記す躰どみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　チyトモーカワレヘソ．ナー。才タガ’イニ。

　多，し毛　後のラ庁い毎ん。　千，1芦が∀〔つa

　　　（＿　〈．o
カワラン　ナー。

皮れラ》・・七九。

　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 ノヘ　　ノ
チョ・ソト　コー　シveイ　モンガ　フエILク。ライデナー。

e・・b　＞う頑し）凱吻効ぐ3・舖ぐういイ飯高
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ソージャー。ワシが　ア／　ヒ，カ。シマイズ，しエ　カヨトル　ジブソ

劾だよ．　創がわ　庫獅鴫へ　通・乃　時分
　へ　　　　　　 　　　　　　　　　　　

　マンダアンタ　チュニカ．ッコーノ　ゼートヤッタ’レジャ刀ラ・

　三門　チんプ瀞穿曽枝《　咳後秘肴んだか牝
　一　・一　 一　臨〉一　 （一一 @　　（　 一　　（
　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ／’　オ（’ンゴーンヤ・ンタ　　　　　　　　　　　　　　イナー、　ソ〆ヤ．フン。アレ　ドーヤ

　そうそう。みん・（abぞクあ撚t：亀うもrんぢうう・t’e一・そ〃・・そう可うど

　ノへ　　　 へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ラ　ボ！7トワ　ダイブ　チガウ　ワケデ　ヒトマワソイジョー　チ

　　し穿’とど呼　移’い’ダん数う　わサマい、　一鳳ソ以払
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e

A

じ

A

c

　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
ガウ　ワプヤブン　ナー。チガウ　ワゲヤケドモ。マー　ボクワ

違う　わ可おYゾ紹え。　選う　の4お＼ナゾわ．守あ　し叡〔3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ

ボク／　コド毛ジダイニ　マー　チョット　アル　アード　才ボエ

k叙の号吻時代し（ついマ♪雑ef．z揚鴇渡喰惣
へ　　ノへ　　へ　　　　　　　　　　　　　　 ノへ　　　　　　　　　　　　

トル　ワケヤケド　マ　ボブ／　コド毛ジダイト　シンチャン／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い多　わブ響vと∴穿L曳才しとの　〉ど’三時べY　イ玄ラやんa

　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へヘ
コドちジダイトワ　：コー　ダイブチガウ　・才毛ウンヤケレ　ナー。

）ゾt・爵イ〈’ど貯　）う　f一．”い、ζ」ん髭うレ　．兇・うん拶げど1紹え，・

一　　（一一　（　　　　〉一一　　　　　一へ＿　　　　　　　一伽
　　　　ガ’一。．ダンrブ　　　　　　　　　　　ニジューネンカラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プ’がウンニャワブ。ソーヤ

　そう拶’紹丸、　だ＼・ぶ’ん　ニイ’浄ン×仁毛　　違う

　　　　　　へ　　　　へ　　
ロクジュー。ソヤ　ナー。　一ヵ　　二こ”ユー

　ナζイ。　　そうγデ傅．　　一彦’いアうい　ニイ

へ　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

ネ褒薪加。／ネーチャントーチゲドヒトマワワテガウ
　　（あんブ～のフぐ申ラヤんし　　　　ち♂うゾ　　一嘲ソ　　達う
（
　ンカブ’。

　んカ・7。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

アネワぴ　ドーヤ　イナー。アし。

碑φぐ　ゾう拶’ううか守あ。チ・哲。

　　　　　コ　　　　　　　　
フタマワソ　チがウ　ン刀イで一。

　置旧ソ　盤；うんか三九。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　ノへ　　　　
ヒトマワソ　ユータラ．ジューニーヤ　ワナ’一・

　一回ソv　いっ彬ラ　　イ　シお’　，1：鱒2．．．

　　い　　　　　　　　ゾ

ソユー一一街

　イニ≠→’。

へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　

ネーチャソト　じトマワソグライヤ　ナー。アレがイマ　ゴジ三

痢’於んと　一回〉＜”ういおマあ．診れ癖♪・・’今五ナ
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A

C

¢

A

c

ハ

c

A

＿L（　　　　　　　　　　　　（
一シー　カ。ゴジューシーヤカラ　．影　マ・一…

　柳　　か，　h一でk∫ff）で扮 P・ 堰@　！ゆソ

　　　　　　　ウン・」二釜＿二」巳＿さヨ∠乙ジP一＼コ7ヤデ』

うん・　方fラゾ　　ゲイ　ナニf・）’かう。

　　　　　　ロヘ
ビトエエ⊥慰。

　〆k司ソプデ絡。
　　　　　（．＿G♪
ヒレトマワソヤ　．属？

　！回ソブリ　縛

　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　へ　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　

ンラノ　コドZジダイ　ラ’ユ／ワ　ドーfヤ　ア．t一　コンア

ん1ラa　　＞ゾ毛・》寿イて　zいうaし守　ゾう万ん・プリい超。　毛ク　〉んftf

へへ　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 ヘ
1ヨーフクテノァ　アッタ　ソヵ。

iyt服レいウ6（匿7K。f＞Av－va・

　　　（　　　　　（　　　　　　（　　　　　　　〉（，＿　　　　 ヘートテち　トテ毛　ソソフ’一　ヨーフクーワ　ブカッタ　す一．

じ鷲Y■・e’　そん》　ラ矛眼〈e　働＼つf’tO之・
　　　　　　　　　　
アー、ソー　カ。

訴あ　隠うっ・超。

　　　　　　　　ロ　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ヘー。ワシラン　コド看ジブソワ　アノー　ソしコソ　ア／｝

悟あ。の1うの　〉ゾ毛時！分〈9　Pt　CAう　　そ拠〉そ　あn
　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　ノ
イト：才　ツムイデ　プρ一。　ワタ　ツク・ソア。

糸渉　　紡》・ブ’幻え。　綿彦　作っ｛侮。

　　　　　　　　　　　　　　 　

ジ説！ノイ嘉了ら∴烈器う．
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○
ハ
〔
．
0
ハ
〔
○
ム
〔
．

　　　　　　　　　　　　　

ソレオーアた〉Mンコラコン（ηンコラコンー〉テッラ双．

倒れ包　 手・ク・う　喝やん）ラ〉ん　ちゃん）ランんし織・イ栂・

　　　 　
イ：エデ’　才ル　ワワ騨　ヌフ．

窃’ig　一で織3のブ帆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　7ロエデ弄ッ〒一’ホィデコーヤイ　毛ッアイッテ。

曽宅ぞ繍貿s咽マ　紺地へ府。で　行。／Z。

ドコエ。

ゾ〉へ了

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　っ！ヤ。つ一マ　ユア　ソメ彩ンマ’カ。アッタソニザ　ブ’・

紺庫。　紺雇し＼、っマ　孝初子が　あ。あん拶さ価
　　　コ

　　　　　　　7㌃；ボ篇ク豹（（ン　フン。　β、ん。）㌃㌃ヌ

　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 へ　　 　　　　 ノへ　　　　　　　　　　

二驚量婁勃な（c㌃：V㌃嘉：i∫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にグ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノぼ

；∵1癖馬）弘∵諺τ：姦1（じ1㌃1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 ロ　

　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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じ

A

デコーナ・汗勢シテ（秒デ孔弘ア
乞　）ラ　：獅かけ立ぐマわり。て超九、纏。マ
　　　　へ　　　　　ソしオ　キタ　ン。

　そ4へ彦彪匹ん拶。

ヘ　　 ノへ　　　　　　　　　　　　 　　　　 　
アー、キ毛ノバ・ソカソ　カ。

ぷあ、福物ぽ’かソ　か。

’キ毛’／バッカソ。

別物ぼ’かソ≠づ訴．

　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　 ＿　　　　　　 （　　　＿　　 （
○　ハハー一。

　　潔し守チ。

　　　　　　ノ
　クヤ》タ　デ
　　すぢ’》九　♂。

　　　　　　　　　　　　
A　ソージ’マ

　　そうブシい

。

（A

禔j ボクラノ　トキワ　モー
略くうの　　薩rは　 毛う

タリン
砺

ウ
・
フ

C

一

　　　　　　　　ゼンプフ

・全野娠

　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　 　　　
　　　　ナ。ホンデ　ワシラカ。一　テヨード　／一がッ：コー工

　　　　侮。紳ぞわ（うが　％うど　彦学千柔へ
　　　（　　　ト乙＿　（　　　　　　　　　　　　一　　一
イ・ソトル　ジブンニ移　マンダ　ア／　姦賑　ラ；気蘇じ　一十マ

行ゲz5　時イかし㈲　穿でジ　訴・〈　　　e　esうゾ　　袴包
　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　 ノへ　　　　　 　

＿　　　 ＿　　　　 ＿　　　　 噌＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　 （　　　　　　　　　　　　　　　　 （　＿　　　　　　　　　＿

マゐ．

　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　ノヘコ

シキ／／トキワ　ソ／　コドちの

iii〈）・6〈　　時蒔　 そ。　》ゾぞ

　　
タ　ンヵ，

’おグ・カーいσ

ア／　ハカマオ’ツウ「レソデナー。ウレ

チ・の・　篶　彦　つ＼アb6〈ぞ・毎え’．う4べ
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ハ

じ

沿

（：ン

ハ

　．＿　　　　 ＿　　　　　　　　 一ノ’ @V＿＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　
　｛　ノーカ％つ一　イッタラ　マー　イチダン　ウ：エソ　す1レサカ

　　彦学萩へ竹。あう孝あ　一報　」烈・7肋ラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノへ　

力霧ソ澱：り剛≒筆（乙器孫以翻
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 へ　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　／＼カマー　モi一　セ．一フクニ　フヘソトッタ　ワ1フ’ヤ　す。e一フ

　　稽憾　　毛ラ　則服し　亨っ｛い舌　お、てγジ仔．馴帳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ク　テ’ユンカ、マー　セ：一ソー二。

　》・・うのヵ・・穿誘　正張し㌔

㌃篇ビ量薪壕舎（ハ五）弱力’㌫

／＼一ハ1。

σあし歪あ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノホイデ　ホ’しシカ。一　アノ　ハク杉ソ刀。ハイッテ　ブー，

そ｛マ　　褐了が’　チめ　臼綿ヵく　卜い・イ　紹フし・
　ノへ　　　　　　　　　　　　　

フ、ボレシ毛　カブソヨヅタ。

訴、二子モ　かぶ’・イ方の。

　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　ユ　ノ
示濤∴∴必檬払器）類牙乞観．
　　　　　　　　　　　　　　（気鵠1アウり嘱∴1〕17象．
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　　　　　　　　0　ノ＼／＼一。／＼キ’毛，ソワ　 ドソTンヤ。

　　辟し守・あ。　履物熔　　どソノ㌻の拶’v・。

　　　　　　　　　　　（＿　　　　　（＿＿＿一＿＿＿　　　　　（
ハ

c

A

0

A

ワラソ’L一ソ’才

簾：茅履乞
　　　　　　　　　　　　

マ・／タンヤナ。

　　　　一　ん「移い栂。

／＼／＼一
　　　〇
し才ほチ・，

　　　（
ジメテ

じめマ

ワシ刀。

4っ（が’

　　　　　　　　　

　ナイ

　萄「い

／義と7一工二；

了姦る！㌃／

　　　　　　ノ縞（

オヤがツク・ソテ　クレタ　ワラゾーソ・

貌が　鐸。で　く4A・t・　回漕履・

ノ＼／＼一。

　k叡葦1あ．

ご憲㌃2

　　　　ツーη。クシチ㍗・ジタソヤ。

　　　　通，写しおんでノ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　
　ホン　ズーマッタラ　トご一ヤイナ。

　　そん奪う、　　　　ゾう’窃ん乃”い。

　　　　　　　　づ～ラ’マ・／タ　ユータラ

　箔言で。あしいうのσ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

．ワ　オボエ　ワ　シマ杉ン。

　　チゴ順ヂえ、・ていヤフ（三一ゼ’んの。
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ラ主記

（り　感ン1看をLあマ、同穗6〈煮・とZKらわ（一τいう。

（ズ♪　じしく14唄凱rシンイ、ソチーヤ・ノ」し一言っマいうっE，ソだ毛いう。一

　k9》毛与上彦チ’ヤソブ呼ぶ’a貯、親1い間病イあゑ。，J・でい時かラ

　の呼びかた乞隼しつマかつで毛後えずじい渉Aが達固プ撚診。、Aくr

　んも、伽癖乞「ネーテゼノ・》呼んブ’い瓦通》麺間柄《易含は、
　ぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン　 ヘ

　　ーハ’／」をよく6フ。
く3）　「ネ」か「ナ」か（9，き’ソし享い。茨通語；趨識バそうでぜアちのか。

（4／Aでんひ二言1只守．㌦プレヤラ．が多い．！名’詞や・動詞Pt代ソし）

　孤包壱う。聞く六し峰、諺下上がラ擢解1うう・C7・イ’あゑ力韻鰭召しの

　効已下享〈ほ￥い。

（の諺の3じかり、藻算履甲子いマ通，学1たのぼ、自分丘＝もふくめた

　当時の，）・’学生一般であう、自分毛その＿人ブあう画かうすれげ、

　「チマ・／夕」⊃し。ゴを．用い5〃へ匿おか（・ヘプ拠ど㌧も、誌看クぢ鷺識一ゼ

　味冷将元人し舶熟吻ああ人〉の／（透頭し風▽薄・・べて畜。か

　πあし、ヒチャッタ・忍用いア～〃へであうう。

ぐ6）

（ワ，

〈g）

（9＞

〈（　o）

　二こ

（の　rrワ」紆，審続助詞L見ラ胚う，毛！三炭助動詞「才ソjPt坤

　壷紗デあうう。そ撚が、「～プづ（Jし彬当すう煮嫁磯能彦モ・マ・

　い守当首茗でよく閣か撚珍そのZ亨。マいう。
（〔勾地名。予習の東ダた帆1守どしあゑ集落．

α3）　＝不ε｝帰。　耀Σ守夏（マ蘭乏￥Σンソ　しくい力斗　　㌧・一’うおう　⊃　う　し　マおく．

（’4♪ヒヒサフハソ」とぢ。T・つモソア9㌧、疹ち右σもう。

帖1遠〈《戸で’諺、尾不明僑、，

q6）詫；右B（e．｝⑦「ネーJ　しかをソよく使う。＝地＞t縫髄でLEf㌻い。

〔sa：：〕

　む
「・^一ヤナー．・全体帆声乞ひそあマ廃音ゴ胚マ・珍。

「ペソペラ」匿、薄く，マ：張ソthあみ威じという。

ヒウメーザコ」■いう地名一ビあ多。ザ」をダt，溌・辛■マい診。

ヒァ仁ソJteトァ仁レ　ノ＼ジ’メ（L・ラ　しぎ’ん宇7フあ）」ク、｝うしづ彙ニラ。　）

で仔、いくぶ’ん拡：張ずψへ1ち用1回し守フマいう。
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（17）　（gN＄oku］

q8）　よく間きと4へをv、。　c（代・7、聞2rと，ソlvkっマ、　）うt一τ」｝・｝’く。
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6，寡嵌のこヒ

詰し手

（三三）　‘向　名）

　A　渡也信一
　B　渡辺久3
　C　　渋谷計二

　P　佐藤洗男

ラ

性
男
々
男
々

（ （咳靖・）

明ラ御δ浮望穿軟

大正7阜些ぞれ

昭和λ浮天下碁く司・会役ン

六¢／5年生ぞ哲・㈲暦箔7

c

A

o

C．

D

（）i

　　　　ノへ　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
シンチャン　ヨー　オでエトッテヤ　プー．アソター。

イ名ノラ々んは　♂く　おぼ’ん一であ’いイプジ亨あ。　：あんプち。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　ヘソソダケ　ズゴ（’土トコー　オちタラ　ずノ　ケー毛　シロ　アル

それお＼ア蛍タ．マお）うじ．町フ花ラ　そ跡　毛乃　白くひう

　　　　ヘ　　ヨ　　　　　　　　　　 ノワ。　し宴）ナーアジホソマヤ＿。

」招。　　　la　k。　賂んしブそジ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ

ケーワー　シヲープレヤデコしワ。

老以牙　　柚・分ナリ’かう。　）μ貯、

　　　ノへ　　　　　　　　　　　　ヘ　　 ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヘ
ダイタイ　ケートーマ　ナー。コし。ボクモ　シロイ。：コし。

お＼ヅ孤・寡統％’毎λ。　　〉れ。　しぎく七　白いチ。〉碁。

　　　 　　　　　　　ノへヘ
ウン、シロイ　ナー。

うん、白㌧、韓タし。

　　　　　　　　へ犠諺孝ゾ麦！i㌃熟）
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B

c

B

c

B

c

A

　　　 ノへヘ　　　ノヘ
アー　ソー　カプ’．

ああ、そう　か姶。

　＿　　　　＿（　　　　　　＿（D（＿　 （＿＿　　　　　　（＿
才マ工　オマエ　ソメトンカ巴　ヨー　ワカルケソフ’一。

あ’穿必、手穿力（手深めで珍のがよく　りか・ダナゾ　超ん。
　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　へ　　　　　　　

篇駅1．（Al∠：／浮と∴㌶胃∫屍空ぴ

　　　　　　　　　　　ノヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　

ケソメーニヤットッテソヤガアカンカ。
驚命し　　ヤ。rち々拶が『　拶’めか・

一　 M〔：2ノ
ワカ）レー．

わ紹・診ど毛、

　　　　＿　　　　　　　一．　　　　　　　　　＿　　（　　　（＿
アノ　才ジ〆プンカ。マンスケジー｝プソカ．《ブーット　つ一　ヒゲ

あの　ぢじいぐんが隔　政助C’・・づんが辱一でL，と　）う　嶺乞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　ロ　　へ　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
オマェトつノー　：才トーサソワ　ソノ　ドエライ　アノー　シロイ

β守力■＞Pt　　おK〈ん妊　　その　ひどく　　3《Oxう　白い
　　　　　

トワ　ズ七エソ。

）tl．t守驚・04八亨力＼フゴ～．

　　　　　　　　　　　　　　　ロヘ　　　　　　　　ロへ　　　へ

ダイブシロ　ブ爵ソマシタ。

（孝メ論頑フ拶いぶん’白く享ソ劉ブ～の。

へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ
ウン。シロ　プッチャ・。タ　ナー。ホソマニ。ア　アソマソ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うん。　白く享んザ牙ゲβ、俗λ。　浮ん別つ。　　缶誓ソ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　
シンパイガー　ヨケプソ刀モ　シしン、曳笈♪

　／G幌が　　多㌧、のかも　　（4〈》い。

　　　　　　　　　　　　一240一：



c

B

c

B

c

D

　　　　A　ny　〈4）A－zダイゾニ　シタゲトクンナハエヤ。

　六穿し　1一てあずマ下でい5。

パイ。　’イジ’ニ　シトンデスデー。

丸ξい．六三レ　し一τ診んゼでカ・ラ。

　　　　　　　　　ノヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

ソラ　ヨー　ワカ・ソテマスケドー。

そソや　）〈　　杓’o＼っノて穿！げげど姶・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　ノヘ
　　　　　　　ネー。モー。コノ　ヒト　タヨソヤ’デξワタシワ。

　　　　　　　（6iJ。　eう。　＞9t人（多、勺バ韓ソ惨’かう。わ芦t呼。

藷祭乱（移紮1）『茶＼1孟

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（

コノ

＞a

岐）

ワン。

気品、

　　　ノヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ

ヒトニ　モー　ノぐタライテ

人じ　　意う　　固いゴ
　　　　一．、．、（．．．　　　　、、＿　　　（

　　　　　　　　　　へ　　　（6）
もうワア　クビツラソ　プラン；

毎うめ享すれぜ層昂う撤露唱い

　　　ns　A才カケeデ　ホ・ソテ“毛

。

わ’ve・ヴセい　そ哲’でも

A

ジョーブソープッテ　ネー。

　ヌニプ〈し　　’享って　栂え．。

B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ

ソーラシズフッタ　づ’一。アレ　ポ’ク

そうブリ’。ナ，．そうお％九。あ哲げk

　　　ヒ　ノへ　　　　へ　
ソ・マ｝アド’。；手ソマニ。

んアぢ’N’？“　V’。　熔んレP

　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘイマイヤ。ソレずド　ドエライ　ヒトニ　シラセルヨーナー

いやいや。　そ碁憺ガぢおヴイし人し　知ラーぜ多差う享
　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　の
・マ　ナイシ　ナー。ソレワ。

じ毫　笛一いし　招。　　そ哲ぼ。

　　　ノへ　　　　エライ　シツし一　シトッタ

熱いへん旅ネU　して・・匹

シンパイシマシタ。

ト

と

コ
）
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c

A

C．

ヘ　　　　　　　ノへへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ　　　　　　　ノへ　ノ

ホヤケド　アしワ　チ’ヨット　ユワプ　・イカン　デ。

お＼プゾ　　あ4へし手　　ちorっ■　　宅わじヤ％“めナ写い李。

　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノへ　

イヤ。ユ　ユワナーッテー　ナニヤラヤッタ毛ンジャテす一．
　　　ズズ　
〉、や。　宅河卿。一て（あん擁かアの㌻んだ。存あんかかう紹え。

　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　ハ　　　　　　　　 　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ
　ホデ　刀ルアー　ミテ、アー，コレワ　モ，一　カルテ、タカツキ

　そ払でカルテ渉見佑「ああ、〉れ磁毛う　τηルテ、島視
ノ（ uトカト（ 塩ｵ毛タラ（アノー　ナニガ（ヲヶ’／（卜。　e．．ウヲ

ひ　　人かど

エ∴）
　　　　　　　　
セーデす一。

鳥初動伽ご橘．、純（っβ、
　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ミノガシニ　デケンサ刀イ　　ソッコク　ニューイソ

見地（し　一寸言享いかラ　即剃　　　入睨

D

A

（う。」イ’紹え。

　ノヘ　　　　　　ノヘ

ア、ソー　カー。

歩，そうかい。

　　（ドコが　フrワル刀ッタンデス
ゾ）が’？i，’．咤吻＼っプンんイで’か。

　へ　　　　　　　　　　

イカイヨー　ヤ・ソタンデス。

宥〉質瘍彦　落。ち々ゼて。

Nン』

うし九。

ノヘリ
　カ。

　　　　　　　　　レ霧1∴ζ：瓢つ
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c

A

ら

A

c

B

A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘノ

’チaット　コし　ヨバレマス　ヲ1

ち掬し　）哲　ご齢走〔・7ソ穿if　X。

　　　〈イ．ドーソ込

しξい．ゾクぞ㌧

　　　　　　　　　　　　　　 　ノつ　ヘ
デモ　ヨカッタデス。ノ＼ヨー．

で毛　ぜカ・フブち一三’ず。　卑ぐ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　

㌢覧二著貫㌃瓢趨1マ「ζ：）著∵
ヘ　　　ノへ　　　　　　　　ノへしロへ　　　　　　　　　　へ

㌃．㌃瓢。霧彦漸時（¢7釣り弘
＿＿　　　　　　（＿　 （　　　　　　　　　　　　　（9♪（　　　　　　

＿シトオクしテ、マー　ホンデセソセーニ　ユーテンヨーニ　ナニ

（｛下ぐr。そ。　穿　そ払ぞ　托宅が　もわ碁うし畜ソ17壌塵
ノへ　　　　　　　　　　　　　ロ　
（c

c乞ご）訟潔詰
　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

セ．ヤゲド　アンタ、イトコデヤプ’一　ンプン　アンタ　ニューイ

杉∀ゾ　酋ん匹，従兄葬ぞガ嫉。　そん7密んft、入洗
　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　 　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　ヘ

ンシトッテやつト｛1．・シランNゾプ、デ丁丁　ト手ニバツガ

レτお〉一三f・；Nvvウンte知うず’（’・そん乞＄・会・三時｛・・　Leン・バ

　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ワルーテ、ホプソ　カすソ　ワー。ソナー．　（笑）

　漁くく．v4ん亨拠か》拍牙べ凝8。”？’んを、

　　　　ノへへ　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　ノへへ　　　　　　　　　　　　　　　　

ソィデ七　シュジュツシタソプンカィ　一
　一でe、　身’を思しf7ソ7んか　　　　・一q’　bん一i“　（　T．ラ　　栂ゐ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　シンパイシマスケ“。ソレワ　アソ　、ヤ・。バワ。
　　　　　　一
〈コ頸乙し誓す、ナゾ。　　それ呼　チ》た・　ヤr4母Qソ。

芳ジュッシテー　（じ7；＿。）　デジャ（ヲTFンジャ・ソ　ラ（▽ラ’（

　午噛’いて　　　　　　　　1烈切・じすうんナリ∵たラ　　そソv

　　　　　　　　　　　　－243一



c

B

c

A

じ

B

c

　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　（＿　θノ（　　　　 （　　　　　（　　　　　　 （　　　（＿｝プ・／カデー　ドノイナ・ソテチ’一ズモラワンナンワヵラソ

純睾一ゼ　　ゾひ訴クレ　享。マ　血ラ夜差　zラh　va　tlヂvラ》いv・れカ’

シー。

ラ壽’いt。

ソ！ヤ。

　そうお’よ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　

ヘウソ、ソーデス　ヨ。ソーユー　トキヤッタラ　エーゲド’。

　うん、そテですチ、　　：そ’ラ・・ラ　　時ぢ’っブ…．ラ　　〈｝一い、すゾ・

ヘ　　 ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ　　　　　　　　ノヘ　　　　　ノヘテーテ　アンタ、ケッエ㌣カ。タ　ナソヤ　プ’。　シンチャソワ。

膨っマ　　あん・希，血ジ夜型蒔　　享ん’拶’毎。　　イ老ちぺんLif　・

　　　覧、窪：（∵寛り㌃嘉　　
’

　（＿　　　　ノへ　　　　　　　　　　　 （　　　　　＿　　　　（　　　　　　　　　　　 （　　　　　　　　　＿

ア、ボクト　才ソアジヤ　ワ。ボクち　エーガタヤ　ワ。

係、略”くレ　　（司ビゴrブ　？一。　　貯“乙毛　　A型≠デま。

　天＿。

　貯あ。

　ヘ　　　 ノへ　　　　　　　　　　　　　　 ノへ　　　　　 　　　　　　　　　　　 へ　　　　　 　　　　　　ヘ
ンデ七　　トーカヰドワ　　ソラ　　ド・だテニ

　イ’毛　　一ヒθ幡ゾ　　そソや　ゾラりし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

訟一ア　シソパイシマシタケン　アー。／ヨ・・　　毛

いつく　　／bS硯しをt物ゾゾ　　毎ゐ．1ず＞1イ協♂い々＼
　　　　　　　 　　　　　　イ

上薫ゴ．
ゾラナリ’ううレ毘・ゲτ梅。

　　　　　　　　　　　 　し　
ソァ　ソーデショー　ナー。

　旨ソや　％うイ（の妬九。

　　　　　　　　．’“xF’ D，　＿　21t2．1，”　 ソ

リ、 ､　 ）1フ，3」ごrか、　しげ〉／3》／〉二！

　　　　　　　　t・“N　　　　　＝ヨイカ
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B

0

B

0

B

p

C

D

左ぞソ／（カソ（シンパイシ舛（マ，争ジョーダケデ

ゐ必。　》め閥、　／v’秘一てい1彩曳アど’穿あ、　冶望拶＼ブーゼ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　ヨカ・ソタ㌧「ド。ホンデ毛　ヨンジューニチ　才ラン

　　　　　　　辛かっおkプど’。　それイ彩　　くrsp→’り　　　　t、享い

　ノへ　　　　　　　　ヘ
トブ》レトネーエ。

し　㌻う診　椿ヌ．．

ネー、一1’r・ソマニ・。

毎ゑ／　し才んと・し。

　　　　　　　　へ　　　　ヘ　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
カマ’イマセンダ』ホソナ　マー　才ヵゲデ　ショーイチ刀。志し

　やソ奇れ穿ぜんイ1！彦♂。　ゼあ守あ窃’かず工で　昭一ヵぐ　　近くし

　　ニ　フrツテ7レタデ。

　＼1／てぐイ八右力・ラ。

　ノヘ　　　　　　　　　ノヘ　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　

ア．ソレワ　ヨカ・ソタデヌ　プ帰一。　　　　　　　　　　　　・

声、　　　　　｝かって7一ぞす　七九。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　ノへ　　　へ　　　　ヘ
アー・ブカブテー　ヨ’　キバッァ　7レマシタ　イプ’一一。アキモ：

ぷあ。　おの・げ巴で　 許く　がんば巧！τ　〈躰守〔あ　涜扮力。叙弥収綾

一。｛cスーの＿エー∠ア／一コーユー
廟も杉。　　　　　あれ好．　　一杯　孔疹ク・　　　　　　ニラいう

し　　　　　 　へ　　　　　　　　　ノへ　　　　　　 ホ　　　　　　　　　　
　コトガプカッタラ　コL二庶Zしヘソ　ワ　ネ。曳宴）
　ンしがし　守かゲrフラ　　｝ゾ毛毛（毛と1’っでノ溶！でく碁やしte　t’杓ぎ袴。

　ノへ　　　　つ7．ムヌコヤ’ンカ。

・あ、鳥・多でんがマ

　　
∵ムゑ∴：（∵函り葛犠『・

　　ノヘ　　　　　　　　　　　　ノヘ

ラ；一、ソコデス　ーカ。（じマヲソ）　コソヤコソヤ。

浜あ、　yzう一で万φ・。　　　　　　　　）　e／N｛ff＞れ呼。
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ハ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 　
チョード　コッケー　カエラシテ　七一テ　ブンヤ　シトッタデ

撫うゾ巧ラヘ　ソ彰け　右ラ。マ駄・・‘・辱勿〔イい
　　　　　　　　　　　　　　　　

ヨカ・ソタヤ　プ帰一。

あかり　♂カ＼デた．ん’プデ扮。

万力汐（孔ρソエが瀞ソママ．ラン、

さカ・ってっ　毎うし。　そ必が㌔　貯ん’しだ湊。　’うん．

　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　

＼エガ　ヨ刀・ソタデス。ソヤ　アカ・ソタラ　ニシワ才カラ　ユート

そ4へが’よか。おイ”Ei’。　そう一で亨か・あう　　砂脇7・ラ　uいうど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　 　
　？9ヅト　プン爺レ　シノヤロ　　モ”L　　エレシマヘン

　ラゐど　い乙ラ僻穿勿レてやラうど風。ゴ毛帰ラ紹や財でん

ゴ：。

刀’ 縁ｵ。

　　　　　　　　　　　　 ノヘ

ソラ　ソヤワ　ナー。

そソや　〉をうプジうう梅葬し、

へ　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　ノへの　ほ　　
エー。ヨブベバ・／ヵソ　シマシタ　デbイネつキ」r．

九力。　よ享べtG”d7一ソ　　（？1一プ7　｝。　稲〉才乞。

シヲーイッケマレか。。

　鋸　 〆　ちゃ々が俗、
へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　 ノへ　　　 　　　　　へ　　　　　　　

ヘヘー．ヨでベバッカソじトソシマシ鋤ナー。
　百い。　SVべ、ガ’か・ソ　　一人イ　 （寄1プラま初・λ，。

フーン．

　ふ＿ん’α

ウーン。

　ウ々。

　　ハ　　　　　　　　　　　　

マ認　コマメす　コヤカラ。

多あ、警Mし惨ρ（8ちかう．
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　へ　　 　　　　　　 　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 へ　　　　　　　　　　ヘ
イヤー。＼／ナ　つト　すイデヌケン　アー。ホンデ毛　マー　シヤ

いやいや。％んVンtは？K・一雨す▽ゾ忽九。　イ事　　手あ　竪う
ヘ　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　
汲デ。マー　コノ　チ刀クニ毛　才ルシ　ネー．一
引て7ヵ・うa穿あ．＞th　遮くしも　v多し　侮九。　いでちゃんカぐ46。

　　　ノ

細くし姐。

フーン。

3、一ん。

　ヘ　　ノヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　ロ　
ホデ　バソ　バンバッ刀ソ　ミマイニ　．イキヨッタンヤ。才トーープ
　　　メメアア
そ学レビ¢免　　晩ぼ冶・ソ　　見・題し　　K！｛i’・芦乃のぞ1万。F又イ々

　　　　　　　　　　　　　　　　　 く　の　　　　　　　　　　 　　　　 へ　　へ

　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ　　　　　　 ノヘノ

テワ刀イッテキテワ鉱一。
そレて蒔　脅。一で　才く　〈e　稲⊃き乞1右ソ　〔・一r4’a・　a

　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　 （　　　　　　　（　　　　 （＿＿
フーン。ショーイ・ゾケヤン／　ヨメハ’ノノ　ナマエ

t3一　．一　k。　　昭一ラやka　　淑昏イんの　彩前

　　　　　　　　　　 ノヘ　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ
し．夕｝アド’　ドー　　ユーンヤッタ　ブ’一。

4〈五、ブど　どう　＼・うん’プリ1っナンか熔ヌしa

ノ＼1しコ。

指景。

　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
アヅ、　ノ＼’レ＝⊃ノ＼ン。　ドコイ　　＼ソトメト・ソヲや

あ。、．B　3M。　V’）A勤あイ裕・，イ7の。

　　　　　　　　　　ノへヘアノー．才一ツキジ’ビカ　ナ’一。

訴のう，　プく槻浮身材狩ん。

　　　　　　　　　　　一　24アー
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＿　 ノ（　　　　　　＿（1’ノ　（　　 （　 （＿ハーア。アノー　ミヤシラヤ　ブイ　ワ。才力／。

熔チ％う、あのう　茗代。》　㌻いびa　咽m。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノへ

i一、マー　ラrカ∀　ケユY一カー（P互クラe）　イノクラー・…

ゐ■．弓あ．・咽Aレ宅うめか　　　　　　　好・倉一一一一

　＿（d））　A〉　　（＿・’t底スン　ア／　ニットー／　マエデヌ　刀・

像歓訴め　り謙の　　前ゼ可か。

　　　　　　　へ　　　　　　　　　　 　

へ　　　　　　　　ノ　プPカデヌ　カ。イ／クラマ。

「閥．ぜ’・物・．二念拶斡．

　　　　　　 　へ　　　　 　　　　　　　　　　　　 ノヘサ　　　　　　　　　　　　　 ノへ　ア／一　才ヵ　フr刀ト　イ／クラ／　サ刀イグライヤナー。

あt・う　　　　岡z　好彪a　　・境ごう・1τジ　vaえ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ　　　　　ヘ　　　 ヘ　　　 ノへ
”サカイヤ。ブーツキジビカ　イ・ソトッテ　ン．ア、ソラ　エー　ワ

（そうノ境ぢ。高山り急減へ竹・孫＼・で亨ハ。飢劉や♂い♂
　　　　　　へ　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノヘレ

ナー。ヘーエ。ホタ　イキガタ　ショーイ▽ケマン　クルマデ

　　　　　　　そ｛あう竹働瞬母　照一乃やんが　斧イ’

　　　　　　　　　A　　　　　　カエソモ：

　　　　　　帰ソZ

β　工一vカェッタソ、

えカ。吟イ2ソ彫ちソ、

　　　　　　　Aシ9一イ・ソケvンノ

昭一sヤんの
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　　　　　　　ノヘ　　　　　　　　　ノヘ
エー。カコニッタソ、ア／一　ショーイチラカ。一　アノー　ツゴー二

λ九。峰イ》ソ昂，て・ソ、あ△う　略一ラバ’．　あの、　稗念｛っ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

㍗汀礒輸∴ノで鳶／㌃天気紮＝F
　　　　　　　　　　ノへ　

キシャデカイッタソ。

汽隼一ゼ　降。ちソ
　ノへ　　　　　　　　　　　
ア、キシィデ　カイ・ソ

あ、ラ汽車一で　　ン昂。

　　ノヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ

ヘ　　　ノへへ　　 　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　 ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ
ア／　：コー后　ラ’ヨット　ナニマ・ラ　ヌルモンジィデ　寸’一。

あの多（晦ノ毛　ラヂ，と　2YK　4k＞三門うぞ《7ずかう　扮九・

　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノへ　　　　　　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ　　　　　　　　　　　　
　

　　　　ヘ　　　　　　　　 ノへへ　　 へ　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　ノへ

儒ウ冨凱ノ蒙雰一〇㌃／議諺等ぞ
　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　

ムカエニ　クンノヤ　ナ。

迎暫し　2bんf・；’あ梅。

∵㌃（忍…A㌃境茨ソ畜＝1㌃〕
　＿　　　　　　　 （　　　　　　q3ノ（＿　　　（＿　　　　　　　　　（　　　 （
シカシー。ヨイ　ネトコロモ．タ・ソタシ、モ，一　コーチン　つト

1φ・（。　いい　離れ毛　　建，て熟、劣う、　おっk・e多）と
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ナイワ．
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ソンナ　コト　す唱イ。

聴ん誓　　〉ヒ　等’いよ。
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アンマン　ゼバイサ　曳災）
あん穿ワ　　撤いみん移遜り　蓬一てキ．んゼ可訴。
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　　　　　　　　　ミ）Lクダイカ℃車町　イ・ソトソマスシ。　1簗♪

ミ1レク代一nX－k！：窓”（つ　行。一一（k、穿可かつ。（“S・　〈e　va．）
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　・｝七い・ウ｛い砂・ラ権え。

　　　　　　　　　　　　ノへ　　ロ
ナカアカ　インカ。シーラシー　フ’一。

vか・匂’か　・κい・うい・守あ。
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ノへ　

シっクギョーテキデ　ソー　アルソジャ　イナ。

　　　　　　　　　そう　享多んナグ封つ・

ジフソワ　ケソつ一ナシ。

診／ハ毎　健穿下功・ラ。

　　　　　　　　 　
ソヤ　　　　㌧

旨う「修噂辱暇｝ゴし。

　（＿　　　　 （

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　ナー。　ビョー二・ンバ・ソカソヤカラ。

　　　　　　漏人・わ・ソ丁抱・ラ。

クル　毛ソガ　ビヲーニンヤ・孔

粟多　畜が・　漏人ズかう。

　　　　　ヘー。　ソラ　ソーヤ。

縣缶。　〉を侍そう圏だ㌔
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ラ主記

U）　Ba，溌宅、奪復／、カ・っ髭くマ聞きと撚？一い、

tλ〉　こ4ぺ毛遠い弄・。

6♪　「’マサスtr　」enつ『）ソとv・う。

（4）　「ツーノ＼し」　と，≒診フ　プ～っ＝右ソ1・．一”と，、、う。

（5’？　不明侮。cK　cA聞言zソじよっマ）うしマおく。

〈6）　ヒつ一プレ」肝「アソー」（っ：近く聞〉λ．b。

（7）　［　一tSu　：iN　）

（9）　：》（7・t「ニュ助調《使い言冴い『いヒ．C〔k曜言う。’受身一の宅＼・秀

　乞し，lzうt（てt「二」を．使い享がラ、「ユーテソヨー二」し敬煮・〃、

　表現乞（た一糎《誤用かv

し9）　》nしこう、βの溌宅バ牽複1マ開きb碁守い、

qo）　こ，Pt㌧七シテA（そして）ほ、｝ず’っu＃」（＝あ．5べき）tl魏そ4ヘ

　カぐ）〉し訟マいみ。

（ll）　tkte・9ρ　「ミ「7シロ．」と宅っ1「＝っ＝も’ソアリbv・’：〉，

qz）工場名。

（！3）　「ネトコV」し9・．いわ申診「離れ」の建：物、寝室0・煮｝・じ％便ラ。
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7結婚当時の⊃ど

詫kケ
（略v3）　（禽多）

　A　複勉修一
　　B　渡也久子

　じ　渋、昼訂ン
　　D　イち腺三男

曲
男
孝
男
男

（生卸？

明ラぢ43罪嘘多哲

ブ〈¢ク坪嘘寄碁

鋸和λ卑嘘穿白く司・会役7

六正β辱空穿碁く賜序メ1＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へへ
O　シンテヤン刀oeンソーニ　イット・ソテン　アイ　アー、センソー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クくズズメ
　　ィ老一さんが　　戦賦し　　行っイウ赫存　閥、歩あ、　獣争
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　ニ　イ・ソトッテン　アイダワ　ピサカバソワ　マダ　キト・ソテ　ブ

　　し　行。｛ウ仏ナ。　悶好　　久3つんぼ　・穿お＼当叡・ノ穿マイ’

　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　｝　　インヤ。ホニ。

　　妊7ヵ㌔η々拶扮。　物うそう．
　　へ　　　　　　　　　　　　　　

A　　＼／＿プ’ソヤ　　デ。

　　そう享んブ弓“訴。

　　　　　　　　○　キトッテン…　 ヒ・トワヤ’v・ヵイ。

　　卑イイ間し冨（￥い♪　一人だかつ扮。

ハ㌃ワ烹読・「㍗融（茗ll≒テ÷∵

B　ジューXコクネン／　一ブソ：か。、ソフ
　　チ

ィ六坪の

（　　　　　　　　　　　　　ヘ

　　ラllレ

キタンデス。　《宴）

穿あんぞ可。
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廊∵∵罵㌘搬（∵そ望∵三一（¢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　
ノヘ　　　　　　　　　　　　　 ノへ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ　　　　　　　　　　　　 ノへ

な7嘉談刊∵：）ニヱばニカ泓Lτ強弩
　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ノ

　キタソヤデ　『アーア。

　乎あん％冶・ラ紹ん、
＿　　（＿　　 （　　（＿　　　　　　　（　　　　　 （＿　しり

アー、ソー　カ。フソ。不ラ　アカソ　ブ’一。

　あ、’そうか。　β一ん。　そψへ。’ヤガめでジ享あ。

へ　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　　　　　　へ　　へtン乎デe－　fンプーノ　cト　カフr　ミテタ　つト　プーイガカ

　戦re～イ『Z・う　　一々の　　／＜、6（　再診見マい75＞Zカぐ調いZa

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　 ノヘ　　ノへへ

　　　　　　　　　 ノヘ　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

警凱∴御∵∴∴（じ款／傷7、．

ナカッタラ。峡ク

？一7・っで・ラ　（hお（享んか左毛うわ’う三田宅の等力うたの。）

　　（＿　　　　　　　　 し≧ノ（　　　　　＿　　　　　 （　　　　　 （　　＿　　 （旨＿
アー　モー　ゴッツー　毛ン　キし一ニ　ミエタ　ワ｝アヤ　ヲ’一。

多あ・毛う，毛のすブく　eう　3’碁いし　見え，カ・　わ・アてり　ts■・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

∵・％7㌃・峡1（じ森2傷造；ぬ
　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ホン。プルヰド　ナー。セ1ンソーニ　イット・ソイ㍗ッタカラ　シン

儲う　享う貯ゾ毎九。　職’争し　　竹。イおいで拶・ナっヵ・ラ　佑
　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ

ケヤソワ　不ンブラ　ケッコンカ．ズソカッタ　ユー　ワケ　刀・

一験んte　そ胚特　純婚が　遊力・イ・Nb・ウ　の・プの’・
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　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
論　サ》キそヨク　フ「＼／カ・ソタソヤ　プー。

　　　三局　　 遅汐・っおん拶’訴扮。

　　　　　　　　　Ol∴∵∴二二（洛㌶）㌃．’㌃．
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　　　　　　　　　　　　　 　へ　　　　　　　　　　 へ　　　　　　　　　　　

　　イグニ。

　　閣し・
　　　　　　　　　　　　　 ノへ　　 へ　　　　　　　　　　　　　　
C・フン。ア．ソンニ　ハヤカ、ソタ　カイプー。
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　　あ、　豊圃《　　　　　三又さんヵ＼』そう　宅っゴ　宅衿いヤン
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　　　　　　　　ノヘ

ア、ソー　カ。

あ、》うヲ・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ヘ　アノー　セ．ワー　　ダレマラ　才マイ、ラ協

　チ、のう　ノく¢驚ぢ曙　享しρぐ｛が　チ・んむ、響％

　（
　　プ’・ソチャ・ソタ

　　　　　　　
　　　ナー。アシタトシ才八ン

　　　　　　　ヂ田以おイんい・う多が給。
　　　　　　ホイデソ／　コワー

そ仏イ　その　窃菩…のと）ろヘ

　　　ノへ　
テ　アノ　カイツテクル

　　あめ・　ソ昂っイ〈う

じ

一

　　ノヘ　　　　　　　　　ノヘ

　　　ワシノ　ブソタイニ　才ッテ　クしタ’ンカ。

　　　わIPt　／pX栃く｛っ　居マ　　〈赫乖ノ（刀ぐ

　　（　　　　　　　　 一　　　　　　（一　　　　 （ンー

弓二∵碧1’㌃穿〔㌘㌃；∴1づ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け　
　　　　　　　　ユ｝つイ／啄とρ

　　（3）V＿　　　　　　（　　　　　　　　（
　　　　／トコヘ　アノ　マ・／ダ　ワシフプカイ・ソ

　　　　　　　　　zF・　fO　守でず　k（がく　帰ゲて、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
　　　　ソ／　アトニ　本ジ’ユーデキタ毛ンジ￥

　　　　　その　復｛7　補’充イ’　才で乃んぢ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　（1；（（ンー　フン。　3一ん．）蘇（じ、；ご） 　　　
ンデソ／
そ†へぞ　凌φ
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コトズケ　ニLイ刀．テラ　マー　　ミvテ　　｛1．ライニ　イ・ソタ

）tつ’x7’　tもうついで（つ書あ　見イ〈　毛ラ・・し　K’　f・　f．
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の、ブ亨
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　　　　ノへ　
　　ンヤ　ナー。

　　ん旧い　韓え，。

　　　　　　　　
c㌃’㌃忍C㌃）濠㌃、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　

ハ　ホイタラ　ドエライ　ヨイ　ムスメジャ、キニイ・ソタ　カッ　ユー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　be　x》e＞（
　　物（で．ラ　「’ず〉ぶ’ん　よい　娘ぢ’、　　正し，入。t一一か」N・，

　　　ノへ　　　　ノ

（． e：）マ証な∴爵（アご1ス罪ラ（

　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノへ　　　　　　　ヘ

　　ワシ　ンプー　イッテ　クルサカイ　ユテ。ミヤイニ　インダ　ジ

　　わし〉そ轄『ラ　行グて　く診かラ」ど宅っマ。見ノ含㌧・レ行。杉ず～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ハコ

　　it；ltrl（じi二：）属二；㌃㌃㌃；鷺ぞ裏ガ

　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　
へ　　　鰍∵託（じ鷺）㌃：越智1話揚

　（＿　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　（鑛（
　　シランジ蜜力。ホンデ毛　ニカeツーノ　才ワソーゴロヤ・ソタ　コ。

　　知ラ宴いんナデが亀、　そ碁一で毛　ニー月の　　　終ソヅ：う拶噂ゲち　　かい・

　　イッタン規

　　行ゲ芦《が’。

　　　へ　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　ノへ

β　イヤーネ。＼／し　，ヨー　才ボエ　レヘソ　／。ソソブ　コッター。

　　）・やゾや。　》乏あ爵　iく　創しゴλイい2へ・A。　　そん’をンb〈まa

　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　 　　　　　　 ノへ　　　　　　　　　　
C　ズボ’エトラプ’イ1（7　〉／　ワプ’。ソソプ　コトワ。　（宴ノ

　　わ＼芝ヂゐ4い》くうや一rり》〈γり’チ毎a　そん享〉し好。

　　一一　　　　　　　（　　　　〉：　　　　〉」一　　　　　　　一　　（　　　　　・一
ハ　　　　　　　　　ジ’ユーロクニ／ンー　ア／一　キー　クレタソヤー。　　Vソカ。、ソノー

多）2m イ柔θし 26mう　ty　一（く払ちんぢ盈。
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B　ジューロ
　　　ノへ　　　　　　 ノへ　　　　　　　　　　　 ノヘノ　　

ニケニ　修ワン　ア・ソタソマ　デ。ワタシ。
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　イナ、：頃（ク　　二二17　亨。肴ん一ぞ可♂。わち｛・

ハーハーvパーア。

はあ暗：あ。　そうマ㌧可か，

　　ノヘ　　　　　　　ノへ　　　　　　ロ　　　　　　　　　　ヘ　　　　　ノへ　　　　

イマ　ソンプ　コト　ヌ：ル　じト　ゴ’イ　ワプー一。

、今悟　％ん亨　）払　可う　／〈ほ　守いの妬ゴし。

　　　　　　ノへ　　　　ノヘ
フンア　つト　ナイ　ヤ7。

そん・を　）t　　7い　ぎa

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
じトツキヤ　・コー訓　 ．一 黶@シト　アレヘン。　（笑ク

ー〉弓あ害ソてい　廻券レいくぜう享人づてあソや1？”N・め・
　　　ノヘ　　　　　 ノへ　　　ヘ　　　 ノへへ　　　　　　　　

ソンナ　つト　ナイト　フ「七ウケド’。

物んを　）し　　享いレ　黒・・ラ＼アゾ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノし

　マ㌧イ／：磁上しつ一yイeレrrンナ．
v＃イ＼毎

　　　　　　　　ノヘ
コーサイモ

女欝％
　　ノヘ　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　
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恥毛　イ・ず悟ジ’。そんぴわワだ・
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　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノへ

窯ワ弩国務豊㌃∴／麟驚彩（C『
　　　　＿　　　　　 （夕圧一　＿ノ　　　　　　　　　　　　　　　　（＿

ζ：；窪3∵鳶（c㌃：）㌃ζ1懸船ノ
　＿＿　　　　　　　　　　《6）　　　　　　　＿　　　ノ
　刀プ毛一　　ミンフプチ’一ク。ライヤ・ソタソヤロ。

　顧t　　見7い穿穿ぐ“りいη湯花々でグうう。

　　　　　　　　　　　

アー、ソー　カ。

あか，　そう　di＼。

＿　　　　　 ＿　　（　　　　　　（＿　　　　 へ＿　　　（＿　　　（　　　　　（7＞
フン，ド：エライ　ミヤイeセ1ズ、マ　フギ’マP．　’イ｝アッ　fr　L患

β一ん・ちゃんしV’一、見今・・tiイず：穿あ貌が’竹、ブし　名わ縁

㌃（∵ご詫∵（イ宍1ご礁（じ彦ζり7嫡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

コソ　ア／一　パソゲミヘテ　モータケド　アー。塚0

＞㍗816aう　碗　　見一¢イ　1，ラゲち＼プゾva・
　　（2♪（　　　（＿＿　　　 （　　　　　　　　　　 （　　　　　　　　　　 ．ノ
っレワ　てヨィ　ムスメ／マ、ムスメパンヤト　ナモンテヤ・ソタヤロ。

）哲叶　才v　娘拶’、　嬢ぐんア写噛と　　更・のいr疹イ｛♂。
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

イヤ。ソレ　　マエニ　ユーヨーニ　プ㌧，ブガイっト　シナニ

＼、や・　凌撚　楠し　診ウチうし　毎回。二段・・）瑚　　亥舜じ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

ブッテー、ア／一、シブワ　ソレコソ　クロイ　アノー　シナフク

尾イ　　　あのう．麦舜唯　それンそ　黒い　　参のう　麦得昂玖
　　ノへ　　　 へ　　　　 　　　　　　ノ　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
／一　ヨイ　イエノー　ヒトラーワー　マ　ハデプ　シブフク　キ

，K　b　旧い　寡の　　入th　t　e　書あう承をv支a7　nk　z老
　　へ　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　ノへ　
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A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヘ　　　 ノへ
7＝7　マー　フ▽＝7カヤッyラー　クヨイ　＝コー　’ウワギ　キ

の　　穿あ、堵姥ン×下記㌔彰ウ　　躍ハ・　）う　上箔乞差
　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ

寝冷1；1、∵∴濡（じ鳶；1窒）砺
（　　　　　　　 （　　　　　　　　 ＿　　＿　　　　　　　　　　＿　　（　　　　　　　　　（

テンソク　ユーテ　つ一　アシ才　’ガレット　つ岬ユノ　ブニ

！τん足．レ　いっ・て　）フ　　足彦　　が一フし　　〉クゾつ　β・フじ

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ノハ

ケーガイ　ケノサイ　アシ　シトソ刀。ベッピソラシカッタ。

’1イv・　　、トぐv・　、足膨　レで珍泌吻ズ　ヌ・1・頭ラ〔v・・乖訴。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　

アシカ．ケーdアイノカ。工一　ノカ。

足が’　，」、で）・aが’　　（rい《カ・a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ケーヤイソカ。ヨインヤツ　テ。

　ノトでい泌φY噛　｝いん’ぢっfc

　　　　　　　　　　ノ

ハパー。　フーン。

璽れ庁・あ。　ふ＿ん。

　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　 　　　　　　　　 こ

　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

㌃ξ㌃1㌃㌃ξ濡じ了二：）tlJsi斐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ

　ノヘ　　　　　　　　　　　　　　ノヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

ソミトウ’サカイ　プイラーーカイッテキタラー　アノー毛ン

励見脅・・ラ　内地へ　帰。イ　．棄乖ラ　ルうモソ
　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ

㌻鍵タデτ£：（じ7烈忽嚇属国
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

フツー／一　アノ　コクボ」フジンカイトカ　ナントカ　ユーテ

堵通の　　　　　嗣蘇癖人会　　レカ・　享んどカ・葛。マ

郭（M二（wτ（c7汀ρ至薇＝㌃（じ

ヘ　　　　　　　　　　ヘ　　 ノへ　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　

タラ　モー　モニンペーパイテナー。　（笑♪　ソレつソ　モー

花ラ　わう　毛ソペ，乞ぽいフ　裕ゐ、　　　　そ払〉そ　毛う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　へがベッピンサソニ　ミエテ。ヒロシマエ　ア：η。、ソタ　才ソヤ．懐）

が（掩ノ刻畷ぐんし七七。広島へ　均修1お時ぢ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ

ミプーベッピソサンニ　ミエル　ンカ。　（笑）

み等　　刻畷イんし　　二九う　めか。

　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　
∴餌∴蘇．匂！じ㌃夏：野物）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
マー　アノー　カイカブッタカ　ナンヤ　シマソケード　ナニや

穿あ．　35d，xう　刀・v・ヵ・β∴7㌧ヵ・　ゾうか　 ’trp　b　？’　v・・ブ碁ゾ》ごん閥だ’

干＿。

移。

　　　　　　　カイカプソヤ　すイ。アノー　・ヨイ…一

力・㌧・カ㌧みごソC’や　モデい9　　あのう　　く；い一一一一一

＿　　 ＿　　　　　　＿　 （　＿　（．二　　　　　　　　　＿　　鉱
．ウソ．マー　アノ　ワシト　シテワ　スギタ　アノー　プンマ．認．

うん．　毎払　ヂの　わlb　／イは　過分の　9t〃・う　穿しづズ5。
　　ノへへ　　　　　　　ハ
ヨイ　づ’フーフヤ。ウン．

よい　　ジ択’婦ヲガ。　うん。
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＿　　　　 （1　O＞へ　　　　　　　　　　　（＿　　＿ノ了

ウン。　ト　7才eトンヤケド　ナ　ァ。

　うん。そう規・。1τいうのプハアれΣジ＼仔え。

　　　　　　ウン。ソ／　卜一ソヤ7。

うん．　そ4・　しあ’ソブリ辛。

　　　　　　　　　　 ハ　　　　　　　　　　　　ノへし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　ノへ　　　　　　　　　　　　

ヤラ　スルン刀。イチ’バソヤ’イア刀エ：デ。

）杯　’if　baが』　v’ち仔いんくFいカ・ラ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　 　

　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　
ナイデス。プ’ソカ　　ヒ：トつト　ユーテ　ろうワント　ホイデ七

’かがンピンす？　守んカ・　一彦　　もつ一一・Zl　を・うめマ㌧・じ．　π伽・て

（Bホントや菜＿ぎe　し2・ん’と．うでジの掩2！ρ）揚疲∵函に塊。（笑ク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　

へ篇竜陽∴（c需ρ㌃琵鳴㌃・7・・？x
　ヘ　　　　　ノへへ　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　の　　　　　　　ノへヘ　　　　　へヘ

　ワカイ　トキマシ　ドンア　じト／　トコイ　イコトモ：　才モ．工

　　老ゾ　時拶’〔　ゾんぴ　人の　所へ　竹〉う訪瓢熔

　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　 　へ　　　　ヘへへほ　　　　ノ

∵・（c㌃／弘㌃望忌二㌃ζ㌃こ；
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　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

窺1（へ　　 　　　　 　　ノヤ　　　　　　lー。チーチカ。。　じフン。ﾐ丸。　メ1が移。　　lj一ん。）∴烹τご・c

　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　し

　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 　へ　　　　　　　　　　　
　イyテ　キテモ．、サー　ユーテワ　ネッカラ　ヨイ　ヘンジ■

　竹。マ葉一zzドざあ〔ゾうφマあ2」し宅。烈手い。）’？　1’Sv返身㊧

　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　

　ドコヤラ　ミーテ　キテ　ホイテ　アー　アし岱7ッタラー　タマカ

ど）ズか　 、9．　一1　壕イ　そレτ「訴ああ碁ヂ’。九ウ穿Cあイ卑

　uス？A一一　　　（　　　　（　　一　　 c一　　　　　　＿（

蕊雨声∴∵＞X”　7r　泌／t2，1ノ藩頚

　　（・　　　　　　　　（　　　　　　（一　　　（一　　　　 （・一 @　　　じ
アノ

へ　　　　　　　　　　　　 へ　　　　　　　　　 　　　　　　　　ぺ　　　　 へ　　　　　　　　　　　　　　　　 　

㌃り殿㌫窒♂㌢ノ㌃。病冠惚奪．
　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノヘ　　　　　　　　　　 ノへ

∵・CI獄：）秘㌧竃＝7㌘、ξ諺こ
の　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

ノヘ　　　　　　　　　　　　　ノヘ
　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ボ磁議∴孔（c競却素～る1言1
　　　
マー　ヨイー…一一一

茅を「　げい一一一一一一
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ソレ；ぴ　　イチーバソデスケソ　　ネ。　マタ。

それが髄炉ラぼん（ブ遥ρ）イ’す＼アが椿。　守旧．
へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　
ソーソーソーソー。　（Bラ’ン。）言イ　ダンセー　ツカンデデシタ

湯ラ〉をうそうそう。　　　　　　よい　　男’陛t　・フか才ん77っプ5

デ。

イ可かう。

＿　　　（　　　　　　　　　 （　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （
ヘー。才カゲデ　ホ
　　　　　　　　y×x
痔い今　わカ＼、で一て

　　　トー　アノー

）し　歩《う

妥ゴ万三㍉じク砿

シマジメデ．

し、　穿。め〆ビ。

ヘ　　　　　 ノヘ　　　　　　　　　　 ノヘ　　　　　 リヲ

ボクト　才ンナジ　コトマ。　（笑）

曳享てと　　同ビ　　）t　’／一・。

　　　　　　　　　　　　　　
才つツタ　つト　ブ㌧イ。、、ンデ

づξっη　　）しが匂ヤ。

ヘ　　　　　 ノへ　　　　　　　　 　　ワルイ　つトモ三　式エント

マーホンデ毛ポンマ胴囲マノ　ヲ
　穿あ　　一ぞ毛　　　財んレし　　悟んと’の

　　　　　へ　　　　ス　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　
　　　　　　ネー：エ。アノー　アレデス。タマ

　　　　　　僑力．　訴のう　7んゼ〉可お。誠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　

フソ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノヘ

　　　　　　　　　　　　マジメデ　ホンマニ。

粟ブゾ　　〉じ毛　／¢で’｛つ　モ｝じあイ，　し矛んと，し。

㌃瓢二（N（じ㌃厚溺諾言払子諮ニ
ー　　　（「一　司　　　　　　　　 ＿　 （13♪　　一．一・｝

プシニ　不一。　＼／レヤ・ソタラコYレデスー。

をUつ　拓え．。　穿Cめイ’あっア：ン“（g”〉そで！ずの。

　　　バ　　　　　　ノへ　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　
ダイタイ　マー　コノ　へ’ンノ　プートー　チ♪一ノワ　ソーユー

万∀瓶・袖）《　へんの　家統（～＜灯）し・う刻チ⇔いう
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B

し　つトすソマ。　（笑）
　）》享んだ。

　　　　、ご、　　ぬ

ソ隻必二1（

　　（　　　　　　　　　（

　　マニ　ラrつル

　　以・　／タξ・う

　ヘ　　　　　ノ
○　　サつしアドド。

　　7夢し矛ゾ。

　　　　　　（

じラソ、

　ふん。

　　　i一，s
ラ1ユー

Np　v・う

フソ。
ヘ

フん。

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　ヘ　　　　　　 ノへヘ
　　フrっル　チュー　コト　ナシニ　ホソ♪
　　　　　　　　　　　　　ひ（じ、　（艶々　　奨う　　し・ウ　〉ど
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

コト　ナカッタンデス。

〉しが’ 辜K＼フナ5んマ錫「。

B　アタシカ。才コットルプライテ’e

　　わ乃1が1　4ξ・ゲていうぐラv・一ゼ。

　　　　　　　A

0

B

70’7．ソマニ。　／笑）

ほんと．1つ。

A
チ’ヤワレト　チャワントヤッタラ　刀・ゾチソコスルソマゲン

　察堕し　四駅■だ’。　f・う　か。ちん）すうんお＼アレ
　ノ　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
エ・

へ　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　ノヘ　　　　　　　　　　　　　　　ノへヘ

シュジレワー　ワタッ　ナ窪ヨープ’モノデ　ウケト・ンテ

　主人口　　　締　vいう♂う2r　毛aイ『’受・’プY。’マ

　　　　　　　　　　　ノ
ンテ㌧ヒニョ　　カイブー．

ん一二（，Fフ　カ、裕・

ノ＼一⑤　一ナノしフ†＝ド。

k才あ。　（dう（？ゾ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　
ホンデ　　マー　フrカケ。デ　ケンカ　　ピトツ

そ碁イ　脅あ　わ’カ・、デーで趨・蓼　ひヒつ

　　　　　　　ノへ　イママデ　ヤッテ　キテ　モー　イマ　イネ

、今をで　ヤ。イ　身（・マ．毛う　、今　国払

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ
イナン　爬裳）イソデ：コイ　ユーア

去ラ享＼・e　　出ゴ竹。一ラ穿1しをゾど宅v・ち

　　　 　　　　　　　

マー　アノ

各あ、あ泌

　　　（マ
　　　　ネー
　　り　　　　　　　　　　　　

　　　　紹スノ。

　　　　　（
ゲッキョク

　短局
　　　　
　　　7レタ

　　く胚プち

　　　　　　　　奪ビ7∠り

“U4h　一　t一，一　　　　　　　　　ケユーテe　ヨー

　　　　　　　　　bvヅマk・　」フ
　　　　　　　　　へ　　　　　U勾　　（＿』
　　　　　　ユイモ：Vンヨ・ソケド　ネ。

　　　　　　　　し7いプゥろフ＼ブ虚ゾ。
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B

B

　　　　　　　　　　　　　　ノへ　
　（笑）　ユーダラ　ソン・マニデ㌔　U宴♪

　　　　宅。方う　才負ブリ’ヵ・ラ。

　　　　　 へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

ユータ　ホーが　ソンぞ　ユーア。　（笑）

も。お　昏うが’糧ガレ葛フイ海。
ヘ　　　　　　ノへ　　　　　　 　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ　@　　
ユータ　ホ一二．・∠ソ　デ　ユートテ　ナイラシーデスケド　ナー。

も。君　旨ラが1損考かう　もめ拠享、・うい・一丁ず移え。
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　（

イマ　イヌンヤッタラ　ヤシブイソヨー　才・イトイテ　七ラワン・

・今　　出イ行くん君’，ちラ溢ゾ牌乞　諺㌧・しいマ　毛うわしや

アラン。（笑）

7うん。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　 　　　　　　 　
ソンナ　：コトデスネヤケド　イマ　ソー　ソーバ＼ン刀ソマ　す’イ。
　　　　　　　　　　　　　　　　アメ　ヌ
そん享　〉レゼで・プど　　／今睦　　　そうばかソビャ享い・
　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　ヘ　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　
イマ　イネ　ユータラ　ナソカー　とロテ　イプ’ソ　ナソ　モソ

・炉開イ行ゾレ葛。ちり　㌻しか　王ら。て行か姻が宮ラ躯考のが

　　　 　　　　　 に　 @　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 ぺ　　 　　　 　　　　ノマット　アルケド’京ソデワ　モー　イニタ　ブイシ　ネー工。俣）

　　　　　　　　　へ誘くくrん’ZFhbtプ’ゾ　　そ碁イし｝　C（，う　歩ゴ行きたく8やし崎え、

　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　 　
ヤシナイソヨーノ刀。タつ　ツク刀七　シレン。　し裳）

　譲い料のぼうが　亀く　つくか毛　／侭7いe
ロ　　　　　　　ノへへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

ソソブ　コトデ　マー　一才イテ　モニーテ　イマニ　アッタソデス。

￥ん7　＞Yイ』翻じ例し）置、、イ初貿今し7。九々イ窃。
　　　ノ　　　　　　　　　ノヘ　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヘ　　　　　　　　　ノへヘ

ナル沫ド．乏一　ユーテソ　コト　ナイ　ワ。ネー工．そ一　X頁’

亨う密ゾ。毛う　宅ランし　　　マいの。　　侮九．　毛ラ
ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　

　プマゴガン社　デキタシ。

　お衝イん毛　イ言下．1。
へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

へ一。ソー。才カゲデ。

臨・、そうゼ玩おカ・、ディ綴。
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う主記

くの　ヒ誌題し享ラ享い」仏支・。

（2）　いちじう（くヲ鼓く発音。

（3♪　「（ハ」U疹うべ3tヒtG　」b言い誤手つフちク、ブ、そ〃へ助詞ク・と．》

　　　ン　　　　　　　　　へ
　う左弓いかんプ～．

（4り　悶い〃・文末詞。男がよく言う．頃下の方じ対する）とし鶴々一プ毛・

壇疹バ々寮しケす1マもう）ど。“’あb。　）E’　b毛よく使うe

（勺　気待ラtif　t（iうが享い」仏煮・峠。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、tら）

ぐワ）

し7）

〈9　＞

Clo＞

ヒミソW’チ」しlf「「とも層4鞠ざ，見う〉と毛／庁い」状態をいフ。

「チューヤ・，タラ」r「ヤツ」示柴詳。

「コしワ」ひ部分、強勢《あみ発音。

》at「fソヤラ」tif「一eij」n幾・。

）A「ト」冴、、直前のCrK　th＞zぼ彦受サてN・う。

qD．Sv・しBてrんし向、丁マ壱ラ。

qz）ヒ ^マカフー」（9、誠’象イ’身・侍ラカぐよく寿べ♪ゴし3b人の惇向乞いう。

（．13）「コヤ’し」匿、「》そあ蘇」係糸窃去の名残ソの形。

（1ヰ）「 CヌJtξ、⊃こブぼ諺婚／■家寡レ花ど監う養・。

（i・tS♪　「セレヤロケド」し聞）幻翫　ヒ（ンへ肝ちう。
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8．祭ソの日のこ，と

詫／を

（燭釜を♪　（代．名）

　A　渡近づ回覧
　　B　下辺づ（子

　C　　輩．谷ちイニ

しト生♪

男

it

男

（生耳）

明治4心坪生守豚

六正ク坪嘘穿豚

昭和ス浮生穿碁く司な役ン

　　　ヘノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　ノへ
A　ホーヤ．v・／ソーチューワー　アー　ドコソコノ　才ミマサン工

　　労うで。　三二穿LEF　　　　ゾン絶＞X　お憲でんヘ
　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　ゴシママイソタラ　プンタラ　ユーテ　すソヤラ　シヨッテ　マー

　　御社詣ソしか　　㌻んじヵ・　も，て　お詣ソ亨んか診けゲ刀て穿あ
　　　　　　　　　　　　　　 ノへヘ　　　　　 ノへ　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　マ・ソソワ　トクニ　ソー　シテ　アノー　シュ・ゾtz一カゾク／

　　　際ソは　矯’じ　　そう　（マ　垢めう　　歩征寡言髪の
　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　マー　ブウンチョーキエー；オ　イノ，しンニ　ドコサントと一　才ミ

　　穿あ　試二丁久乞　　　祈診ため｛・　ゾ）めお琢イ毛　わ’葛
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノヘ　　　　　　　　　　　　ノヘ

　　ヤマンエマイッテ　キし一二．シテカミプソワ　才ガミヨッタ

　　　イんへ　鵜。一て　斜短しして　神でんほ　あ’がんゼ・ヂ
　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　
　　ヶン　プーア。イマー　ソ／一　ソーユー　コト刀。　ノー　フ’ッテ

　　ゾど侮ん。　／今回　その　ぞウ・ウ　〉ヒカぐなく始て，
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　シュー也ンゴ、／、／一　ナ・ソタナソ、マー　センゲソ　ジダイモ

　　　　粂る臓復、　盲く守ゲだ／．　　　穿あ　　どんゾん　噺代毛
　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　 ノヘ　　　　　　　　 ノヘ　　　　　ヘ　　　　ノ

　　　カワッテイクンニャデ　　ソラ　シヤブイ，ワマ。ソレワ。

　　　下めって行（ん・た；’ヵ・ラ　そ4叙評　t♂うが’td’v’」。　マれ噺扮。
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ら

へ　　　　　　　　

ソーヤ　ナー。

　ヘ　　　　　　　　　　へそフーで可海ス・・

王一Z＞〒一（柵往幼シノ雇ヵゲカ・（7一一Ar，yタ（

kL。　穿あ，そdOイち　噛あ　　面影が　VくV・あ
ヘ　　ノへ　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
プ’一。「～ツソノ。エー。ソンダケ　カミシンジン才　噛ヌル　じトガ

守あ。　際ソa。誠、抱・f’；『ゾ神／宅心彦　でう人・x’『
　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　　
　スクノ　ブッ：ク　ンカ。マー　ココロデ　ソー　才モトッテ毛

　ヴ享（　？一。あのか（ゾうカ・）。穿あべ1一で　そう　．略。イいイ毛

　へ　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　ヘ
アンマラシテーマイエヵラーブンヤシトッテソカεシ
享んかあ4へ〉川イ｛1　琢かラ　得んマ辱’おり乃んかe

レンシ。

了いかう。

　　ノ　　へ　　　　　　　　　 へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　
ヘンテー　カミーザソ　カミ’ザソノ　才マツソ才　モニー　ヒト／

〃↓知で　　　　　　神（∫ん《　　あ’穿一ソ互　　：毛う

　　　　　　　　　 ノへ　　　　　　ノ　し　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　
　ゴーノ　ヨイ　ヒーニ　キマルヨーニ　プ’・ソタンマロ

・Av　dA　　お・　eレ　次宕う♂うし　才・ブ・んイtし8うか掲。

　へへ　　 ヘ　　　　　　ノへ　　　　　　　　 　　　　　ノへ　ア．ソーヤ。ソラ　ドコトモ　ソー　プッテ。

あ．そうか雄。そ杓ξど）毛赤享　》そう享ゲマ。

　　　　　
カワ・ソタ　プー一。

愛め。ア、惚え．

　　　　ノへ　　　　　　　　　ロ　　　　　　　

アー　ホント　プー。マー。

ああ　 k矛んと万’紐。　穿あ。

　　　　　　　　　　　　　　 　　モニー　ニシヤター＝デも　トーカヤ　ネー。

・そ・う　　西／＼しa一でZ，　　　　ンreフてジ’“つvaえ，。

ソヤ（＝ア＿。（cワ＿一，　）　ダィタイ　ト＿カニ（ア、ソトルヘナ＿

冷うすり鴨侮九。　　　　　　　拶＼・お・・　イ禎し　　マっイう　忽え。
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　　　　（れ

　　　　ワ
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t一一m
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c

A

B

A

B

ノ　 ＿　　　　　＿　 ＿　 （＿　　　　　　　　　　　　　　　　 （．＿　　　一
ア。ウーン。ココラデモ　コンダ　アノー　トーカソ　アッテ　ソ

　　　うん。　）巧イも　）んゾσあ殉　イ’ロし　享・マ　そ

レカ。タイイクノU＿VBモ（ Aネテ　ラ＝ニャ（’万プソ、一弄キャク

碁が『 @燐育の頃Z・2・　蒙扮イ　わ㌧7の躰う／、　　7’暦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 へ　　　　　　　　　　　　　　　　へへ　　　　　　　　　　　　　　
ガソモ　ee　一一ヘンブソシテ　ホンマニ　Vミシー、マー　マエ／

〈f々Z・乎堕いrい1レて．　鴨んど1・　づがい・、穿あ　葡ea

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ヨミマダケ　プケヨーチーソ才　ソナエ：二、才ヒ．カソッチュンカ　ソ

腐葛杉’ゾ　お提燈骸　　　俊えし、　おひかソ　しいラ〃・か

　　　（　　　　　（一　〉　　　（一
ナエニ　イクヨーン　ナッテ　　　　　　　　　　　　　プンヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　ナー。

穣ゐじ　行ぐぜうし　享。〈　？ん’Ei　teえ．。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　
響才ヵネフr・プンボク。ライ■ロテドーユーLノオーソノカ
お盆老　・、くうぐうい　をラ。マ　どう・・う　物診　　抱（竃っ

　　　　　　　　　　　　　　　　　
イヨ・ソチマ・ソタカ　チ’ユー　つトォ

ー・・iい7ちカ＼　　　　■いう　　〉と21．

フ。フソ。

ラ。β一ん。

ヘ　　　　　 ノへぼ　　　　　　ヘ

ソーヤ　ナー一。ナー。

そつガ協九。　比え。

　　　　　ノへ　　　　　　　　　
＝コズ・カイワ　＼／レコソ　ゴて乙ソ

　，1一遣八才　　それン）そ　ゑ鉱

へ　　　　　　　　　　　　へ　　　 　　　　　　　 ヘ　　　　　ノへへ

＝コズ’カイ才　ヨケ　モニロタン＝デL一　ニゼンカラ

・」一va　Z．　ちくでん毛ラ。f・，　・7Nイ　三富如・ラ

　　　　　　　　　　　ノへし　　ノ（βヨ脅…一）すカッタカナ．

　　　　　　　　‘守力、っ■一．　　カ、（e’，

　　　　　　　　　ウン。　ゴセ．ン千ドヤ’　ネー。

うん。五／銭／芽ど㌧です扮。

ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　手ヨット　ハフ’シテ　モ：一タ

　ラ折っレ　　蔦頓マ　毛う・れ

ゴセソマデーヤ
’”’一‘

ゑ／銭穿イ。》
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A

B

A

B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　tV　　＿　　　　　　　　　　（＿　　　
＿イ・ソセン　ダスト　アメダヤカ％　イッツボ毛ロタ　ナー。ウー。

　一戯　　ズすじ　悌ろヵぐ　　煙嵐　％ら。ち守あ。フん・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノへし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ソレモ　ホンマノ　アメデ　コシラエタ　テセーノ　アメダマー

　そ碁宅　し才んレうめ　儲イ　〉（うえお　を鴇との　　・飴多
　　　　　　　　　ノへ　　　ノ　　　　へ　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ

ヤ　ナカッダ　カプ。ソエト　アテもン　チューンカ。ヨーケ

し茅　守力＼っあ　カ・享。　そ回し　あイ毛ん　しいうめが’　九くでんノ

アツテ

函っマ、

　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　ノヘ　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　
ショーカ。イタノ　コソプ’暮ンヤッタ　デヨ。コソプソニ　イッセ

　珍茅板め　）ん享物携希　よ。　》ん干し　＿戯
　へ　　　　　 へ　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ン　ダスト、クしテ、ヒ，トツ　ムクッテ　ミルト、アタソト　カイ

　　歩でし．く碁4，＿っ　thく．　一1　～珍し、　当ソu　宅い
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへし　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　へへ　　　　　　　　　

ヘタソ　・イットート　ヵイタソ　フソナ　モ：ン刀．ヨケ　アッタゾマ

診ソ　一等ど　宅ゾ花ソそ引物が憎くぐんあ議んぐ》
　　　　　　　ノ　

　ブイカ。

　td’　v　O’。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　　　　ヘ　　　　　　　　　 ヘ
ホし刀ラ　オミ也ヤープソノ　ズミマゲヵイニ　イクンカ。ウレシ

k“カ・ラ　il～ソ舌，穿くrんA　　あ’計や・デ乞買いし　固くaカぐ　うれし

　　　　　　 へ　　　　　　　　　　　　
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ハ
〔
8

A

　　　ノヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ

ソエト　ニッキスイ下。　〔Bヲン。）　ぢソニ　天イッテ。

それど　肉権・Kt。　　　　　　びん（・．　Ll・，・マ．

翻∵；（v7（∴（禦∵；㌃礼（A惣

　フrソナシヨーープ’。

　あ’1『cぜう1rびの。

　　ノヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　ノへ　

ソラ　ドッコトモン　コド七ジブンヤシ、ズソプシ　コトヤロ　プ

そ躰σ　ゾ）もみ7　　多繰時／か’7’r・；’k、　　同。’　　＞L拶ろう

　（　　　　　 （　　　　　　　（　　　　＿　　　　（　　　（　　　　　、、V
一．ミヤケt　チューンジ》力　才ミeWソ　ユー　テードテ
享あ。みや、ブいうんかろうか．　お店屋でんど・ウ　糧・，復イ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへの　ガタフプタク。ルマニ　ノゼテキタ’バカタデニノテキタソ　シ

が鈴が彰茸’じ　家イィ乎杉ソ、肩イ『萄を。fi才あソ　／

　　　　　チ’マ、ソタ　　ジブソ〉ぐづ’カイデし

　右　　　）うズカ・ラ．

ラ擁乙

（り　）の格助詞「ガ．｛？、後《「eロタ」し鵬託1ない不整系現。
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9．犠家の主婦の苦1誇〉豪／ゐ

零しS一

（略号つ　（氏名）

　A　　渡辺イも一

　8　渡辺久3
　c　　渋谷ちす二

ク

椎
男
々
男

（ （旧記）

明治43年生ill八

大正ク浮生を碁

昭和λ芽生穿撚く司／会役〉

A

B

A 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夕ヵイ　ユー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南いどもう
　　　　　　　　　　　ほク　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　
ケードー　アノー　ヤシロノ　天一ヤラー　マタ　アノー　シεノ

∀胚ゾ　　チのう　ハ代の　喀うやラ　　守お　；あ《う　での
ノへ　　　　　　　　　　　　ロへ　　　　くヨラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ホーノ　江姦’ズガエノ　チカクノ　アノー　才ソナシ　ズガエ

　ぼつの　　　　、ト県の　　近く〃・　1｝、　a・う　　同ビ　　！」一喫

　　　　　　　　　＿　　㈲（　　　　　＞　　　　　　＞（＿
デモー　コッチノー　クソムラノ　示一ノー　ドエライー　タ刀イ

イも　　）っ巧の　　　粟村か　　呼うあ　　て八ビ’〈　　南ギ
　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへへ　　　　　 へヘ
トコモ　アルシ　ノー・衣ヲ　オーヨギラーデモニエライ　タカイシ

　圏所七　あう（浮。　　　　於与岐をんかイも穿て・ふん繭・・し
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへへ　　　　　　　　　　　　　　　　 へ　　　　　　　　　　　　

　マー　タカイト　イエバ　タヵイモンノ　チート、ノー．タカイ

　穿あ、　亀いし　壱かガ　lat　V’Za・A．　ずン1、　ねえ．烏ゾ

　　ノヘへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しり

ソラ　ムコノ・ンカ．　’ヨカッダデゾェー。　（宴）

髪りゃ・疑〉ンゾハが　よ〃・フあカ・ラナづいチ・

　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　ヘ
ソラ　ソー　ユータラ。一一（宴）　示ヤ’〉アド。

それぽ　物う　r診っf一一ラ・一一。　　　おい、アガ・

奪ザ寡；（B編：モ：二り属1－1㌶ご
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B

　　　ノ　　　　　　 ノ　　　へ　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ
プラ、イ孔　ソしワ。エー。マー．7ir．．　hンデ　しやクショ』一ス）しンニワ

ぐついイイ。％凶手扮。　　　穿あ　　凌4ヘィ’壱博す易でブ、じ呼

　　　　　　　　　
　アノー　マエワ　カタデ　モチヨ・ソタサカエデ　イネとチス）しソ

　・あのう　伊丹（2　肩ゼ’　待。マいすうかう　、　　稲特ラ可診
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

デ七　ナニ　スルンデ・と一’マッタプソ　マー　一才マエが　キテカラー

しぞ　？し可多じモ拶・，お（、　　　穿あ、　チ尾之が’穿てかう
　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘマ　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　アノ　ソマカーモ：アソ、ブヤカイ　スルデ　ホラ　ソヤカー

　　　　ソヤカー毛　参ソ、　あ軒）碁でうカ・ラ、そソやソマカー診

　　　　　　（＿　　　　 ＿　　　　　　　〉　　　　（＿　　　 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポーデ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タヒッパ・ソタソ　ブンカエ　スルンニ　アノー　才クノ

ひ吟ずゲたソ　あれ〉れ　でうプちあしチ、のう　奥の旨うイ’（≠妃バ♪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 ノヘ

カイデL　　マー　タカツキ’デ毛　　タカイ　　ドコヤヤ’ヵイデ　エライ

烏・・かう　穿チ　函槻イも　　亀、・　所拶ヵ・s　　つりいとし3

一　（一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿　（　　　　V血（・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　マツノ＼．一ソレニーカ’。イトワ　　　才ろ、。タケー　　　　　　　　　　オもトルケード
　　　メy×〉〈Yヌメ　♪〈　》〈　〉ぐ　ヌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yh（x
　　　　　　　　　　風・。ゴゾう、知〈ゾ　や引留ソそ麻じ（そ杓が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ　　　　 ノへ　ノ
乎バ’／　ク）レシカッタマ　ーブ’イ　コ。

いつしかん老〔か，ブしんじぐ宮・・カ・い了

　　　ヘ　　　 ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　
ルガヤット　オッタンが　イチバソ　コワ刀ツタ。ブントモ　イ

蛭が幽πくでんV芦かが’　．・ラ　Nヂ’ん　）めかっ匹h　？一んし七　い

へ　　　　へ　　　　　　 　　　　ノ　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エソ　ソレワ　モー．コワ刀・ソタデヌ。夕一二。才じルマエン

如♂い妖ウ・・し♪そ赫ほ毛う。　）抄力㌧彰ゼす，田し扮。　霊彦辞し

　　　　　　へ　　　　　　へ　　　　　　　　ヘ　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ブソタラ　ドー：二8コーニモ：t．）Lデ　じルデブル　テーこそ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×x×x
享。プ5ラ　ゾうしe）ラ｛っ；し　珍イ’　蛭ぞ　　　　　ケしτ
　　　　　　　　　（　　　　　　　　（6♪
cッツクシ、4スト　才ヌイチマンガ　才yイチマソ刀。アノー

　くっつくし．〉そケすうじおぬ㌧巧や々が’・おぬいちゃんカぐ　チ・めう
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B

A

B

　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　
イヤシンカごスルノワ　ヨゲ　テーニ　ピ．ッツクノヤ　デッテ　ユー

「いやしん亟渉でう秀貯〉ラ替拶＼ア芦くでん・諭しくっつくのプジ為って　毒っマ

　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ

テユーチ㍗・ソタク。ライ・デテーニマット乙ッツキヨ・ソタヲ㌔

　　もわ四花くういで　　　をじ也くでん＜。ワ・・βワ〔π毛《だから・
　　　　　　　　　　 　　　　バ　　　　　　

ソージマ。マー　アノ　ジ’ブソニワ

　　　　　　　　　〉そうだ’。　　＃2FK　　－2E　o＞　＞う1つば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノへ

、モー　’オンマニ『アワデサラエダイ牙「ごマ乙レガオッ二三．ワ

もう　貯んYし　　ki3iL，イ　〈r　bλ杉い睦ゾ　　覧玄至拠隔　いプ多が9

スレヤて三ソー一一

彪・4入う碁旧い一一一一

ナガクeツモー　fカッタシe

著～働碗　　守かっち（．

　　　　　　　　　　　　　　　ヘワタシトコワ　アッタンデスケド。　（バラ國ン。）　『ホソデ診　ハ：ヲ

わπい家募貯〔糎匂ぐ）あ。7ちん・マすゾゾ。　　　　　　　そルヤで右　袖め
　　ノヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ

メー　ニザソネソワパイタケド　才ヌイチャ’／刀タズィチマテ

　　　ニ・三年呼　　し才いアち＼でど　わ’ぬ㌧、ちゃんが㌧嫁しいか碁て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くアク　　　　　り　　　ヘ

カラ　モー　ワタシシトソ　シゴト　eソヨーソブ、zタラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヵ＼閨@｛fう　わ花1　一人　　＃身乞　（創1rワや亨ら亨く守っ匹う
　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　ノヘ　　　　　　　　ノへへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

モー　ヨクモ　プ’ンニ　＝ヨーニ　ソン・プ’　クワイカ　プーンジぞ
　　　　　　　ズズメ　雲譲メ
そう　　ノ糸毛　　　　　　Z一て毛　　そん享　）｝つv、》シか　亨んYカ＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　 へ　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　
ユー　＝コトワ　モー　ワスしテ　ナか．クσツ　ホ刀イテ　ノ＼イタ

いう　）じ痔　毛ラ　　蔦撚フ　　蕩～動も包根：げ才宅一τマ（田し）λつた

ユ＿ンヲノコソマ亥£キ。＝葛へAヲ＿ン。（ソτf（ソT

しいラ〉以評・記図り残ソ暮可，！令θぜ毛．　ふ一ん・　　そ碁は　そ三
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A

　　＿　　（＿　　　（＿　　　 〈3＞＿　　　　（　　　　　　　ノ　　　　　　＿
ダシニモ　ヨタカ。デキタカ　ドージャ　シランケード．ソラ　コ

f・（2　寂が『歩ゴ3％かゾうか　しラ｛’d’い噌ヘゾ凱そ杓さ
　　　へ　　　　　　　　　　 ノワイ　　トコヤ、ソタデス。

）のい　祈拶。ナ・イ馳可衿。

ヒへ　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　コへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノし
フン。マー　アし、アレヒ　，イシバイ　マイタソプンカイスルトー

ふん。参あ　あ碁，　訴4八毛　石灰診　才叡いあソ亨ん。・　　／ずうと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ヘ　　　ノへ
nv一一一一一 Q鴇『誓鶏箒孤黎4、∵劣，缶
＿　　　＿　　（守）＿　　　＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
ナイ。じルワ。ヘー。ソラ　才マー、エヒ：カ。二七一　プ’ニヤロ　フプ

お穿る．虫至守。　うん．　》をソやおぞん．　交，びが馳レも　　島一ん’7ち’ろう・η・捻。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　

イヤ。アノー　タダミ　＝ニマイジキホドニ　バケツニ　ハソブソが気

　　　　あのう　畳　　二三敷⇔似・　・ごケツ（・　串／訓秘’
　へ　　　　　　　　　　　 （　　　　　　　　　　　 （＿＿　　　　　　　 （＿　　（．　　　ノ
ド　タマル京ドー　エビカ。ニカ。一　才・ソタンヤデ　／一。　ソラー。

　　　ち穿う略ゾ　　九ががにが1　v・乃んかかう　毎九。　そソk。

％レ．　ノ、ジ・メワ（ドエライェ疏託一六ガシテ＿（
（クん．，．　Gじハez．．t？，九び。．じz．禰て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち　　　　　　　　　　　　

チョー爪一ナ　モ：ンジャッタンヤ’ケ㌧ド　すニマフプアー。　毛一　イ

　隼事￥　　　毛＾拶。万々拶＼得〈ゾ　　　享ん拶舟λ．　毛うノ令
　　＿＿　　　　＿賎の（　　　＿　　＿　　　　　　＿　　　　　（＿＿＿
マデコ・／一　ミネ　キッタソナソカイ　シアカラニ　ダイブ　メー

　イ〉そ　　　徽乞　仰。・万ソ7んヵ・　　1イ　そ恥で　拶＼、，ダん達

　　　（　　　　　＿　　 （＿　　（　　　　　　　　　　　　　　（

ワクニ　プηレケド　ア／　ジ’ブンニャー　ドエライ　メズラシカッ

露し　守かプゾ　あの　乃し妊　　　ひか（　珍ラ（刀・つ
　　　　　　　　　　　　ノ　も

タソヤ　／一。アレ。

　彦ん・7㌧㌧’姶え．、　あψぺ。
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B

A

B

　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　へ　　　　　　　　　　

モ死一

＿　　　　　　　　（　　　　　　 一　　　　（一　　 ，〉一　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シタノー工一。ジ’マつη。す暫力〉タソプ’ソカイ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アエ　　　　　　　　　　　　　　　　　シタデ

気気。　Cや〉’t・　・“　守かっちソ》んv－　　1πかう、あ4　下m

　へ　　　　　　　　　　　　 へ　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　 ノへ　　　　　　　 　
才ジー刀ウタ　カイノー。アノー　ダシニ　ショー　ユーア　ムシッ

おじさんの寡　か梅ん。　あめう　f・“｛し　IJうレ　宅・マ　むしつマ

獄テ符テー（ Aヲゼシ外ヅヤプ（アノ》ヲシニ（カワソ

おいゴ　　そtゴ　　7んが・　（ちん7ぢが’、　あの．　箸ユ17かわソ
　ノヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノへ　　　　　　　　　　　　　

ニツコタワニワト〉ノエサニトッテキテヤッタソシ
し　倹。乃ソ　しわ剛め　餌し　取・マ　孝ゴ　ヤ・匹ソ　〔

笑（

款擁∵『卿（孝霧（罵7冨摂（㍗づ
v一　＿　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　（　＿　（
ケド　マー　姦敗叢；7　セレソーチューナソ　アノー　ドエライ

＼でゾ　マあ　　　　　　臓浄マで以　　　　チ・（ラ　で）・もこん・

　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　ノへ　　　　 ノヘ　　　　　　　　　 ノへし　　　　　　ノへへ
才マ工ト　フタソデアッチー　イキー　コヅナー　イキー　シタ

fO’？■b　ン人イ　あ拶へ　即言　）巧へ　！／・’f’（　しτ一・
　　　 　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへヘ
　コトモ　ブカッタ　ノー。ホンデモニ。（β笑♪　アッケエ　イコ

　〉しも　守か。匹．　梅．　希サゾ。　　　　あちラへ竹ン
　　　ヘ　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　ヘ

ジヒ　キシャ／　キップ毛　カエソアソ

うし毛汽車の　　’切府も　質公享いnガ（
　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

ノ　才ジゾー幽サレイ　ツレテ

　　あ地嵐イんへ　違栂マ

　　　　　　　　一277一
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A

h
D
〈
〔

ナ・ eア（

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ソヤソヤ。

　そう》う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ

ソエダケ　ノコ〉マス　ワ『ナ。　（笑ク

それナ写」rプ傷ひ臓・し）残ソMnX。

＿　　　　　　　　　　＿　　　　（＿　　＿＿　　（＿＿（（り　＿
ウーン。　（笑）　工一力。ミテ。マタ　ノー。ソレモ　一一一

う一ん。　　　瞭画　見一τ。茅匂露。
　　　　　　　　　　 ノへ　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　
必イ．歳き　ソ／　トシ刀ラ　デケタンデス　テ』アし・寸：ンマニ・

　　　　　　ぞ《　坪。う　　イ三毛ん一で万ゐ　　あ4丈。　曙ん浸袖

つドモ刀。。

多イ茨φ＼’．

　　　　　　　　　ノへへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
カミシンジソマッタ　／一．アしモ。　（β立ン。アしワ　ホイデヒ

神彪二君。≠、　　　佃λ、　所れモ。

　　　　　　　　　　　　ノ
…一
j　ニネンメヤッタ　コ。

　　　　ラ坪頃搾つナンかい7

　　　　　　　へ　　ノロの
∠・ジ’メデシタ　　ノーオ．　ニネレメ。

初めイ｛て：．　侮λ、　　フ牙〔多

　　＿＿　 （　　　　　（　　　　　　　　　　（＿．＿　（　　　（＿　　　〉　＿＿（
・マ・ソバソ　宗ンデ　カミシンゾンモ：セ，ソ　ナソ　ワイヤ。示デ

や融守。ソ　物碁一で　神修／Vb　　　kVくうヤ享ラ守いど）い・　イ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

ドヤアイ／一。キョート／　アノー、嬉フフ”　ドーブツエンエや

助・・砿．　儒アの　ルラ、　　　噺物園へ
　　　　　　　　　　ヘ　　ノへ　よ
スコマッタ　刀イノー．ツレテ　イッタソワ。

1桑子杉’。彩　o・tSえ。　連．哲ゴ　竹づηρ、叡
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注記
u？　Gてムく，（e、　ヒミ／いやー」ア婁ろうと’一苔う。

（z）壕器名．

⑧　寡蕩名、

〔4）集蕩名、

⑤　彦い言呉ソき壱v7お｛た。

（6）　夫箔一でCr々朱。

（7）　「（守▽哲げ守ラマく？．九う」a煮・であ診匿守㌔　1かtt「セ’ノ

　ヨーンプ認・．タラ」b聞）ん多．

（・91）寡じ灯可多幸磁／も’き老うか。

（9♪　Ba麗言奄複（マ聞）幻ずl

uo）「 ~ネ・1の煮・昧不詳。イネ（稲）uvち胴う解1イおく，

qD　「茅ちそのうち二人ブ旅后’マ3）t・tあbゴ．」κ竜・．

脚主人じ対して孝が「ノー．乞使。マ・・う。

（B）　「マ脳ブルーざん・」が「マーザルガ’ソ」し聞）乞う・

（f・f・）「ネヤ」vいう文ま調σ7いzいう。C氏（ボジャ」彦と叡示す

　脅。

一279一



　　　　　に　た　　　よこ　た　　　　　　　おおま　き

III．島根県仁多郡横田町大字大馬木
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／

2

　横田町ta皇耀禦の車南端・＝あ3

Z不郵’木ヒ今t・れてtl　f＝。　藁漸ソfPt　le八円滑であソ、

倉群し／＝

，t畠取県臼∫2彦Fも∫昆e憎しマロ3

hり、

バーZ　lみITタクシーE≡ρ｝1司乙フ♂け小．・ボ43　e・”孚ピ6移薯エセπ、あ♂ρ

の葦むu・～誤s，3乞けえよ5。

　人r）t7，今日2／＜
L

7ノ戸、塾人02、　3／タ／＜ブあ」。　42入tg　l（一Geか紫のtyブasソ，　ぐ

asいゆ潅考…9％f＝ろ’一：・だか・、考擁舷み・たr・dKク、
ハ肯あ・x、　り・存’ノの重鐸tあソそ）り’．あ」．

　3、　収激しzこ秀玄の拶色ノ

（つ　ラ∫言θ厘lt一つ位置．瞬拷兼オ思しの関脅こ

　隣楴一乙v：云島糸、ゑ取県の方言の易黎’ア俘zるガ聴け～・・4けt琳わ

承’3・　九ズth／愛：漣肯メし4・Pにぐ〉「ギ、　行キヨフク、行辛ヨっ夕4ガの進秀％

」is・マ　，Le　4P　P’ノ診頻凄が鳥tt。　こ張t9あ了り’；下弓孫の彰禦2”t12｝’・かヒ

赫冗＞bl・　；・ム・t豪奮焚かド4税・1し　行㌔・レ・迎ゐifS　i・・勇

・・ ､露脈’孝に「c－5」1亭っk盛ゑおのy・こ理．わ乳3・　孜廊罐蔓乙凋翠

で詞。一時剛胆〉雪下娩Z4・三戸卿・覧・一9，ノゆ一
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り一癖四ように彼者侵・（a　L・1＝・6・．tp。・郭い’ブろうし　・・
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1》あ5v　イつ9君1～古〆司し嚇と磐わ肇3のヱへ　倒ゑ代ら孝く乞示9こヒ’・す♂。
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　以仁の1罫嫁管錦ぐ七の表ゲ奥．～yt　7＃う’＝、診，噴礎・介A鐸i｛｝．　lx夏『一ズ｛

弁ゲあ？、．しす勧郵・幟・・　）S、ウー・、ツ、ズ、ヌ、タ増く。・

在物者らうSウ4りのth　sε欠く　tち鶴て　fR弟ゑ記t；d’tツIX・7，，
　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　　　 、　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　一　　　　一

2・釦超仏ま’・，乙・ムで祠・t・・しち一7r・　・・“　L，禰老グ紹裾

」肴一てそ‘り）lt、宿9県’・か♂z、教アas一　4／’‘賓’↑たこtLスつて，　z”　一2㍉

一号ガ7峰Lメしビ参冬Aラ4Lマ＼　％・ズィn孝・劣こIPし厚■xっk．

　／卜一っ言伝蕗工di鱗壱ガ1　ゲニ多野のみs・認＾メK了ものオ・・あ」．　二汽lz

4夢孫「「ム蔭労言の笏究ノのチρ慶一Vユ箆・・迩『べrあり．　こ弓・il刃開

誘3。

　ご／♪

剃
　s
　（2）

イリ、

　（3　）

例、

　帆a，Sレし1こ准ぐ

及feγしヒt）づ・

ユ　Lt尋 日凄う2’L多～30

　（4）　6んr；　一ラ　saノ　亨たiT　la／aj　：ρ

剃、　幽ワ（t5acrl）一一ヲ宏5比！　こ弛n←多君戸グ｝TtsK（ワ）

でig　〈，．“ノィリ（tsアrア）であるF一一　」b　‘3）’捕’胞x　／’でt。z曽1

者矧葛・巌リ（・ソ。り♪・研’・贈べ’でで協ろ〉．勝ツ初・偽’・ヒ

ぶ　乞アレしY；　nt　Zot　5〃し　→戸瓦：妙しa5’6レしな8。

　のeγi→プae
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ／ieO，β就ソ｛1－9（Ker｝帆a5t・L）→　k）’£e7・ta∫t－L、」！碑ソ73（

herlつルa’∫ec）→frtj　eWt＆5ac・　，CEL　L・殿フ学ア’xご記7・t　a

5’b・L　・1二通レ1ノρ

　（5）乙んr〃し→曜ミ：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぢイ多・｝、来3．ぐkwrtO）→i〈．　w／∠～’　。酵3→Fv〆　a：　イ旦。”飴JA　I＊、

5h／況；ど‘手4つず’∫4th・’」。／5グ5／ゲ多・’よう1・更毛33？　・Lしもζ、

ぞれは矛老后印べししマが1ダ多・・〈ゲ音b・〈9・・乏のよ）’・ig」。

era　一一一一　Jae
S．　3　（reer　ltt　）　一一一r＞nj　ae　．　；A’s　（ner“）g　la，　j　ee

けUt一→」を！
i（，　3　（k1　）”　‘it　）　一一一一一）　i〈」　a：　．　eE　（3　（iKih　bt　）一一）ikj　a：

1「1　クJa：
冠物（昌rlza・n）→kj4・m・n。教リiV→t5，lz・
　　　　　、知り9tむ一→∫Ja：ma∫enと一）あず、5a：m

　　　　　しみかっコ、　ノrノ’±ゴa’r：変化守lz乞η　巣活乙
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シ2ス、ケ■tツ・しのδ別ゑ醤っ7・’与ガ。た6・メ、　1rve診ノr16ty

L一みのLi　Lz刀如扱うべfゼあSn’も知礁lf”．　zeつ’＜relF（1しんガ、

を者ゲ新1後1・家9麟、縛殊ケ婁化eす3。こkt；タ！奪vttr　Ziで／，こ9（；

タ即t・のみ．見ラ病ユ事象ゼあ9、　こaN　（／）一（の氏広汐痔薔、　th戸宏オ壱

のiS　ih‘ρ3和2夕与）1：if．　tltE）しzあ3。

　　　　　　　　　　　　　　　　　
ム

　ライフのう；、　・｝、’し、レ、！つlx表首tJ　4ワィ）ずa’・　Ll　dにソ・1しt］一7，9’

彦雰者化イ3、アソマR→フーマス、ア’レ跨→アーR、コ・マデ
ー→コーマデ＼トつa一一》トコーのように尚イアe・者毛筆音占＃3。こh

4ナ4左域ザvうであ3・i／致左猷で1駅セ、ぜt＊　YL　．　i　2堤著τttL・8・

f－kh、吾音イlrエ、ユーviイに君戻・し、　ヌ6曝，・ノ’⇒ナ海道♂。　エシC石

）、エノ（ズ）、イ奇（壷）靴』哩の御・弘硯、ウ・・わ・対ん初・

Lt　t参・・オンし制ゴ・傷）。葎物者の5sウ多’／・拗音夙・”
一で一弁つ南縁で直．音イしす3。　キーコー（尋行）、　ギー＝一‘ケ乳）、

与一ずク陣・判。こうほ嬬た胡イ男課ノ。ん雇’・今〈、沿！せ《錘・吃

遼．’・城ケtつ〉あ3。

③文法よ一の梼色’

　こm舞音t＝asSわ4・’r－e・E中κ？に泣’べ’9．

　∠　《糸笹

下ラ最砿・晒づ何∴禮歎・・オラヂ、オラヂ、才ララ乞オラヤ
　チが・あ3。

ワソオラ’・　・t・噂大事言一t。身・飾i・・9　3K　・・　・，〉．

a・工　茨麟榔it　Rエ“　’／両吟寄合”・・偽1㌔　亥麟船アンタ

　ぐメけt：当3。

脈エガン湘ラ・こ対・・塵萎ゑ現．ム・マ・づ。

オ三軒ン　オマエnyンよジや・教奏ザ蕩メ3．

　多、動調
　群行形の（／ケ翔ソツア’レークヨ，レつま仔㊧工也オで電／tfじ用・・5人マugti’1

　伽愛・・あっ惣・，冬思蕎’・t遜去彩’・し・哺Lt4％　tvL　t瑠ア磁

　4ひ’Taの硬・わvk・4電」X’”，こ・イ拶舜Z”　17　x”　4・fPいSvL　・て”　3・

　し　ずミ　　　こ　の疹考い音　　1㌦　よ　っ　’z　もkp・　S　承！3・　　イア　キ　ヨ　ッ　ヌ　　の　形　よ　リ　、　　イテ千ヨッ　タ
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　の形グ多り。ライレぼ、ナ・痩・火elE，？」3　，T　Fレ・　・“9駅　f＝6和e　・nL”

　あ、埴！衡・舗錘子，’・ごチ・一）δ’夕θ。

　　’音イ更勧［・っρ？ぼげ蜜っ先、私つ獲惇、ゑ・ケ幾秀隠響く行なわれ‘

　ガ〕・筋・姉戸・薦捲・皇取県θ癖F・リタ。z．モう一ク、ハラーク

　とタぎ。　出を’）者工員青β・｝夢・メ秀之’ポこヂ～ヅ正当ブあフ、　塘・をぞ慮丞支σ）

　ぞ・ラ7　9　、　バラ．．　タ　宅≠之Pk］すS秀かつ㊧麹で「あ8．　　eラーク．　ハラーク

　σ2昔痩で19・・9。一eラウタm・）一乱財a・♪重egeに・・t、9T”　tX

　〔ゑ取県tge・n）a：r・→i（一・｝C…　一　fk－rt一・厚靭で隔あ♂，こ7；バ．

　マ．　Zラータ、　ハラークD“tす♂・　ヴ314トヒしマ、ナ¢ぎ戸ゑ暖？ze”オで彰、

　二去誘註、’会5、貿5、庫＞1τ、ラ・タに捲濱兇ずS璃毒にtlP、アータ

　、＝か一夕、ハーtタご6琢εレz、　アタ、7タ、 バラti）と・，5・　V多二餐

　陶・者便彩姻揮で傷ぐ・→タ・一デ、践く・→アツーテぐ
　つと部の劣脅兜テ・丁、タカテ、アフア）・鰹。

　3，％暦劾詞
アゲーヂ、　コゲーダ、ソゲーグ＼ド「’ゲ’一ヂ’7げ’飼う「言ソプイダ「の’安7・£で・

　アゲータラー、アデー＝tアデ㌦ダッタ、アゲーナsフゲ　ナラし5岬

す∫クゑ童け儲アσフゲラ＼・ゲタ紘旭・’・アゲタ’ ・一先’『 Aづゲヂ
　　　ロ　　　け　　　ユ　1蕃」）　多つ　の瓦r9

　タ里諺
ゴガ」 uマ又、　ゴグエ7、　ゴ‘サ岬工Z、　ゴ㌧ゲイ只存：　．LePよく i弔・・ヲrんZ’・3。

　ヤンスい・〉ロリ秀グ、達（ラ／）t＝i・8べ　宕d宅・・秀の一つゼあ

　3．　ゴザエスがゴザエンスε7A　3重合eあ3。ゴザン尺e醇・一）〉。

ナ八1レなご3の徽請体・’鴨↓く印・’づze　3・t／a　m－fp㍗ゼザ’レの7多i」”夢リ

　ようか，　張魔『差琢r一県・’s牽3．

　5、・募／調

　　　　　もづ一　’ケー恩しク］“つ口走・虞rの憲。っ口と萩t3グ間霞助骨角’こ、

　辛味6T？く用ttl嬬合tあ3。

　〆．巨力動調

　勤定一の助動う詞グ｝叡呼㊧VトテIXノ乙くジ1であ3別　N字早智ク’7ゑ一廻・9φ

　ノく：tL’しZグe屠tt　9。　eL・・dij：，一へ∫帰営で堪Eff臼3nyほ．　r・・仁妻彩とF各
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　4娼の一部岬醐・1・　21，　3・イ・鰭猛吠・・ジ♂つく1，S・’入勘・

　ltグかつ多ぐ々っ　震ぎラゼあ3。

　4　その杷
　t　こめタセ9底んE”のlz、　Ptp毒の堪bよく勇1。　z口3メve　Pt？でas　9≧ヒ，　イニ

婚、ひく：9　・e財辮聖冷D酒淫皆汚・室画論as　S・・碑山砦
脅ブ’既　観に収菓ザ国鵜マ”あ9。　テろ後t支）登子fE　n地で’tas3・

　険一つ／7二こ／・’x彬璋，靖一代nよ〉）1、　PT協力港かあ2ためジあ乱

12代1叡93和ノノ勿つS弗でas　3磐留立楼t・O鳥凝Lゑ、　集庫蘇立・4季

農業矩蜘太イ㌫計え．S8n〃月〃・Sゲ・勿ヌrvμ惚獄受の柳第才受の農

繁科に粥帰2一乙z富め，禿歪敦穿一業獲，；、　’L・：・1：し疹倉屡面隠％’家籾諾輿　雇謡

扇β但合の言忌才彦導灸s↓9’P・〉，凝ρ’臼7耗倫纂季萸、易木か孝凝る巧認

楠纂ち幹、多見1¢　・；白京彦蒙のザた’t・5、纈19町丈イt忌事戸→委員、票女イヒ

麟孫護才醇憂て積・剛蛸）、県∫蟻文イ働綱査鰻陸多翻搬石SF　，

未原即芝糎当）M1｝）、，顔の力・㌧かつ塗ノじ2チ協力拍ガあ3ゆえガUt　3。

　oの友eぎ余音t＝っ・’て、　需e3iずd・写司会湘t4，z養♪々。

B　表参びり・て

！紋岬紳音であ・・応・、ぜ者ゑ皇暢拶ディ．・・」　．ウ
5りのすべzF＝あnっマ寒声を碧の表tlごで行’：1ラベテズあろブ．　｝÷坂名の

表参上の揚登’丁そttLがマ・f孝θ。まプ＝乱声寵ぢm甥《乞そ四享ゼ9■1：4

・’　・ri’s絵■　・”n　・ge　e’・あ3寺1・。ん％－』こり5si・夕・・絢軌、亥’・

fの’牢2罰若e〃グ、古た・一1え字i：落ぐ瞭こdy　Eヒク違．Z．1ユしij一）　9日号

1嚇ってまtt孟tr芙に2，と表寵づ5．　tiとツも痢ピ・よづ！こ践碕S9“こ辞

儀’74と表：記す8ρ老～一告のぞ（ヅ♪とジマヂりt亥‘・鴎e轟多こ・言♂。　ゼ、セ“

lG互、シ2　X：表諺εf3。　司会漏のヂ多原ラ看一代’；、敷宥面諭右軽く、　兜察

・・” 蜊F越鳥も賓，t　P一人・“　lg　3　・：あ、ズ’一之㌧翔τあ。鋭種ク。k7　z，

ス4．“ノ・1＊fe　｛iズ、シ、ス、e、ツで覆記した。
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c　　収録内容の概慈兇

　∠　ダイFiv
　杉原薦一くtの司会κ2、

みうk｛内達・と4．っゐ。

∠
ゑ
3
、
奈
凱
／
、
久
お

毒簸e愛乏厚・・’S直行ム7行，ち・・の、竣の

　　　ぼコ　う
θフも艦裡乏矯・微のなみ・。た×、・話

こってのにへ口

称植、草取

塗ム架

＃f，Zaメり

亥の争ざル

四馬ソ餅，・うへん．隊船手と
z・“ ｭ，ビ焼，　こ暫しひ¢碕、　）ヒ祭

£、廊老寿月臼

　㌶和夕’o身ヂ月2－oρ

3、轟吾蠣吻
　島擢県・fp多郡横田町大葛iタ・3各地・f・　・4　s　ra衆　藤原宴木郎力。

4，　壽レ今・）氏盗、催，s井、職・歴、居福歴，翁評卵奢徽e・・e「’

　A諜原舗鰍（駐臼腸2ク躯、財・拷餌、牲彬鱒、
　　　　窪蒙・樗、…　バン曰うあ・しち・・利．う一秀・X・’4ソK

　　　　・・tハ‘干季っ　■口3■冷　鷹タヒqAdan・，　∂・，工り／痢ぎにぐけ。

　β　∫葦・墨画右衛戸『（男入朗劣33与k，圏ネ・ト犀殺辱、望業、・の

　　　　ヰすが夢出Erヒσ4・㌦兵戎£身t3茅幻工亨。よく露6・《。

　C　表瀬・・；F　，（rst），ズーた＃主、　a勢・ノ・敬癖、農蒙、・・〃メ

　　　掬／‘糟鉾のイニ多即イニ多町rp施らゑ身。孫入りし■こり村tt

　　　　承ぎ。　嗣じ’イ・ラ郡1＝zここヒ肯壱17賓わソt7一を11。有孝弓・・9

　　　　っざ’，L．　よく下す、

　D　わ原粛一　傍入曜和ノノ与主、凛立擬田鳥薇寡業詞E南葦．素季

　　　　県立兵導履紫旧識繋縛、射揖イ・易汰・彦虞．こ・’4・al。

　　　　公民廊潔r紫参彦皇柏讃憂．　震業姉肉旭倉営潔端楽勇、梁k橿
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r／）　ナカンタンノtL、　ナカノダユノb・・うセ；3z、諺亭のノ、・・’x

　鼻下化・・ンZ・・　。Z一・i3．
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C4）　衆原ゑq代ftこら～け豊9弟P　86のゑ才みと乙マ、　カ＜誕ρ5外父り8．

（夕）　ドコグエグ’　かこガ，1＝か‘・当3．　ド’コグ1＃・E4ガtrz“多乏鳥’りz需つ←
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　・・ほ大受・場冷ゴあ3．

（の　この人嚇の個ぺSラ7；　1・癖．エー・・う・遍・こうτ”　63・’学，・こ

の人1・言。Z・ノ9。

（9）／多号

（／・）＃コシづン3ド噺t・一してハソ・4♂．サンりやx　njA　E・　…　T・．才マ

　ユハソb・，でづ」・　sデま。・ceり．

（〃）かみ（丸承）・方．

）2）イ雇Z’9しも款ぐSZ’？　こ・ガIP間縁助詞顔1“表ラ兇，。

6／3♪謬麺貌の＝と。　ここゼ1乱つゼtv・かしb・粗ま・；石鶏。ぱ’6垢。

（！殉　よう！こOts義い砺17ヤづにゼk8・　4・＆tTゑ奮・彦4憂・変イkの頑し璽クノニこz一

　かつマ　こン宝一奪一？aczectT必e4s．　ぐ7＝n一つマやうi＝tX穴一一＝一。灸層
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　但し、出・衡っ北砂1■ゼうわ’†塗　毛ラッタと彼者k々♂・　teラータの

　淀蜘・、こ咋鈴戸帰働・99k・k・郷1・の一賓・…，・　・”　・i；，　…解と
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　　コゲすフFgiヂt・・5、　そ碗nり渉義・ゼあ8グ2　！弱マf％玄∂層！・毎憲

　ρ奉、7ブ・il言害のクノ2ぞZ乙マ園一〉乳3．

（／ク）　ブンYンとll＞liリラァtZ．　み3考殊nfp〆りり淑ヂみの与ノ＝1魯，！ぽ、

　こ・で］7ヂ㌧プTン、グンプン．・一　＝一握？一」べ　；S（’・軽ぎソ・ゑ偏’・

　陣’，ラ外zuよ

a『）（〃）　白駄のワシ、”tうの二つ9診・・ノわけ2‘’♂。　一破のべ1；オメ

　であ笑　ワジ萌飾傷ツ（一IB、辱ズ・駒・”薦・オラグ’・・S

　の穣象、オラグケt9オラ遵ニブあt7．、　こ榔b謬教Eゑわ1ろ’？　ワ》ラ、

　’オラダ㌧テ捗穿教ノ・L用ロXと．　竣1：オラ91d掌譲tr言り褒↓Z・’♂。

←20）乞うータ’フ・（／夕？じ既出

　　　　　　　　　　　　o
（21）Kv－7　，2シマ。テ峰．（・・S）・（…）t　ia・9・41　t：う留細ク．

αZ）一和・テン（理ゆS17一ぢas）で1回遊　・・瀬瀬’…　ケー”聡，わ

　4し3。　疇」μケネL｛な．♂。

傷）ケン、々二、ケネ。（2・）毒蝿、

（24）（22）（z3）葛参θ置e旧一／ぐ勿つs謹ンa・　？・’育9（z口3・

（2汐♪石　ヒLl♪．懸助飼iス虫ケ五分で’ゑく陶口Sde2t・♂・

（26）ゲ審ろにゲナデ又〃・1誘t26脚3．　LンF＞青b・…」フろゲナ・Pデtlz

　イゑ／副L葎わず諺グあ！ノ．、　と。・u＞⊃ヒ万’t：ち3。

（・72一誘乞でも画くN’　fX・・．一物あ3・奏。

αのあく・㌔一’じ粥3・発．この・・；姦紹・n．

C2・9）Vi＼レtd）幕諺・触を・h砿〈　1■？一㍗…　ツシ。しょソも糎％

（30）国父z／＜Zi’？　・b瘍今11、　t宗vs－t転身ゴ遽し，踏むenヒ5碧

　’婿’・も行ガノエlt男，を乞・，〉。

（3ノ？　厳藷ゑ現！　ピb）参峰。
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（32・）　勧’＝tを・■・’Zりい，　テイノレtPt倉ラ審戸ガt’；’チs　tレと与島　ゑ働争，’ts　e

　lLFIレ／ヒ尋∫v
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　ズゲ～ナちの多〃、

βク）デザイン2z・“L、朽’・S　3’‘　il「・み勿。63の参亟。
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沼本言語地図（3）
日　　　　本　　　　蕎　　　　語　　　　地　　　　図　　　（4）

日本言語地図（5）
日　本　　書　　語　　地　　図　（6）

電子言一卜算機iによる国語研：究
社会構造と言語の関係についての基礎的研究（1）

　　　　一親族語彙と社会構造一

家庭における子どものコミュニケーション意識

電子計算機による国語研究（II＞
　　㎜新聞の珊語粥字調査の処理組維一

社三三造と言語の関係についての蒸礎的研究（2）

　　　一マキ・マケと親族呼称一

中学生の漢字習得に関する研究
電子計箕機による新聞の語彙調査

電子計算機による親聞の語彙調査（II）

電子計算機による国語6ff究（IH）

送りがな意識の調査
待遇表現の実態　　　一松江24時閻調査資料から一

電子計算機によるi新聞の語彙調査（III＞

動詞の意味・用法の記述的研究
形容詞の意味・溺法の記述型研究

幼児の読み書き能力
電子計算機による国語研究（N）
社会構造と言語の関係についての基礎的研究（3）

　　　　一一一一性「的言喬彙と｛西イ直観一

電子計算機による叡聞の語彙調査（N）

電子計算機による国語研究（V）

幼児の文構造の発達　　　　一3畿～6歳児の場合一一

電子計算機による国語研究（綴〉

地域社会の言語生活　　一鶴岡における20年前との比較一

言語使用の変遷（1）　　一福島眼北部地域の薗接調査一

二子計算機による国語研究（靱）

幼児語の形態論的な分析
　　　一動詞・形容詞・述語名詞一

現代新聞の漢字
比喩表現の理論と分類
幼児の文法能力電子計箪機による国語研究（粗）

X線映画資料による母音の発音の研究
　　　一フtネーム研究序説一

電子計算機による国語研究（IX）

研究報告集（1）
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　63　　児　童　の　表　現　力　と　作　文　　東面書籍刊　　6，000Pt

　64　各地方言親族語彙の言語社会学的研究（1）　秀英出版刊　2，000円
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團立国語研究所論藥
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昭和24年度
B召　孝0　25　年　度

昭和26年度

昭和27年度
日召希日　28年　度

昭和29年度
日召　孝0　30　年　度

昭和31年度

昭和32年度
日暮　示0　33　年　度

日召　示M　34　年　度

H召　羅…0　35　年　度

昭和36年度
H召　禾轟　37　年　J妻：

昭和38年度
年　鑑　秀英出版刊

昭和29出版
目召　矛［i30　年　三

目召　不日　31　年　版

昭和32年版

昭和33年版

の　　研　　究

研　　究　第2集

研　究　第3集

研　　究　第4集

研　究　第5集

団’切れ

　t1

160円

160円

品切れ

200円

品切れ

　tl

　lt

　lt

　tt

350円

160円

220円

250配

れ切品

〃

〃

〃

〃

　秀英出版刊　　　45円

　　　〃　　　品切れ

　　　il　lt
　　　tt　lt
大蔵省印糊局刊3，500円

秀英出版刊　　1，800円

　　〃　　　1，700円
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　　”　　　1，500円

　　〃　　　6，000円

　　〃　　　6，000円

秀英出版刊　　品切れ

　　tt　tl
　　tt　lt
　　〃　　　　　　　1，300円
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昭和39年度　　品切れ
日召　＄0　40年　度　　　　250F月

日盈　示日　41　年　度　　　　300円

日召　不［142　年　度　　　　 300円

昭和43年度　　品切れ
日召　考…日　44　年　度　　　　　　〃

H醤　不日　45　年　度　　　　　　〃

昭和46年度　　450円
日召　示日　47　年　度　　　　　450円

昭和48年度　品切れ

昭和49年度　 600円
E召　考…a　50　年　度　　　　　700円

昭和51年度　　非売品

昭和52年度　　”

昭和53年度　 800円

H召　不猶　34　年　荒反

日召　不日　35　年　 荒反

臼召　率0　36二年　版

昭和37年版

昭和38年宿

れ切品

〃

〃

〃

〃



昭和39年版　　品切れ

昭和40年版　　〃
H召　零日　41　年　版　　　　　　〃

昭和42年版　　〃
口召　率0　43　年　荒反　　　　　〃

昭柚’44年版　1，500円

昭和45年版　1，500円
日銘　禾日　46　年　il反　　　2，000円

昭和47年版　2，200円

昭和48年版　2，700円
B琶　＄日　4g　年　版　　　3，800円

昭和50年版　3，800円

昭和51年版　4，000円
9昌　巧…1〕　52　年　版　　　4，500円

臼召　＄疑　53　年　版　　　4，600Pヨ

H謬　矛［1　54　年　jl反　　　4，800円

鼠本籍教育教材

1曝。善脇潔白立騨㍗編大儲鰯刊65・円

　2　日本語とH本語教育一一文字・表現編｝　　　 〃　　850円

　3B本語の文法（上〉一日本語教育指導参考書4－lt　　450円

　4　日本語教育の評価法一日本諾教育指導参考書6一〃　　450円

高校生・新聞蟄貼雑墾編秀英㈱・IJ　28・円
静とマス●コミ”ニケーシヨン ﾛ錘鵜換霧顯鋪翻撮蹴
　国立国語研究所三十年のあゆみ　　　　　　　　　　　秀英出版刊1，500円
　　一研究業績の紹介一一一

　　　　　　　　　　　H本語教育教材映画一覧

　　　　　　　　　　　　　　（各巻16ミリカラー，5分，日本シネセル社販売）

　巻題名　　　　　プリント価格
第1巻これはかえるです一一「こそあど」＋「は～ですll－　　　　30，000円

第2巻

第3巻

川4巻

第5巻

第6巻

第7巻

第8巻

第9巻

第10巻

第U巻

第12巻

第13巻

第14巻

第15巻

第16巻

さいふはどこにありますか一「こそあど」＋「が～ある」一

やすくないです，たかいです　一一一形容詞とその活用導入一

なにをしましたか　一動詞一

しずかなこうえんで一形容動詞一

さあ，かぞえましょう　一助数詞一

うつくしいさらになりました　一「なる」「する」一

きりんはどこにいますか　一「いるJ「ある」一一

かまくらをあるきます　一移動の表現一

おかねをと碑ました　賄の鐡1

どちらがすきですか　一比較・程度の表現一

もみじがとてもきれいでした　　　「です」「でした」「でしょう」一

きょうはあめがふっています一「して」「している！「していた」一

そうじはしてありますか一fしてある」「しておく」「してしまう」

おみまいにいきませんか一依頼・勧誘の表現一

なみのおとがきこえてきます　　　「いく」fくる」一
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（第1巻～第3巻は，文化庁との共同企画・VTR価格1／2インチオープンリー

ル21，000F［］，3／4インチカセット20，000円）
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